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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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一章　コックス







　一〇月末の日曜日。

　いつもジジイみたいに早起きする俺は、珍しく寝坊をかましていた。

『ヨリ、起きて』

「んん……あと四半期」

『冬眠じゃん……ほら起きて。目覚めなさい』

「うう……ご先祖……は！」

　ゆり起こされて、俺は目を覚ます。

　やばっ！　俺魔族っぽい角生えて……ない。夢か、良かったぁ。

　そして目を開けると、一人の美少女が俺の顔を覗のぞき込こんでいた。

　栗くり色いろの長髪にエメラルドグリーンの瞳、あどけなさと大人っぽさが両立した完成された容姿。

　俺の隣に住む、クリスティーナ・クルニコワだ。

　彼女はロシア人だが、数ヵ月前に両親が他界。

　その際、偶然ロシアを訪れていた隣人のアンジーが里親となり、現在はここ米軍基地に住んでいる。

『ってか顔近いって！　もう目覚めたから少し離れろ！』

　起き抜けにこのゼロ距離はまじで心臓に悪い。

『ヨリがいつまでも寝てるからでしょ』

『昨日は色々と調べ事してて疲れてるんだよ』

『にしたって、もう九時すぎてるよ。せっかく朝ごはん作ったのに』

『もうそんな時間か！　悪い、すぐ起きる』

　頰を膨らませるチーナ。いつの間にか俺の部屋に来て、朝飯を作ってくれていたらしい。

　髪を後ろに束ねて黄色いエプロンをつけた彼女。

　最初のうちは見るたびによく心臓が止まっていたが最近は慣れてきて、すっかり平常心で受け入れられるようになっている。

　ほら、心拍数だっていつもと変わらなドルルルルルル。

　すいません噓うそです。

　ちなみに今日はゆっくりしようと決めていたので、バイトは休み。

　あくびをしながら上半身を起こす。

　っておいチーナ、顔よけてくれないと当たりそうなんだけど？

　俺が身をよじりながら苦労して起き上がると、チーナは、

『じゃあ待ってるから、早く来てね』

　そう言って俺の頰にキスしてきた。




　唇で。




「!!」

　そして部屋から出て、キッチンへと向かうチーナ。

　頰に残る柔らかく温かい感触に、俺は上半身を起こしたまましばらくフリーズ。

　林間学校以来彼女は、チークキスの際時々チークにキスしてくるようになった。

　流石さすがにこればかりは全然慣れない。

　彼女にとっては仲のいい友達くらいのつもりでやってるのだろうが、こっちは毎回寿命縮まってるんだぞ。




　まぁ別に……いいけどさ。




　俺は着替えを済ませてから居間に移動し、テーブルにつく。

　今日のメニューは、サラダにボイルしたウィンナー、そしてグランキだ。

　グランキとはロシアの郷土料理で、白パンを卵と砂糖で味付けした甘い料理である。

　俺のために、沢山作ってくれたらしい。

　最近妙に世話を焼いてくれるんだよなぁ……不思議だ。

『何を飲む？』

「……アイス」

『アイスコーヒーね』

　慣れた所作でコップを二つ取り出し、コーヒーを淹いれるチーナ。

　その間俺は椅子に座って、スマホでネットニュースを流し見する。

　今日は一つの記事がメインで取り上げられていた。

「へぇ、ララバイ新メンバー入るんだ」

『あぁそれ、ユキも言ってた。一一月中には歌番組でお披露目だって』

　チーナがコーヒーを運びながら俺の呟つぶやきに答える。

　結構日本語聞き取れるようになってるな。

　話しているのは、今話題の四人組アイドルグループ、ＬＯＶＥ　ＬＯＶＥ　ＢＵＹＥＲ、通称ララバイについてだ。

　彼女達は今人気絶頂の、いわゆる国民的アイドルらしい。

　らしいというのはもちろん、俺には興味のない分野で、詳しいことは全く知らないからだ。

　多分、街でばったりララバイとすれ違っても気付かないと思う。

「ていうか、ララバイのメンバーよりチーナの方がよっぽど可か愛わいくないか？」

　俺は心の中でそう呟いた。

　チーナに比べたら、こいつらなんて有象無象……、

『え！　急に何言ってるの！』

『え……やば！　声出てた！』

　ミスった……はずっ！

　ってかなんでチーナも顔真っ赤なんだよ。いつも褒められてるから慣れてるだろ？

『ええっと、ヨリもビッグでカッコイイと思うよ』

『語彙力宮みや本もとに乗っ取られてるぞ』

　そんなこんな言いながら、チーナからコーヒーを受け取り、手を合わせてからグランキを口に運ぶ。

『どう？』

『うまいよ、いつも通り』

『そう、良かった』

　席についたチーナが、俺の顔を覗き込みながら聞いてきたので、素直な感想を言う。

　うれしそうだな。

『そういえば、調べ事の成果はあった？』

　話題を変えて、再度質問してくるチーナ。

　調べ事というのは、俺が昨日調べていた法律関係の事についてだろう。




　母の親権を喪失させる。




　俺はそう決心したのだ。

　俺の母はいわゆる毒親。

　若い頃は国民的なダンスミュージシャンとして名を馳はせていたが、出産の少し前に引退。

　以降、双子の姉である詩し織おりを病的なまでに贔ひい屓きするとともに、二人仲良く俺を排斥してきた。

　唯一の味方であった父が半年ほど前に他界してからは、生活費すら渡してくれない始末。

　そんな二人に対し、先日ついに、俺は復ふく讐しゅうを決意した。

　親権喪失とはその名の通り、親権の行使が著しく不適当な親から、その親権を永久に剝奪する措置だ。

　そしてその親権は、自分の子全員に対するもの。

　つまり俺一人の訴えが通れば、詩織と母の親子の縁も、自動的に断ち切られるわけだ。

　それは二人に対して、何よりの復讐になる。

　そして本格的に動く以上、少しでも多く知識をつけた方がいい。

　いいのだが……。

『何の成果も得られませんでした。今まで以上の情報は……な。やっぱ審判の内容が公表されてないってのがきつい。前例を参考に出来ないから』

　親権喪失の判断が下されるのは、裁判ではなく審判。審判の内容は、基本的には公開されない。

『そっか。じゃあやっぱり、弁護士さんとかに相談してみないとね』

『つっても、そこまで軍資金があるわけでもないしなあ』

『でも、中途半端に親権停止とかになっても意味ないんじゃない？』

『そうだな。最低限有識者の意見は欲しいところだ』

　親権停止とは喪失の一歩手前の処置で、最大二年間親権の行使が出来なくなる。

　奴やつらに二年間なんて生ぬるいし、俺だってそれでは困ることがある。

　何としても喪失まで持っていかねば。

　グランキをおかわりしつつ、その後もだらだらと世間話を続ける。

　今日は天気もよく、窓から入る日差しが暖かい。

　こんな日はのんびりと朝食を摂とるに限るな。

　そんな中、不意にチーナがある話題を持ち出してきた。

『そう言えばバイト中に聞いたんだけど、ヨリって、オリバー大佐と友達なの？』

『ん？　あぁ、オリバーさんね。友達なんて言い方は……恐れ多いな。世話にはなってるけど』

　オリバーさん……オリバー・コックス大佐とは、在日米軍現指揮官、つまりこの基地で一番偉い人だ。

　最近チーナは定期的に基地のバイトに入っており、この話はその時に聞いたらしい。

『小さい頃、父さんに連れてきてもらった時にたまたま会う機会があってさ。その頃からいろいろ良くしてもらってるんだよ。ここで暮らせるように手を回してくれたり、俺のバイクだってオリバーさんに貰もらったようなもんだ』

『へえ、すごいね。そんな……すごい人と知り合いなんて』

　俺の話を聞いて、チーナの顔が少し引きつっている。

　無理もない。何でもないように言っているが、オリバーさんはやばい人なのだ。

　会社で言えば会長や筆頭株主、国で言えば総理大臣。

　とにかくこの基地において、指揮官の権力は絶大だ。

　そんな天上人と個人的に交流があるなんて、我ながら驚きである。

　バイト始めてからは特にオリバーさんの凄すごさが分かってきて、最近は話す時もガクブルだ。

　そんな話をしながら食事を続けていると、プルルルルッと俺のスマホが鳴った。

　誰だ？　っと思い通知画面を見ると、表示された人物名に驚きょう愕がくする。

　急いで通話をタップし、いつも通り日本語で応答。

「はい、伊い織おりです。お久しぶりです。はい…はい。え、それは………行きます！　行かせていただきます！　はい、それでは後ほど。はい、失礼します」

　会話が終わり、通話を切る。

　するとチーナが会話の相手を尋ねてきた。

『誰からだったの？　随分緊張してたけど』

『それが……オリバーさん』

『うっそ。そんなタイムリーなことある？』

　まじやねん……ビビったあ。

『それで、どんな用事だったの？』

『今日の夕食、うちに食べに来いってさ』

『Ой……』

　電話の内容は、夕食のお誘い。当然断れるはずもない。

　やばいな……失礼なことしたらマミられるかもしれん。

　胃が痛いいい。

『まぁ、その……頑張って！』

　俺が顔を青くしてるのを見て、チーナがサムズアップしてきた。

　だがな……、




『呼ばれたの、俺とチーナの二人だから』

『ごめん、お腹なか痛くなってきた』





◆






　基地内の中心から少し外れにある、三階建ての大きなアメリカ住宅。

　いわゆる米軍ハウスと呼ばれるそれは、広い庭に囲まれてかなりの豪邸に見える。

　ここが、オリバー大佐のお宅だ。

　駐車場の一角を借りてバイクを停とめ、門の前へ移動する。

『よし、行くぞチーナ』

『うん、大丈夫。行こう』

　俺は、震える指で門の横に据えられたチャイムを押す。

　今から会うのは在日米海軍のドン。粗相があれば首チョンパ。

　いや、そんな事をする人ではないが、やっぱ権力者ってだけで怖い。

　チャイムを鳴らしてからのたった数秒が、やけに長く感じた。

　そして、インターホンから女性の声が聞こえてくる。

「Hello. Who is……あら伊織ちゃん！　それにあなたがクリスティーナちゃんね。よく来たわぁ」

「アイラさん。お、お久しぶりです」

　声の主は、オリバーさんの奥さんであるアイラ・コックスさん。

　カメラで俺たちを認識したのか、英語から日本語に器用に切り替えた。

　さあ入って、と声がかかり、カチャリと門の鍵が開いた音がする。

　すうううぅ、はあああぁ。おし、いくでえ。

　門を通り、敷しき地ち内へ。たくさんの緑で囲まれた庭を歩きながら、緊張で自然とチーナと手を繫つなぐ。

『ヨリ、庭広くない？　家大きくない？』

『ふ、普通だよ普通超普通。歌舞伎座だってこのくらいだったし』

　玄関の前にたどり着くと、タイミングを見計らったかのように扉が開いた。

　そこに現れたのは、なんとオリバーさん本人。

　一九〇センチ台後半の長身に、岩石のような体。

　角刈りにした暗い茶髪に、ワイルドな口くち髭ひげ。

　還暦とは思えないほどのパワフルさ。

　それがオリバーさんの印象だ。

　彼の登場により、腹だけ重力が三割増しになったかと思うほど空気が重くなる。

　そんな俺たちの緊張など露知らず、オリバーさんはニカっと笑って俺たちを出迎えた。

「よう伊織、クリスティーナ。よぉく来たな！　またデカくなったんじゃねえか？」

「いえいえ、オリバーさんにおかれましては今日もご健勝で……」

「なに堅苦しくしてるんだ！　昔みたいにヒゲのおっちゃんで良いいんだぞ？」

「あああああれに関しましては、若かりし日のこととは言え一生の責としていく所存です！」

　七歳の俺のバカあ！　なんてことしてくれたんだ！

「あの、こいつはアンジェリーナ二等兵曹の………」

「娘……の、クリスティーナです。初めまして」

　誤魔化すために、俺はチーナの紹介に移る。

　普段なら自己紹介くらいすらすら言えるチーナだが、緊張のせいでぎこちない。

　名乗った後、チーナは俺から手を離し、「これ、どうぞ」っと持ってきた紙袋を手渡した。

　二人で買ってきた手土産だ。

　中身はカステラ。無難と言えば無難だし、当たり障りもないだろう。機嫌をそこねる要因にはなり得ないはず……。

「おお。悪いな……」

　だがそれを受け取ったオリバーさんは、眉をひそめて険しい表情を浮かべた。

　え、やばい!?　やっちゃった!?　俺なにかやっちゃいました!?

　隣に立つチーナも、ほああぁ！　って絶望している。

「なぁ、伊織」

「はひ、なんでしょう？」

　くっ！　死ぬ時は一緒やで、チーナ。

「これ食べられるやつだよな？　こないだアンジーが土産だって、マーマイトとかゲテモノ食品を……」

「すいやせんっしたあああああぁ！　まじあのバカ超シバいときますんで！　今後そんな事がないよう言い聞かせとくんでえぇ！」

　腰の可動域全開で頭を下げて謝る俺。

　アメリカに頭下げる文化はないが、勢いで癖が出てしまった。

　にしてもアンジーのやつやりやがったな!?　何が楽しくて指揮官様に爆弾投げつけてんの？　馬鹿なの死ぬの？

「いやすまんすまん、そうじゃないならいいんだ。ありがとよ」

「ごめんなさい。私の……ハハが、ммえーと、ごぶ、れいを」

「だからいいって。クリスティーナは日本語が上う手まいな」

　まだまだ敬語に慣れないチーナも、必死に謝罪を述べる。

　オリバーさんが怒った様子はない。ひとまず危機は脱したか？

　とりあえず入れよっと中に通され、俺たちはビクビクとついて行く。

　長い廊下を抜けてリビングに入ると、そこには暗い色の木材を多用したアメリカ住宅らしい内装が広がっていた。

　俺の家のリビングの倍はあるんじゃなかろうかというほど広い。

　何度か来たことがある俺は驚かないが、初見のチーナは目を丸くしている。

「いらっしゃい伊織ちゃん、クリスティーナちゃん。ゆっくりしてね」

　立派なアイランドキッチンから声をかけてきたのはアイラさん。

　優しげな雰囲気を放つ初老の女性で、彼女も日本語が堪たん能のうだ。

　そして料理がうまい。今まであった人の中で一番うまい。

　お約束？　いや、チーナの料理も好きだけどさ……。

「クリスティーナです。よろしく、おネガいします」

「あらあら、よろしくね」

　チーナがアイラさんに挨拶をし、握手を交わす。

　にしても、アメリカ人とロシア人が日本語で挨拶するって、よく考えれば異様だな。

　なんだかんだチーナは英語より日本語の方が話せるし、仕方ないか。

　そう言えば、あの二人の姿が見えないな。

「アイラさん、エマとリリーはどこに？」

「昨日から泊まりで遊びに行ってるの。あの子たちも伊織ちゃんに会いたがってたんだけど、タイミングが悪かったわ」

　エマとリリーは、オリバーさんの子供だ。

　と言っても二人とも養子だが、今日は居ないらしい。

　あいつらがいるとうるさくなるし、まあいいか。

　一通り挨拶をすませ、料理を運ぶアイラさんを手伝ってから、四人で食卓につく。

「さあ食べましょう。二人とも沢山食べてね」

　ガンボ、マカロニチーズ、七面鳥の丸焼き……。

　様々なアメリカの人気料理が並ぶテーブルを見て、チーナが思わず呟いた。

「これ……多くないですか」

　大きなテーブルに所狭しと並んだカロリーの暴力に圧倒されるチーナ。

　ふむ、確かに圧巻の光景……、

『え、ヨリ!?　さっきまでの殊勝な態度は!?』

『何を言って……はっ！　目の前の皿が空に!?　座ざ敷しき童わらしか!?』

『食べてたから！　しっかりヨリが食べてたから！』

　そんなばかな！　オリバーさんの前で俺がそんなこと……、

『食わないなら俺が全部食うぞ！　いいんだなチーナ！』

「若いんだからしっかり食べろ！　胸も育たないぞ！」

『ヨリが理性を失ってる！　そしてオリバーさんセクハラです！　って日本語で伝えたい！』

　遠慮？　何それ食えんの？　バウワウ！

「二人ともよく食べるから作りがいがあるわ。チーナちゃんも沢山食べてね」

「は、はい……」





◆






　満腹になった俺たちは、世間話をしながら手土産のカステラをつつく。

　俺の横では、チーナがこくこくと船を漕こいでいた。

　食べた後に眠くなるのは分かるけど、さっきまでの殊勝な態度は？

「そういや、伊織」

「なんすか？」

　二切れ目のカステラを食べ終えたあたりで、オリバーさんが俺に声をかけて来た。

　もう緊張はすっかり取れて、俺もいつもの砕けた口調で話している。

「お前、高校卒業したらどうするんだ？」

「卒業したら……ですか？」

　いつになく真剣な面持ちで尋ねてくるオリバーさん。もしかしたら、今日はこれが聞きたくて俺たちを招待してくれたのかもしれない。

　高校卒業後の進路、それならもう決めてある。だから俺も、誠意を込めて返答した。

「アメリカに渡って、米軍に入ろうと思ってます。基こ地こで育ててもらった俺にとって、それ以外の選択肢はあり得ません。まあ国籍とかもろもろの問題はありますけど、何とかします」

　そう、俺にとって軍人以外の道はない。

　これは、小さい頃から軍服に囲まれて育った俺の憧れだ。

「まあ、そんなところだと思ったよ。それだと、誰かの養子になるか、グリーンカードの申請するかだな」

「そうですね。そのためにも、実親の問題はクリアしないと……。幸い、いつでも養子に来いって言ってくれるやつらが何人もいますし」

「そう……か」

　それを聞いてオリバーさんは少し考えるような仕草をしたが、すぐに快活そうな表情に戻り、冗談めかして続けた。

「だがそうなると、チーナとはお別れになっちまうなぁ。それまでに結婚でもして、一緒に渡米しちまえばいいんじゃないか？」

「いやいや、そんな非現実的な……」

　そんな話をしていると、とんっと左肩が重くなった。

　見ると、重力に負けたチーナが頭をもたれかけている。

　細くてやわらかな髪が俺の鼻をくすぐった。

　そうか、アメリカに行ったら、チーナとはお別れになっちまうのか。

　それは少し……とても、寂しいな。

「で、お前らどこまで済ませたんだ？」

「どどどどどこまでって！　何もしてないっすよ？」

「でもさっき手繫いでたろ」

「あれはその、急にファンデルワールス力がですね……」

「式には呼んでね？」

「アイラさんまで!?」





◆






「今日はご馳ち走そう様さまでした。美お味いしかったです」

「すみません……寝てしまって……」

　時間も遅くなり、俺たちは家に帰る事にした。

　チーナは寝落ちしてしまった事を相当恥ずかしく思っているのか、さっきから赤面して度々謝っている。

　まあ俺とて食事にがっつき過ぎてしまった手前、人の事は言えないが……。

「また来いよ伊織。次はエマとリリーもいる時にな」

「チーナちゃん、別に気にしてないから大丈夫よ。またいらっしゃい」

　二人に見送られ、俺たちはペコペコしながら庭へと繰り出す。ペコペコと言っても頭は下げない、だってアメリカではｒｙ……。

　見上げた夜空には星が輝いていて、肌を撫なでる風はとても冷たい。

　少し身震いをしてジャケットの襟を手繰りよせながら、庭の半分程に差し掛かった時だった、

「伊織！　チーナ！」

　っとオリバーさんに大声で呼び止められた。

　驚いた俺たちは、先程出てきた玄関を振り返る。

「お前たち、困った事があればいつでも言え！　これは上官命令だ！　従わないと厳罰だぞ！」

「え……」

　オリバーさんは腕組みをして、ニカッと笑って強く言い切った。

　嬉うれしかった。

　オリバーさんの優しさが、アイラさんの手料理が、賑にぎやかな会話が。

　家族の温かさって、こんな感じなんだろうか。

　なぜかオリバーさんの姿が、亡き父と重なって見えた気がした。

　目頭がじんと熱くなり夜の寒さも感じなくなった俺は、思わず背筋を伸ばし、片手を額にビシッと持って行く。

　軍人の敬礼だ。

　見ると、チーナも目に涙を浮かべて頷うなずいていた。

　久しぶりに家族の温かさを思い出したのだろう。

　今日は呼んでもらって、本当に良かった。

　そして、今度こそ俺たちはバイクに乗ってオリバー邸を後にした。
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　数分ほどバイクを走らせて家に到着した俺たちは、荷物を置いてジャケットを脱ぐ。

　どっと疲れたけど、凄く楽しかった。

　チーナもテーブルに突っ伏しながら、今日の感想を嬉しそうに呟き始めた。

『オリバーさんもアイラさんも、とってもいい人だったね。全然怖くなかった』

『だからって寝落ちするやつがあるかよ』

『ヨリだって、カロリーの前に理性失ってたじゃん』

『それはアイラさんの料理が美う味まいからしょうがない』

『じゃあなんでいつも私のご飯平然と食べてるのかな？』

『それは……ったく、からかうなよ』

　俺の困った顔を見て、ふふっと笑うチーナ。

　そんなさり気ない仕草に、俺の心は乱される。

　このいたずらっ子め。いちいち……可愛いな。

　俺もチーナの正面に座り、ぷいっと明後日あさっての方向に目を向ける。

　なんとなくチーナを直視出来ない。今日の俺は、少し変だ。

　俺はチーナと顔を合わせないようにしながら、話を続けた。

『そう言えばヨリ……高校卒業したら、アメリカに行くの？』

『あれ、聞いてたのか？　寝てたんじゃなかったのか？』

『うん……そこまでは、ギリギリ…』

『まあそうだな。俺にとって軍人は憧れだからな』

『そっ…か。よｒ……………』

『………ん？　チーナ？』

　会話の途中から、急にチーナからのリアクションが途絶える。

　不思議に思って目を向けると、

　あ、寝てる……。

　チーナは腕に顔をうずめてすやすやと寝息を立てていた。

　さっきも居眠りしてたし、そんなに疲れてたのか？　気付かなかったな。

　最近遅くまで勉強頑張ってたし、朝食を作るために早起きもしたのかもしれない。

　これからは、俺も気をつけておかないと。

　とにかくこのままでは風邪をひいてしまうので、ひとまずベッドに寝かせることにする。

　最悪、朝のランニングの時に起こせばいい。

　そう思った俺は、チーナの脇と膝の裏にそっと腕を添えて抱き上げ……、

　かるっ！　ほそっ！

　女の子特有の体つきに、理性がゴリゴリ削られる音がした。

　なあああああぁもう！　チーナお前無防備過ぎだろ！　なんで男の前でスースー寝られるんですかね！

　心中穏やかでないまま、円周率を唱えつつ俺の部屋にチーナを運んでベッドに寝かせ、布団を首元までかけてやる。

　そのまま立ち去っても良かったのだが、何となく膝をついてその寝顔を見つめた。

　こうして彼女の寝顔を見るのは初めてではない。

　バイトから帰ったらベッドでスヤァってしてる事も何度かあった。

　そう言えば、チーナが来た直後にもそんなことがあったな。あの時は……驚いた。

　あれから二ヵ月と少し。

　思えば、ほとんど毎日チーナと過ごしている気がする。会ってない日なんてなかったかもしれない。

　そう思うと、急にチーナの寝顔が愛いとしく感じてきた。

　いつも見ているはずなのに、何な故ぜかどんどん心拍数が上がっていく。

　別に彼女の事が好きとか、そういうんじゃないとは思う……。

　たぶん。

　恐らく。

　コペンハーゲン解釈的に。

　でも少しだけ、少しだけ彼女に触れたくなってしまった。

　何か言葉に出来ない感情が、湧き上がった気がした。

　いつもの不意打ちのお返しに、このくらいなら……。

　俺はチーナの顔に自分の顔を近づけて行く。

　そしてその頰に、震える唇を、ほんの少しだけ押し当てた。

「おやすみ、チーナ」





◆






「実家に帰れ」

「どうした総そう司じ。大家か？」

　昼休み開口一番、俺は悪友からゴーホーム宣告を受けた。
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　その悪友とは、清し水みず総司。

　長身で性悪。人を煽あおることに人生を懸ける、世界最悪のイケメン無駄遣い男だ。

「総司くんは大家さんっていうより、看守さんだよね」

　その横でニコニコしながら総司を見ているのは秋あき本もと由ゆ紀き。

　うちのクラスの委員長で、筋肉大好き天然元気っ子。最近総司との関係が怪しい女子生徒である。

「ったく、藪やぶから棒になんだってんだ総司」

「伊織は激怒した。必ず、かの邪じゃ智ち暴虐の王ママを除かなければならぬと決意した……だから王の城に帰れ」

「俺処刑されるじゃん……」

「お前の屍しかばねは越えていく。ぜってえ振り返らねぇからよ」

「ただの死体蹴り!?」

　オ○ガさん涙目の暴論に、俺のツッコミが響き渡る。

　今は昼休み。俺たちは最近溜たまり場ばにしている理科室で、いつものように昼食を摂りながら作戦会議だ。

　俺たちと言うのは、今の三人の他にチーナ、宮本、細ほそ井いを入れた六人だ。

　ここを使っているのは俺たちだけなので、心置きなく作戦会議ができる。

「まあおふざけはこのくらいにして。伊織、お前少し実家に帰れ」

「おふざけ終わってねえじゃん」

「はぁ……伊織には政治がわからぬ」

「文学的にディスんじゃねえ」

　そんな俺を見て、やれやれといった様子で総司が説明を始めた。

「実家に帰って虐待の記録や、ネグレクトの証拠になりそうなものを確保して来い。まさか、今の証拠だけで足りるとは思ってないだろうな？」

　うっ、確かに……。

　一人暮らしを始めてからは、母と関わることが随分と減った。

　父が健在の時は親権喪失なんて考えもしなかったし、その父が亡くなってからはほぼ実家に帰っていない。

　そう考えると、物的証拠が足りてるとは言えないかもしれないな……。

「でも……お父さんが、ビデオ……残してたんでしょ？」

「昔偶然撮れたやつはな。何かあったときのために保管してくれてた」

　チーナの質問に対して、俺は頷く。

　父はよくある親バカ行動として、俺や詩織の成長をたびたび動画に収めていた。

　その中には、母が俺に対して辛つらく当たる様子が映り込んでいたものがある。

　そんな動画すらも、父は俺に残しておいてくれたのだ。

　俺が親権喪失を目論もくろむことを予期していたとは思えないが、いざという時のためと考えたのだろう。

　ありがたい。

　だが総司は、それだけでは足りないと考えているようだ。

「それは、あくまで高校入学以前のものだ。最近は改善されていると向こうに言いくるめられでもしたら、親権停止すら怪しくなるぞ」

「証拠がないと訴えられないの？」

「アホかロリっ子。今どき口だけで動いてくれる公的組織は滅多にねぇよ」

　総司の尤もっともな意見に、無邪気に質問するのは宮本明あか里り。

　チーナより長いロングヘアーに、一部にバカウケしそうなベビーフェイス。身長は脅威の一ミヤモト（一三九センチ）と、どっからどう見ても完成されたロリっ子だ。

　でも総司、ロリという事実は本人のコンプレックスなんだから、言ってやるなよ……。

　だが総司の主張が正しいことは理解できるし、必要だと納得もする。

　気が乗らないが、俺が実家に帰ることは避けられない道のようだ。

「じゃあ、今週末か来週末に帰ってみるか。面倒だけど、詩織に伝言でも預けて……」

「それはダメだ、無言で帰れ。突然の方が向こうも色々とボロ出すだろうからな」

　俺の常識的な判断は、総司に否定された。

　こいつ、本当こういうとこ頭回るなあ。

「私たちは、何かできることある？」

　俺への指示が終わったのを見て、秋本が自分たちにも役割を求める。

　だが総司の回答は微妙なものだった。

「正直、思いつかないな」

「え～」

　リストラ宣言を受けて、口をとがらせる秋本。

「仕方ないだろ。あくまでよその家庭の問題に、友人ができることなんてたかが知れてる。お前らの出番は、審判に勝った後だ。詩織が植え付けた伊織の悪評を取り除くには、数がいた方がいいからな」

「そっか」

「はいはい！　私思いつきました！」

　やること無しと言われたみやもっさんは、反抗だーとばかりに手を挙げて言い返す。

　その仕草……まさにロリ。

「ほう、聞こうじゃないかロリっ子」

「ろり……うっほん！　私たちはね、いおりんが生まれた病院探したらどうかなって。いおりんのお母さんは有名人だったんだから、近くの産婦人科回ったら、入院中の事を覚えてる看護師さんが見つかるかも。そしたら、その時のことがわかるんじゃないかな」

「患者さんのこと、教えてくれる、かな？」

「教えてくれなくても、心当たりがあるなら顔に出るかもしれないし。何もしないよりは可能性あるかなって」

「なるほどなあ」

　宮本の演説に、チーナと細井は、なるほどっと頷く。

　秋本は、意見を求めるように総司の顔色をうかがった。

「まあ、棚ぼた狙いとしてはありなんじゃないか？　本気なら、外来じゃなく入院等に見舞いの振りして行けよ」

　おお、意外だ。正直俺も無駄足になる気がしてならないから、総司ならにべもなく一蹴すると思った。

　だがここで、俺には一つ気になることがあった。

「総司は、どうするんだ？」

　総司が何もせず吉報を待つとも思えないし、何か考えている事があるのだろうか。

　その問いにも、俺の悪友は淡々と答える。

「俺は調べ事だ。法律とか、制度とかな。お前が調べただけじゃ、見落としがありそうでたまらねえ」

「ぐ……頼む」

　なるほど。確かにそういった事は総司が適任だ。

　利用できそうなものを見つける嗅覚に関して、この魔王の右に出るものはいない。

　一通り行動方針を示した所で、総司が作戦会議を締めくくった。

「それじゃ、今週の土日に一斉に動こう」

　みんなが頷いたのを確認してから、総司は話を打ち切り弁当に顔を向けた。

　今日のメニューは里芋の煮っころがし。相変わらず渋いなおい。
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『大丈夫？　着替え持った？　お財布持った？』

『母ちゃんかよ……ってこれ前にも使ったツッコミだな』

『ルルイエ異本持った？』

『どこのキャスター!?　それ持ってる方が一〇〇倍心配にならないか!?』

　一一月初週。土曜日の朝。

　いよいよ実家に帰ろうという俺に対して、謎の緊張緩和を図るチーナ。

　分かってる？　そのネタ通じない可能性の方が高いからな？

　とは言え、久しぶりの実家……父のいない初めての実家に、緊張していないと言えば噓になる。

　いくら週末の二日間だけとはいえ、気が滅め入いるな。

　それに何か……妙に寂しい気がする。

　父さんがいない家に帰ること？　それとも、いつも会ってる誰かと会えないから？　……多分、両方だ。

『気をつけてね。少し証拠が手に入れば良いだけなんだから、無理しちゃだめだよ』

『分かってる。そっちの方こそ、周りの目、気にしとけよ』

　チーナが尚なお心配そうに声をかけてきたが、週末に動くのは俺だけじゃない。

　総司は母が所属していた事務所に、他四人は近場の病院を回って痕跡を探す。

　どちらも守秘義務があるし、情報を得るのは極めて難しいだろう。

　でも今は、これしか手掛かりがないのも事実。

『まあお互い、成果があれば儲もうけもんくらいの気持ちでやろうぜ』

『成果なかったら困るけど、まあそうだね』

　そう締めくくってからチークキスを交わし、俺は家を後にした。

　さあ、行こう。
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　バスと徒歩を交えて三〇分。

　俺は実家の前に立っていた。

　ごく普通の住宅地にあるごく普通の一軒家、ここに帰って来たのは実に四ヵ月ぶりだ。

　詩織か母さん、少なくともどちらかは家にいるだろうな……。

　母は働いていない上に、今日は休日。何か特別な用事でもない限り、留守という可能性は低い。

　俺は一度深呼吸を挟んで覚悟を決め、玄関の鍵を開けて中に入った。

　ガチャリ。

　最初に目に入ったのは、見慣れた廊下。そこにはどこからも明かりが入らず、物音も全く聞こえない。

　まさか、二人とも不在か？

　予想外の好機に、俺はほくそ笑む。

　ボーナスタイムだ。今のうちにいろいろやっておこう。

　バイクで来なかったのは正解だったな。

　俺は靴を脱いで隅に隠し、一応全ての部屋を確認して留守を確定させて行く。

　観測されない限り複数の状態は併存する。

　コペンハーゲン解釈は役に立つな。

　そうして確認していく中でリビングに入った時、ある物が目に付いた。

　テレビの横に置いてある写真立て。

　そのフレームには、詩織と母のツーショット写真が飾られていた。

　かつてそこには、四人の家族写真が収まっていた。

　母が嫌がって外す度に、父がしつこく元に戻していたのをよく覚えている。

　父さんはもう……この家には居ないんだな。

　その現実を突きつけられた後は、家の中を見て回るのも辛くなった。

　特に、父の書斎。

　お、どうした伊織？　っと明るく迎えてくれる父の残像が、目の奥に浮き上がる。

「ごめん父さん。俺は、二人と縁を切るよ」

　誰も居ない書斎に独り謝って、俺はその場を後にした。

　結局一通り見て回っても、人の気配はなかった。

　ならばよし、行動を開始しよう。

　まずはリビングに戻り、持ってきた小型カメラや盗聴器を仕掛けて行く。

　基本会話はこの部屋でしかしないので、他の場所に仕掛けて置く必要はないだろう。

　最近はこの手の機材も安く高性能になっており、入手も容易たやすかった。

　本来こういった工作は違法行為に当たるが、浮気などの証拠確保のために、自宅に設置する分には問題ないらしい。

　火災報知器の内部など、詩織が見つけてしまわないよう出来るだけ巧妙に仕掛けていく。

　持って来たのは全て電波式なので、記録したデータは全て外部に飛ばして保存できる。

　故に、万が一見つかってもデータは問題なく回収できるというわけだ。もちろん見つからないに越したことはないが。

　そしてリビングへの工作が終わり、次は母の部屋のガサ入れに取り掛かる。

　目的は俺へのネグレクトの証拠になりそうな物、ついでに母子手帳とか。

　ターゲットはふわっとしているが、父さんの遺産相続の資料で母の不正が発覚する、なんて可能性もある。

　もしあるんなら、さっさと出てこい。

　心中で祈りつつ、少し漁あさっては元に戻し、少し漁っては元に戻しと、丁寧に調べていく。

　いつ詩織たちが帰ってくるか分からない以上、大胆に引ひっ搔かき回まわす事は出来ない。

　くそ、もどかしいな。

　結局大した証拠も見つからないまま、一四時を回る。

　やはりあのものぐさマミーは、母子手帳なんて失くしてしまったのではないだろうか？

　ともすれば、意図的に捨ててしまったか。

　俺がそう思い、諦めかけたその時だった、

　ガチャリ！　っと下でドアが開く音がした。

「さあみんな、入って入って～」

　聞こえてきたのは詩織の声。

　そしてその声が、何者かを招き入れる。

「おっじゃま～」

「ここが詩織の家かぁ、普通だね」

「マスク暑～」

「もう外していいでしょ。誰も見てないんだし」

　続いて聞こえてきたのは、数人の若い女の声。

　帰ってきたのか……友達も一緒のようだ。まあ、潮時だな。

　手早く部屋を元に戻し、自室に移動する。

　俺、詩織、母の個室は全て二階にあるので、一階にいる詩織たちに気付かれる事なく部屋に辿たどり着つけた。

　詩織の部屋は俺の部屋の奥。

　もし彼女の部屋でだべる予定なら、うるさくなるかもしれないな。

　そう思いつつ、一応自室の鍵を閉めておく。

　さて。やる事もないし、久しぶりにゲームでもするかな。

　テレビゲームなんて、最近は総司の家くらいでしかやらないし、一人暮らしを始める際、荷物を減らすため不要な物はこの部屋に置いて出た。

　据え置きゲーム機もその一つ。

　このハード買ってもらう時も、父さんが母さんを説き伏せてくれたんだよなぁ。

　そんな懐かしい思い出に浸りつつ、遊ぶソフトを選ぶ。

　よし、これにしよう。

　選んだのは、一人用アクションアドベンチャー。緑色の寝巻きを着た勇者が、風を操るタクトを振り回して冒険するゲームだ。

　これ、まだあきビン縛りでクリアしてないんだよなあ。

　階下からわいわいと騒がしい声が響く中、俺はホクホク顔で電源を入れる。

　だが……、

　あれ、俺のセーブデータが……ない。

　確か俺はモリアーティというデータを一つだけ作っていたはずだが、三つまで作れるセーブファイルは、それぞれ上からイサミ、トシゾウ、ナガクラとなっている。

　詩織のやつ、俺のデータまで消して目一杯楽しんでやがるな……。

　このネーミングセンスは、間違いなく詩織だ。別に勝手に使うなとは言わないが、俺のセーブデータ一つくらいは残しておいてくれよ……。

　ってか、なんで一人だけ苗みょう字じやねん。

　それだけではない。

　あれ、ハード増えてんだけど。

　今更ながら気づいたが、俺が使っているハードの横に、同じメーカーが発売した最新のゲーム機も置かれていた。

　そう言えば、先程詩織の部屋をチラッと覗のぞいた時に、かなり散らかっていた気がする。

　あの野郎、自分の部屋が過ごしにくくなったからって、俺の部屋まで私物化しやがったな？

　他人には俺が勝手に部屋に入ってくるなどと言いふらしてるくせに、自分の事は棚上げか。

　腹立つな……。

　この程度、本来なら一般的な兄弟喧げん嘩かの範はん疇ちゅう。だが詩織がやると驚きのコスパである。

　データがない以上ゲームは終了せざるを得ない。

　また暇になったので筋トレでもしようと思い立ち、上半身だけ裸になって部屋の隅に置いてあるダンベルを手に取った。

　これは一四歳の誕生日に、良く面倒を見てくれていた軍人のリアムがくれた物。

　久しぶりの感触に機嫌を直しつつ、少し汗をかいてきたところで、

「みんな、こっちこっち」

　詩織の声が、先程より鮮明に聞こえてきた。

　どうやら二階に上がってきたらしい。

　詩織の部屋に場所を変えるようだ。

　にしても、あの散らかった部屋にそんな大人数入れるのか……。

「弟の部屋だけど、気にしないでね。許可は取ってるから……」

　俺の懸念を裏付けるように詩織の声が聞こえ、次の瞬間、ガッ!!　っという音が俺の部屋に響いた。

　やはり……俺の部屋を会場にするつもりだったのか。

「え、なんで開かないの？」

　っと扉の向こうでガチャガチャやってる間に、俺は立ち上がって鍵をあける。

　うるさいな、ここは俺の部屋だぞ。

　ガチャリ……、

「俺がいつ許可出したって？」

　開けた扉の向こうには、詩織を除いて女子が四人立っていた。

　そして俺は、詩織を不機嫌そうに睨にらみつける。

　それを見た彼女らは……、

「「「「ぎゃあああああ！　変態不審者あああ！」」」」

　やべ、上裸のままだったわ。

「きゃああ！　変態！」

「きゃあああ！　助けて沙さ耶や!!」

「無理無理！　絶対この人強いもん！」

　ただただ叫ぶ者、へたり込んで後ずさる者、絶望に崩れ落ちる者。

　阿あ鼻び叫きょう喚かんとはこの事かと、身をもって感じさせられる。

　ていうか、スカートの人はお願いだから立ってくれ……見えるから。

　突然のばくおんぱに等倍攻撃を受けつつ、気になることがもう一つ。

　多分この四人は、うちの学校の生徒じゃない。

　身長は、一人が少し高く俺と同じくらいで、二人は詩織と同程度。残り一人は少し低い。

　そして四人とも、まあまあ容姿が整っているように見える。

　美人系、可愛い系、幼い系、盛ってる系と、四者四様のクオリティだ。

　詩織の取り巻き全員を覚えているわけではないが、このレベルが四人もいて一人も心当たりがないなんて事は流石にないだろう。

　それに、向こうも俺の事を認知していないように見える。

　詩織の親衛隊なら、そんな事は絶対にありえない。

「な……なんだ伊織、帰ってたんだ？」

　ここで、驚いてフリーズしていた詩織がようやく立ち直った。

　他の四人に気づかれないように俺を睨みつけながら、精一杯平静を装っている。

「まあ、たまにはな」

「帰ってくるなら連絡くらいしないと。こっちもビックリしちゃうでしょ」

「そりゃ悪かったな。そっちの四人も、驚かせて申し訳ない」

「みんな大丈夫だよ、私の弟だから」

　人前だからとお姉さん風を吹かせる詩織は適当にあしらっておき、へたりこんでる四人に頭を下げておく。

　上裸の男が突然現れたら俺でもビビるだろうし、初対面の相手には誠意を見せておかないとな。

　まだアンチ俺思想に染まっていないかもしれないし、のっけから高圧的に行くのは紳士じゃない。

　その様子を見て、ようやく俺が不審者でないと分かったのか、そろそろと立ち上がる謎の少女Ａ～Ｄ。

　大きな荷物を廊下の隅にまとめてから、五人で俺に聞こえないようにコソコソと話し始めた。

「やばいやばい顔見られちゃった。ってか筋肉すごい」

「弟くんには秘密にしてるって話だよね？　筋肉すご！」

「バレたら言いふらすかもしれないんでしょ？　……いい体」

「男子なんだから、黙ってられるわけないじゃん！　Ｏｈ……筋肉」

「ごめん！　まさかこんなタイミングで帰ってるなんて思わなくて……ってみんなどこ見てるの？」

　まあ聞こえてるんですけどね。耳には自信あんだよ。

　とは言え一応紳士的に聞こえていない振りをしつつ、傍そばに放っていたシャツを着る。なんかチラッチラ視線を感じて居心地が悪い。

　この四人がどんな繫がりで詩織と友達になったかは知らないが、会話から察するに、やはり同じ高校の生徒ではないようだ。

　だったら今後も、関わることはないだろう。

　ちゃんと謝ったし、もういいかな。

「悪いけど今日はこういう訳だから、俺の部屋は勘弁してくれ。それじゃ」

　っと言い残し、俺はドアを閉めようとする……、

　ガッ！

　だが、閉まり切るまえに複数の手によって止められてしまった。

　場合によっては指を怪け我がする危ない行為だ。何をそんなに慌てているのだろうか。

「待って弟くん！　今ここで君を逃がす訳には行かないの！　分かるよね？」

「はぁ？」

「今日私たちがここにいたこと、友達にでも自慢するんでしょ？　させないわよ！　絶対！」

「そんなむちゃくちゃな。っていうか、名前も知らないのに言いふらすもクソもないだろう？」

「「「「「えっ!?」」」」」

　えっ？

　常識的な対応をしていると、急に信じられないみたいな目をされた。

　ガーンって音が聞こえてきそうだ。

　俺の言動は極めて普通だったし、おかしな事はなかったはず……。

　なのに何故、こんなにも驚かれているのだろうか？

　俺は訳が分からず疑問符を浮かべた。

「ええっと、弟くん？」

「伊織だ」

「伊織くん？　もしかしてだけど……私たちの事、知らない？」

「え？　そうだなあ……」

　背の高い一人が、俺に対してそう問うてきたので、改めて四人を観察してみる。

　平均的に顔が良いなぁくらいの印象で、会ったことがある奴はいないと思う。

　いや待て、どっかで見たことあるような気も……いや、そういうのは大体そっくりさんか有名人の記憶だ。

　俺が完全に忘れてしまってるだけで、私たちの事忘れちゃうなんてひどい！　っみたいなパターンも考えられる。

　噓でも覚えてるって言った方がいいのかもしれないが、そんなのすぐバレるだろうな。

　よし、ここは知らないでファイナルアンサー。

「その、もしどこかで会ってたなら悪い。覚えていない」

「ええ!?　いやそうじゃないんだけど……ちょっとごめん」

　再び集合してヒソヒソ話し合う五人。

「バレて……ない？」

「いやいや、それはないでしょ。男子なんだから」

「知っててカッコつけてるだけじゃない？　俺は流行なんて追わないぜ！　みたいな？」

「うわ、だっさｗ」

　また訳の分からない事を言い合うＪＫたち。

　伝家の宝刀ヘイト集めもぐんぐん効力を効かせてきたようで、明らかな風評被害が漏れ聞こえる。

　なんで俺の周りには、こんなやつばっか集まるのかね。

　心中でため息を吐ついていると、ふとあることに気づいた。

　この四人、高校の親衛隊のように詩織に媚こびを売っている様子がない。

　俺の目には、彼女と対等の関係を築いているように見える。

　意外だ。

　これ場合によっては、利用できるかもしれない。

　そもそも四人とも間違いなく美少女。容姿では詩織に引けを取らないレベルだ。

　仕方ない。男としても紳士としても、ここはグッとこらえて仲良くしておこう。




　……っなんてすると思ったかこの勘違い女ども!!




「そんじゃ、俺はこれで」

「待てえええい！　なんで？　なんでそんなほいほいドア閉めようとするの？　この美少女五人を前にして!?」

「だからドアを摑つかむな！　それに俺の知っている本物の美少女は、自分のこと美少女って言ったりしない！」

「私たちは可愛くないってこと!?」

　可愛くないとは言わないが、チーナに比べればどんな美少女も霞かすんでしまう。

　悔しかったら性格治して出直してこい！

「なんか頭に来た！　本当は私たちのこと知ってるんでしょ？　正直にいいなさいよ！」

「ちょっとくらいいい体してるからって、調子乗ってない？」

「伊織、あんたどれだけ失礼なこと言ってるか自覚してる？　ちゃんと謝りなさい！」

「はぁ？　知らなかったらなんだってんだ？　有名人じゃあるまいし、たとえそうだとしてもお前らは知らん！」

　勘違い女子たちの偉そうな態度にイライラしてきた俺は、思いついた言葉をぶっちゃける。

　ぶっちゃけ過ぎた気もするが、どうせもう会うこともないしいいだろう。

　だが俺の態度に腹を立てたのか、可愛い系女子が俺の前にずずいっと近づいてきた。

　そして、偉そうな態度である提案を持ち出してくる。

「ねえ伊織くん。正直に、『私たちの事知ってます、可愛いです』って言ったら、手繫いであげる。こんな機会滅多にないんだから、噓ついたままじゃ後悔するわよ？」

「はあ？」

「ついでに、あなたの体……少し触ってあげてもいいわよ。さあほら」

　そして、ひらひらと手を差し出してくる可愛い系。

　何でそんなに自信があるのか分からないが、馬鹿にしたような目で俺を煽ってくる。

　後ろの四人も、「あいつ堕おちるな」っとでも言うような、不愉快な視線を送ってきていた。

　だが……、

「あんたらの事は知らない。別に可愛くないとは言わないが、そこまで自賛するほどか？　それに、あんたに触りたいとも触って欲しいとも思わない。願い下げだ」

「え……うそ……」

　俺の冷めた声音を聞いて、女共は再度膝から崩れ落ちた。今回は恐怖ではなく、絶望のために。

　ほんと、なんだってんだよ。

　詩織の怒声を背中に受けつつ、俺は今度こそドアを閉めた。





◆






　詩織の友人が遊びに来ている。

　そのことを連絡すると、総司はチャットでも伝わるほどイライラしていた。

　もちろん俺もだ。

　他よ所そ様さまがいたのでは母も詩織も猫かぶりモードになってしまい、虐待の証拠が十分に手に入らない可能性がある。

　ままならないな。

　ベッドに寝転がりつつチャットをしていた俺は、報告会が終わってスマホを置く。

　俺と同様、詩織が部屋に盗聴器など仕掛けていないとも限らないので、家の中では通話は控えることにした。

　一応確認はしたのだが、詩織が巧妙に隠している可能性もある。

「そろそろ晩飯でも食いに行くか……」

　外もそろそろ暗くなり始めたが、母はまだ帰らない。

　これは長期戦になりそうだ。

　財布を片手に部屋を出て、階段を下り、外に出る。

　何にしよう……中華でも食うか。

　少し歩けば、個人経営の中華料理屋があることを思い出し、俺はそちらに足を向ける。

　途中の横断歩道で信号待ちを食らっている最中、散歩中のイッヌと戯れる。

　あ────よしよしよしよし。

　その最中、

「あれ、いおりんだ」

　聞き覚えのあるじょじ……女子の声がした。

　振り返ると、そこに立っていたのは細井、宮本、そしてチーナの三人。

「あれ、どうしたんだお前ら。なんでこんなとこに」

「みんなで、あそこ……の、中華料理屋さんに行こうって、ことになって」

　なるほど。皆には今日一日産婦人科を回ってもらったから、その帰りに食事を……ということらしい。

「あれ、でも秋本は？　一緒じゃないのか？」

「由紀は、用事できたからってちょっと前に別れたよ」

「そうか」

　忙しかったのだろうか。だとしたら、付き合わせて悪いことしたな。

「で、なんで鏡かがみはここにいるんだ？」

「俺んちすぐそこ。はらへった」

「俺との会話だけ省エネすぎね？」

　まあこうなったら今後の展開は決まっている。話もしたいし一緒に食べよう、と誰かが提案し、俺たちは連れ立って歩き出した。

　その道中細井が、チーナが少しだけ前を歩いたタイミングで、俺と宮本にだけ聞こえるようこんなことを言い出した。

「なあ鏡。お前結構苦労してたんだな」

「どれが？」

　自慢じゃないが、高校生にしては俺は苦労話が多い方だと思う。

　だが細井の言う苦労とは、少し予想外のことだった。

「チーナだよチーナ。すげえな。一緒に歩いてたらめちゃくちゃ注目集めて、気が気じゃなかったぜ。東京歩いてるときなんか、ナンパが何組か……」

「チーナに何かあったら、お前の集めたララバイグッズを売る」

「理不尽!!」

　チーナはアンジーから預かっているようなもの。彼女に何かあっては、俺はアンジーに顔向けできない。

　今回はどうしても別行動になってしまうのがもどかしい。

「ってか、わざわざ東京まで行ってくれたのか」

「清水が目星つけてくれた中に東京の病院があってさ。俺も東京に用事あったし気にすんなよ。にしてもさすが都会って感じだったな。ナンパじゃなくても、勧誘がちょくちょく声かけてきてよ」

　まあ高校生ともなれば、少しは金落とす可能性あるからな。未成年可の店は声をかけるのかもしれない。

　っと俺は心中で納得する。

「ちなみに私はなにもなかったです。ええ立ち止まらずに歩けましたよ」

　……せっかく避よけてた地雷が自爆特攻してきたんですけど。

　そりゃそうだ。幼女に声をかけるのは、ナンパであれ客引きであれやばい奴だ。

「何言ってんだ宮本。お前だけバイト勧誘されたりもしたじゃねえか」

「お、なんだそうなのか。よかったじゃないか宮本」

　だが意外にも、バイトの勧誘はされていたらしい。

　その店員は、宮本が高校生であることを見抜いたのだろう。プロだな。

「細井くん。そのお店の名前、言ってみて」

「妹喫茶～血のつながりがなくたって～」

「アキバ!?　女子二人連れてアキバ行ったんか!?」

「せっかくだから、チーナに日本を見せてやろうと思って」

「アキバに日本を背負わせるな」

　はいギルティ。細井ギルティ。

　いくらついでだからって、女友達をあの異世界で引きずり回すか普通？

　妹がいなくて寂しい系男子に店の存亡を委ねるなんて、俺には理解できない。

「妹喫茶って何!?　妹がいない男性にお店の存亡委ねすぎてない？　意味がわからないよ」

　誰だ、幼女と同じツッコミだと思ったやつは。宮本だって立派な高校生なんだぞ？

「アカリ、どうしたの？」

　ここで、少し先を歩いていたチーナが、幼女のおっきな声に反応した。

　歩みを遅めて合流するチーナに、俺は適当にごまかしつつ答える。

「大丈夫。一人の悲しい妹の誕生を阻止しただけだ」

「え？」

『そんなことより、ナンパされたって聞いたぞ。勧誘も。大丈夫だったのか？』

　面倒になって、途中でロシア語に切り替える。

　チーナはだいぶ日本語をマスターしてきたが、やはりこちらの方がストレスフリーだ。

『大丈夫だったけど、正直ちょっと怖かったかな。ロシアでも男の人から声かけられることはあったけど、少し感じが違ったから』

　確かに。ロシアのナンパは日本のそれに比べて、割と紳士だと聞いたことがある。

　これには、男女比や女性側の構え方の違いが影響してるとかしないとか。

『日本のナンパは節度がないから困る。手出されたら容赦なくスタンガン使えよ』

『でも不思議。ヨリといるときは誰も近づいてこなかったのに』

『そりゃ覇気飛ばしてるからな。軍人志望なめんなよ』

『なるほど。細井君は修行不足だったわけだ』

　チーナがおかしそうにふふっと笑う。

　既に日は落ちかけ、赤く染まった地平線が、彼女の顔を神秘的に照らした。




『やっぱり隣は、ヨリじゃないとダメみたいだね』




　この時ほど、赤い夕ゆう陽ひに感謝したことはない。





◆






「いやー腹減った。うまそ～」

「チーナちゃんは、中華初めてなの？」

「ううん、たべたことある。ヨリが好きだから」

　店につくと、まだ少し時間が早いこともあり、客はまばら。

　間仕切りのない、広い畳に並べられた大テーブルの一つを確保し、先ほど料理が届いたところだ。

「で、今日はみんなどうだった？」

　油ユー淋リン鶏チーをつつきながら、俺はみんなに問いかける。

　まあ正直あまり期待はしていない。

　たまたま母を担当していた人と会えるとは考えにくいし、昔の事とは言え、患者の事を漏らすなんてこともないだろう……、

「お昼頃に一人見つかって、話してくれたよ」

　うっそーん。

「まじかよ宮本、すげえな」

「でも、よくわかんなかったんだよね。なんかサングラスの怖い顔のおじさんと、病室で喧嘩してたって言ってた。旦那さん……いおりんのお父さんとは違う人だったって」

「それだけ？」

「それだけ」

　うーん。

　もしかしたら、母さんを直接担当してた看護師ではなかったのかもしれないな。

「なあ鏡、実はサキさん不倫してた……なんてことないよな」

「地味にあり得そうで怖いんだが!?」

「ヨリとしおりさん、いぼ……きょうだい？」

「いや、こっそりＤＮＡ鑑定したことあるから、それはないけど」

　っていうかチーナ、異母兄弟なんて言葉よく知ってたな。絶対マンガで覚えたな。

「で、そっちはどうだったんだよ鏡」

「いや、こっちは何も……」

　なかった、といいかけたその時、

　ガラララ！

「ようおやじい！　やってるかい!?」

　店の引き戸が乱暴に開けられ、一人の男が入ってきた。

　その男は、スキンヘッドに派手なシャツという、ともすれば裏社会の住人にも見えそうな見た目で、酔っているのか、顔が少し赤く足取りも少しふらついている。

「高たか崎さきさんいらっしゃい。珍しいな、あんたが飲んでるなんて」

「俺にも酔いたいときくらいあ～んだよ」

　店主さんとは知り合いのようで、気心の知れた様子で言葉を交わしている。

　だが途中、高崎と呼ばれた男が不意に視線をそらし、

「おお？　珍しく若いのが食べに来てんじゃないのお」

　俺たちと目が合った。

「なんだあ？　しけた顔して。若いうちは女の話だけしてりゃいいってもんよお。お、べっぴんさんが二人もいてしあわせもんだなあ」

　おおっとお、絡まれたあ。

　ずかずかと歩み寄ってきて、俺たちのテーブルの誕生日席に腰掛けるスキンヘッド。

「お、嬢ちゃんロシア人かい？　きれいな髪してるねえ」

「はい。よく……わかりましたね」

　当然このメンツで目を引くのはチーナ。

　例にもれず、この男もまずチーナに話しかけてきた。

　例外だったのは、出身を一発で言い当てたことだ。

「仕事柄ね、今までいろんなべっぴんさんに会ってきたからねえ」

「どんな仕事っすかそれ……」

「夢！　世の男たちに夢を与える仕事だ！　決して届かない、決して振り向いてくれないが、分け隔てのない愛をくれる。そんな女の子たちを育ててたのさ！」

「妹喫茶……」

　男は両手を広げて情熱的に語る（その横で宮本が自傷ダメージ）。

　見た目のわりに、やばい人ではないのかもしれない。

　少し話をして、俺はこの高崎という男にそういう印象を抱いた。

　隣に座るチーナも、特におびえている様子はない。不思議な人物だ。

「それで、何か相談事でもしてたのかい？」

「ええまあ、こいつの家庭環境の相談を」

　俺を指さし、律儀に答える細井。

「そうかい。じゃあ深く聞いたら悪いなぁ。でも、今どきの若いもんは優しいんだなあ。今日も夕方、同じような子が訪ねてきてな？　目つきの悪い子だったが、友達のために、話聞いて回ってるんだと……。泣かせるじゃないか。でも……」

「でも、どうしたんですか？」

「その子にもその友達にも、悪いことをしちまった……。仕事を守るためだってよお。俺あ、最低だあ……」

　そう言って、頭を抱えだす高崎さん。酔っているからか、情緒が不安定になっているようだ。

「そんなことないでず。きっとその人ぼ、わかってぐれます」

　尚、宮本さんはシラフでも感情豊かな模様。

「ありがとうよお嬢ちゃん。そうだ、あの子への罪滅ぼしの代わりだ。ここは俺が奢おごってやるから、好きなだけ食いな！」

　だがその純粋な励ましを受けた高崎さんは、顔を上げてすぐに先ほどまでの大味さを取り戻した。

「そんな、悪いっすよ」

「いいんだいいんだ。さっき銀行で金おろしてきたばっかりだからよ」

「それじゃ、ありがとうございます」

　俺は高崎さんに礼を言う。

　だが今の会話の中で、ふと何か引っかかるものがある気がした。




　ロシア人……妹喫茶……銀行……通帳……あ！




『そうだ通帳！　俺の通帳だ！』

『え？　どうしたのヨリ？』

「悪い、俺帰る！　高崎さん、ごちそうさまでした！」

「おう、気をつけて帰れよ！」

　そう言い残して立ちあがり、急いで店を出た。

　そうだ。父さんが俺に残してくれたものがまだあった！　くそ、すっかり忘れていた！

　大切な事を思い出し、全速力で路地を駆ける。

　ものの五分で家に着くと、急いで靴を脱いでリビングに入った。

　そこには……、

「伊織？　どうしてあんたがここにいるの？」

　俺にとって忌むべき存在。母が、一人で椅子に座っていた。

　俺が出かけていた短い間に帰ってきたのだろう。

　詩織たち五人は二階にいるのか、ここには俺と母親だけ。

　少し驚いたが、好都合だ。

「俺が俺の家にいて悪いかよ」

「あなたが勝手に出て行ったくせに自分の家呼ばわり？」

「勝手にじゃない。父さんは快く送り出してくれたし、未成年が親の同意なしで一人暮らしを始めることなんてできないからな」

「そうやってすぐ父さん父さんって、甘やかしてもらえるのが普通だと思ってるのね。同じ親なのに、どうして私の言う事は一つも聞いてくれないの？」

　典型的な毒親発言をしながら、テーブルに置いた紙袋を開けていく母。

　今まで出かけていたのは買い物のためか、高そうな衣類が次々と出てくる。

　くそっ！　どの口が親なんてほざくんだ。親らしいことなんて、俺を産んでくれたことくらいだろうが。

「はぁ、まあいい。父さんついでに聞きたいことがある」

「何よ。今忙しいんだけど？」

「父さんが俺名義で作っていた通帳、どこにある？」

　親戚から貰いすぎたお年玉、俺の将来のための積み立て。父さんはそれを、詩織と俺、それぞれの名義の通帳を作って管理していたのだ。

　随分と昔にポロッと聞いただけだから、すっかり忘れていた。

「ああ、あの通帳ね」

　そして、母もその存在を認知しているようだ。

　足元に置いていた手提げ鞄かばんを手に取り、ゴソゴソと漁りだす母。

　そしてすぐに、一冊の通帳を取り出した。

「これのことでしょ？　いいわよ、あげるわ」

「え？　あ、あぁ」

　驚いたことに、母はすぐにそれを手渡してきた。

　絶対にとぼけてくると思ったのだが、意外だ。

　とにかく俺はそれを受け取り、恐る恐る中を開く。

　額から冷や汗が流れる。

　どうしてこれが鞄から出てきたのか、どうしてすぐに渡して来たのか。

　通帳を開く前から、答えはなんとなく分かる気がした。

　預金残高：一五円。




「ちょうど今日使い切ったのよ。管理も面倒だし、あなたにあげるわ」

「ふざけんなクソ野郎!!」




　刹那、俺は怒りに任せて全力で怒鳴り散らしていた。

「あんたは、父さんが俺のために大事に積み立ててくれた金を、ちょっとした衝動買いの資金にしたってのか！」

「人聞きの悪いこと言わないでよ。今まであなたに払ってきたお金を返してもらっただけじゃない。そういう家庭はたくさんあるし、私もそれが筋だと思うわ」

「ならもちろん、詩織にも同じだけのものを要求するんだろうな？」

「あの子にはたくさんのものを貰ったし、これからくれる喜びも保証されてる。これ以上のものを求めるなんて、親として間違ってるわ」

「親として!?　笑わせんな！」

　だん！　っと手の平をテーブルに叩たたきつける。

　痛いはずなのだが、なぜか感じない。

「もういい。お望み通り出て行ってやる。もう帰ってこねえから安心しろよ」

　こんなところにはもう、一秒もいたくない。

　俺は鞄をひっつかみ、足早に部屋を出ていく。




　いいぜ。次に会うときは法廷だ。覚悟の準備をしておいてください！
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「なるほど。それでその怪我……と」

「……」

　翌日の夕方、俺たち六人は緊急会議という事で総司の家に集まった。

　俺の腕と額には絆ばん創そう膏こうや湿布が多数。

　昨日帰ってきた後、怒りに任せて家具に当たり散らした結果だ。

　慌ててかけつけたチーナが止めてくれたおかげで、この程度で済んだことは秘密である。

「一泊もせずに帰ってきたと聞いた時には、総司の気まぐれゲイ・ボルグの刑にかけようかと思ったが……」

「気まぐれと言いつつ必中必殺なんだが」

「まあ必要な証拠が手に入ったんならいい。特に通帳の件は大収穫だ。完全に財産管理権の濫用、明らかに子の利益を著しく害する行為だ。録画映像もあるし、証拠としては十分だな」

　総司の悪魔的なニヤニヤが止まらない。こっわ。

「ところで、総司の方はどうだったんだ？」

　俺の報告が済んだところで、今度は調べ事をしていた総司の番だ。

　病院の件は、総司も知っている。昨日のうちに秋本が報告したらしい。

「何かわかったのか？」

「それなんだが……」

　ここで総司にしては珍しく、少し勿もっ体たいぶるそぶりを見せた。

　いや、勿体ぶるというより躊躇ためらっているのか？　どちらにしても珍しい。

「いや、何もなかったな」

「いや絶対噓だろ！」

　こんな思わせぶりな態度で何もないわけがない。それがわからないほど、総司への理解がないわけじゃない。

「うるさいな。何もないって言ってるだろ」

「う……」

　だがこうなった以上、総司は絶対に口を割らないことも知っている。

「お前が持ってきた情報だけで今は十分だ。だから安心しろ」

「はあ、わかったよ。お前の判断を信じよう」

「でもさ、向こうが弁護士とか雇った場合はどうするの？」

　報告が一通り終わったところで、秋本が一つの疑問を持ち出してきた俺が答えようかと思ったが、先に総司が口を開いた。

「家事事件の場合、開かれるのは裁判でなく審判だ。弁護士は代理人としてでしか介入できない。あくまで当人の代わりだな。だからできることも少ない」

「それでも向こうが凄すご腕うでだったら、なんとかされちまうんじゃねえか？　それに、裏で手を回したりとかさ。ドラマみたいに」

　これは細井だ。確かに、金を積めば弁護士や人脈の力である程度どうにかできるというイメージはある。

「これだけ証拠が揃そろっている上で勝ちを拾いにくるつもりなら、相当な金を積まないと無理だろうな。所属していた事務所も今は経営難らしいし、現実的に無理だろ」

「母さんは散財家だからな。自分の貯蓄にしろ父さんの遺産にしろ、丸々残ってるとは考えにくい。それに父さんは若くして亡くなったから、遺産と言ってもそこまで莫ばく大だいな額ではなかったはずだ」

　母は現在無職で、父さんの死亡保険金や遺産で生活している。だが遺産は有限だし、死亡保険金だって十分な額ではないはずだ。

　今後も生きていく気があるのなら、ここで遺産の大部分を注つぎ込こむことはできないだろう。

　まあそれがなくても、勝ち目は十分過ぎるほどにあるだろう。

　母の虐待や親権濫用の記録や、最大の障害である詩織も母に加担していたという証拠。

　これだけ揃っていれば、さすがに子の不利益は甚大だと判断されるはずだ。

「とりあえずみんな、ひとまず協力してくれてありがとう。みんなのおかげで、無事に目的が達成できそうだ」

「そんな、私たち結局なにも役に立てなかったし」

「そんなことはないさ。いつも協力してくれて、感謝してるよ」

　少し早いが、手伝ってくれたみんなに向かって頭を下げる。

　本当なら探偵なり弁護士なりを雇うのがベターなのだろうが、残念ながらそれほどの財力はない。

　みんなにはそこをカバーしてもらえて、非常に助かった。

「ま、俺たちは親権喪失申請通ってからが本番だがな」

「総司くん、また何か企たくらんでない？」

『これで、ヨリの苦労が報われるね』

「すまん清水、テレビつけていいか？　今日ララバイが歌番に出るんだ」

　各々ほっと一息ついてくつろぎ始める。

　細井に至っては部屋のテレビで歌番組を見始めた。

　俺もボーッとそれを眺めつつ、今週中には書類揃えて家裁に持って行きたいな、などと考える。

　この週末は疲れたから、今日は帰ってゆっくり……、




『ヨリ！　ヨリ！　起きて！』




　いつの間にかうとうとしていたらしく、チーナに揺り起こされて目を覚ました。

『んん、そんなに慌てて一体なに……』

「鏡、これ見ろこれ！」

「なんだよ、テレビに何が映って……は？」

　顔を上げて目に入ったテレビの画面。そこには、信じられない映像が映っていた。




『初めまして！　ララバイ新メンバーの、シオンでーす！』




　そこには、シオンと名乗るララバイの新メンバー、鏡詩織の姿があった。

　テロップにはでかでかと、謎の引退を遂げたクイーンドールズ・サキの愛娘まなむすめ堂々デビュー！　っと表示されている。

「……うん、まだ夢の中だな」

　詩織が国民的アイドル？　そんな世界線、認めない。

「いおりん、つねってあげようか？」

「多分起きててもノーダメージだからいい」

「伊織てめえ、なんで今まで気づかなかったんだ阿あ呆ほう！」

「無茶言うな！　俺と詩織の仲だぞ？　物理的にも心理的にも他人レベルの距離感だっての！」

　驚きすぎて目が覚めるのを通り越して意識が吹っ飛びそうになる俺に、総司が活を入れてくる。

　しかも他のメンバー、よく見ると……、

「もともといた四人、昨日会った詩織の友達だ。あいつらもメンバーだったのか」

「はああ!?　鏡ララバイに会ったのか!?」

「なんで気づかないんだ」

　そう、昨日実家に来ていた詩織の友達は、今テレビに映っているララバイのフルメンバーだったのだ。

　そのことに、ドルヲタの気がある細井が嫉妬の炎を燃やしている。

　くそ、なんで気付かなかったんだ！　俺は国民的アイドルの顔すら覚えてなかったってのか！

「にしてもまずいぞ伊織。デビューしたてのアイドルの家庭問題なんて、事務所が黙ってるはずがない。必ず介入してくるぞ」

「金の力でバッドエンドの可能性が出てきた……ってことか」

「ああ」

「そんなこと言ったって、俺には金も人脈も……」

　あるわけがない。バイト代だって日々の生活費にある程度喰くわれるし、渡米のための貯金だって、弁護士への着手金が払えるほどの額ではない。

「くそっ！　ここまで来て負けるってのか！」

「だ、大丈夫だよいおりん！　これだけ証拠が揃ってるんだし、きっと大丈夫だって！」

「くっ、俺たちのララバイに……俺はどっちにつけばいいんだ……」

「細井は黙れ」

　先ほどまでの落ち着いた雰囲気が一転、慌てて騒ぎ出す俺たち。

『ねえ、ヨリ……』

　そこでチーナが真剣そうな面持ちで、俺の腕に手を添えて話しかけてきた。




『この話、オリバーさんやアンジーに相談しよう？　オリバーさんなら、きっと助けてくれると思う』




　それは意外な提案だった。

　一瞬、俺は考える。

　確かに、オリバーさんならどうにか助けてくれようとしてくれるだろうし、実際どうにかできる力がある。

　だが……、

『オリバーさんに？　それはダメだ。それでなくとも世話になりまくってるのに、これ以上何か頼むなんてできない』

『それでも……』

『大丈夫。宮本の言う通り、これだけの証拠があればそうそう負けるなんて……』

　ない、とは言い切れない。金やコネの力がどこまで影響してくるか分からないからだ。

　でもこれ以上オリバーさんに頼ってしまえば、報いきれない恩で押し潰されてしまう。

　そもそもこんな一介の高校生が、米軍の重鎮に何かしてもらおうということ自体ありえないのだ。

「……そっか。みんなごめん、ちょっと、お手あらい……に、行ってくる」

　俺の言葉にチーナは不満顔を浮かべたが、渋々引き下がってくれた。

　そしてそのまま立ち上がり、花を摘みに席をたつ。

「とにかく、ひとまずはこれで行くしかないな」

「みんなで募金とか募ってみる？」

「大した額集まんねえよ。向こうにバレて準備期間を与えるだけだ」

　チーナがいない間も、緊急で話し合いを詰めていく俺たち。だがこれといった案は出てこない。

　もう本当に、このまま強行するしかないかもしれないな。

　そう、妥協案を受け入れかけたその時……、

　プルルルっと、俺のスマホが鳴った。

　こんな時にいったい誰だ、後にしてくれよ。

　相手次第では切ってしまおうと、スマホの着信画面を見る。

　そこにはなんと、オリバーさんの表示が輝いていた。

　マジかよ。こないだといい、噂うわさをすればのタイミングでかけてきすぎじゃないか？

　とはいえ流石に出ない訳にはいかない。

　俺はみんなに断ってから、応答をタップする。

「はい、伊織です。お疲れ様で……」

「伊織、今からうちに来なさい。すぐにだ、いいな？」

「え？　あ……はい……」

　それだけ言って、オリバーさんは電話を切った。

　あれ、ちょっと怒ってた？　やばい？
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「それでなんで呼ばれたか、分かるか？」

「はひ！　た、たぶん母の事かと……」

　あれから四〇分後。俺とチーナはオリバー宅に来ていた。

　テーブルの向かいにはオリバーさんとアイラさんが、隣にはチーナが座っており、俺は今オリバーさんから放たれる凄すさまじいプレッシャーに押し潰されそうになっているところだ。

「そうだ。君の姉が芸能事務所に入ったために、行き詰まっているんだろう？」

「いや、まあその……」

　いつもの優しげで快活な雰囲気は微み塵じんもなく、鋭い目で睨んでくるオリバーさん。

　隣のチーナは、気まずそうにもじもじしている。

　チーナがオリバーさんに話したのだろう。きっと御お手て洗あらいにと出て行った時だ。

「何かあったら教えるようにとチーナに言っておいたのは私だ。チーナを責めるんじゃないぞ」

「そんな事しませんよ。俺のことを考えてくれた上での行動なのは、よくわかってますから」

　俺の心を読んだかのようにオリバーさんが釘くぎを刺してくる。

　だが俺もチーナの行動理由を理解しているし、彼女を責める気は微塵もない。してはいけない。

　そんな俺の言葉を聞いて、チーナが隣でほっと胸を撫なで下おろした気がした。

「それで伊織。私はお前に、困った時はすぐに言うように伝えたはずだが？」

「はい、確かにそう言ってくださいました。でも……」

　俺は両手を膝の上で握り、顔を上げてオリバーさんを見やる。

「でも、これ以上オリバーさんに頼ることはできません。今までにも、オリバーさんにはたくさん……たくさん助けて頂きました。それに、これは俺の問題です。オリバーさんに助けていただくことは……」

「だが、チーナ達には協力してもらっているじゃないか」

「それは……そうですけど……」

　そんな俺の様子を見て、はぁっとため息をつくオリバーさん。

「あのな、伊織。お前はもっと大人に頼ってもいいんだ。自分の親がああだからって、それを基準に考える必要はない」

「だからと言って、オリバーさんに頼ることなんて……」

「バカもの!!」

「────!!」

　俺が尚も否定しようとすると、いきなりオリバーさんが声を荒らげた。

　あまりの迫力に声が出なくなる。隣でニコニコしてるアイラさんも逆に怖い。

　オリバーさんは俺に言い聞かせるように、語気を強める。

「伊織！　お前は分かっていない！　私や軍の皆が、どれだけお前を大事に思っているかを！」

「……」

　オリバーさんらしい直情的な言葉に、俺は思わず喉が詰まる。

　俺を見つめる目は真剣で、怒っていて、優しかった。

　俺もアイツらのことは仲間だと思っているし、アイツらもそう思ってくれているとは分かっていたが、ハッキリ口にしてもらったことがとても嬉しかった。

　胸が、ジンと熱くなる。

「伊織。困った時は教えろと言った後に、私はこうも言ったな？　従わなければ厳罰だ、と」

「……はい」

「お前はそれに従わなかった。だから宣言通り、お前の処分を決める」

　その言葉は重く俺にのしかかる。

　オリバーさんにどんな罰を下されようと、俺はそれを甘受しなければいけない。

　今まで散々お世話になってきたのに、約束を破ってしまったのだから。

　俺は唇を嚙かみ締しめて待つ中、オリバーさんが口を開いた。







「伊織、私の子になりなさい」







　………………え？

「いま、なんて……」

「私の子になれと言ったんだ。拒否は許さん」

　それを聞いてようやく気づいた。

　オリバーさんや軍の奴らが、俺を大切に思ってくれているという、その意味を。

　本当の意味で、そう思ってくれていた事を。

　目から涙が溢あふれてくる。唇を歪ゆがめて堪こらえても、止まらない。でも、温かい。

　本当に、嬉しかった。

「ごんなぼれなんがで……いいん、でずか？」

「お前だからだ。もうこれ以上、抱え込む必要はない」

　オリバーさんが、優しく返してくれる。

　こんな幸せな話を断る選択肢など、俺が選ぶことなんて許されはしない。

　俺は涙を拭い、オリバーさんの目を真まっ直すぐに見る。

「よろしく……お願いします！」

「よし！　まずは審判に勝つぞ！　親としての、最初の仕事だ！」
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　各種手続のために月曜日と火曜日は学校を休んだ。

　その間、弁護士とも話をしたのだが、「これだけ証拠が揃っていたら、楽勝でしょう」と飄ひょう々ひょうと言ってのけられた。

　オリバーさんがどの程度の弁護士を雇ったのか知らないが、まあ雑兵なわけがない。

　既に裁判所には申し出ており、申請者側の事情聴取を経て、親側へ連絡が行く。

　後のことは、ほとんど弁護士が代理でやってくれるらしい。

　そして翌日水曜日。

　俺は四日ぶりに登校するが……、

「おいおい、とんでもねえことになってんな」

　バスを降りて目にした校門は、カメラやマイクを構えたメディア陣や、一般人（ほぼ男性）に埋め尽くされていた。

　教師陣が校内に入れまいと必死になっている姿がかろうじて見える。

『詩織の取材に……ララバイのファンか？　加入が発表されたの三日前だってのに、もう学校特定されたのか』

『さすがに月曜日はこんなことなかったよ。校内は大騒ぎだったけど』

『誰かがつぶやいたんだろうな』

『しばらくＳＮＳはチェックした方がいいかもね』

　記者と目が合った生徒はもれなく「シオンさんとはどのようなご関係ですか？」ボットの餌食になっている。

　その人混みをフィジカルで突破しつつ、目立つチーナを何とか隠しながら、俺たちは教室へと辿り着いた。

　無論教室でも、騒がれるわけだが……。

「鏡お前、詩織ちゃんの件知ってたんなら教えてくれよ。俺ララバイのファンなんだよ」

「今度お前んち遊びに行っていいか？」

「ララバイの件は知らなかったし、詩織とは別居してる。諦めてくれ」

「そんなこと言わずにさあ」

　最近俺への風当たりが弱まったとは言え、急に馴なれ馴なれしくしてくる男子勢。

　ひとまず「うるせぇ」と一蹴し、総司たち四人が集まっているところに合流した。

「いおりんとチーナちゃんおはよう！　朝から大変だったね」

「ここ数日で随分あわただしくなったね～」

　朝から元気なロリっ子と、日中と変わらずほんわかした筋肉フェチ。

　タイプは違えどマイペースな二人に少しホッとする。

　だがここで、

「明日あたりから、お前もマスゴミのターゲットになるかもな」

　総司が、不穏な事を呟いた。




　しかし結果は、明日までもたなかった。

　昼を過ぎたあたりからスマホががんがん震え始め、放課後には着信履歴が凄いことになっていた。

　休み時間、試しに一件出てみたのだが、「週刊伝承です。お姉さんがデビューして、今どんなお気持ちですか？」みたいなことを聞かれ、「人違いです」と一蹴しておいた。




　放課後。

　ひとまず教室で一度集まり作戦会議。

　秋本と細井は部活があるので、今は四人だ。

「ねえいおりん、しばらく学校休んだ方がいいんじゃない？」

「そう……だよヨリ。基地に……いれば、メディアは入って、これないんだし」

　自販機で買ってきたジュース片手に相談を始める俺たち。

　宮本やチーナの言う通り、基地内に引きこもれば報道陣や過激なファンから身を守ることはできるだろう。

　担任の橘たちばな先生からもそう言われたし、確かにてっとり早いやり方だ。

　だがはたして、うちの悪魔大元帥のご意見はどうだろう。

「伊織、絶対休むな。来い」

「その心は？」

「上げて落とすにはまず、高く上げないとな」

　ある偉人は言った、「高く跳ぶためには助走が必要だ」と。

　ある外道は言った、「高く飛ぶハエほど、墜とし甲が斐いがある」と。

　さすが、うちの腹黒枠は違うな。

「まあ総司の意見に賛同するわけじゃないけど、俺は学校に来る。心配してくれてるのに悪いな」

「それはいいけど、どーして？」

「それはもちろん、漢おとことして逃げるわけにはいかないからだ」

「「「本音は？」」」

「俺のことを嗤わらってられるのも今のうちだぞと思うと、たまんないっす」

　ある人は言った、「類は友を呼ぶ」と。
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　それから一週間。

　メディアはまだ詩織を大々的に取り上げている。

　いくら国民的アイドルグループと言えど、たかだか詩織一人のネタをここまでこするとは思わなかった。

　他に大きなニュースがなかったせいもあるのだろうが、俺の認識以上に詩織は可愛いらしい。

　千年に一度の美少女だと？　どんな計算だよ。詩織より可愛い奴、いるぞ？

「シオンちゃんは、兄弟とかいるの？」

「はい！　双子の弟が一人。良い子なんですけど……やんちゃで。周りを困らせてないか心配です」

「一緒に暮らしてないのかい？」

「そうですね、少し前から弟は一人暮らしです。でも今私悪目立ちしてるから、一緒に住んでたら迷惑かけちゃうかも。少し寂しいけど、逆に良かったのかもしれません」

　チーナが用意してくれた朝食を食べながらテレビをつけると、丁度こんな会話が流れてきた。

　有名な芸能人との対話を録画したものを、ニュースで流しているようだ。

『相変わらず、うまいこと噓つくもんだな』

『事実と噓を混ぜて話す……だっけ？』

『あぁ。これでまた、シオンちゃんぐう聖がトレンド入りだ』

　これだけ見ると、手のかかる弟を慮おもんぱかる優しい姉。

　こういった印象操作は詩織の得意技だ。

『メディアの方は大丈夫？』

『電話は全部着拒にした。あとは学校以外基地から出なけりゃ、何とかなるだろ』

　ただ、基地に住んでいることだけはばれないようにしないといけない。

『そっか。でも、無理しないでね』

『おうよ。さあ、今日も元気に学校に行こう』

　とは言っても、ここ最近俺とチーナは別々に登校している。

　いつも通りバスを使っていたら、降りた瞬間メディアにつかまって確実に遅刻するからだ。

　代わりに乗っているのは、ジェッペルで顔を隠せるバイクだ。

『私も後ろに乗せて行ってよ』とチーナは駄々をこねたが、流石にスカートで乗せるわけにはいかない。

　というわけで、いったんチーナとは別行動だ。

『あ、そうだヨリ。これ……』

『ん、どうした？』

　食器を片付けて鞄を取ってきたところで、チーナがあるものを差し出してきた。

　それは、黄色い布で巻かれた小さな包み。

『これ……弁当か？』

『うん。今日からお弁当にしてみようと思って。どうかな』

　ロシアにはアメリカ同様、弁当という文化は普及していない。どのくらい普及してないかというと、「ＯＢＥＮＴＯ」という言葉がそのまま世界で通じてしまうくらい、日本独特の文化だ。

　そんな異国の文化に合わせてまで弁当を作ってくれたということだ。

　少しでも俺の気がまぎれるように。

『ありがとうチーナ。今日の昼が楽しみだ』

『うん。ヨリが好きそうなもの入れといたから』

　そう言ってチークキスを交わしてから、俺たちはそれぞれ出発した。

　バイクを走らせること十数分。俺は無事に校門を抜けた。

　さすがに報道陣も一週間前よりは減っているし、バイクを止めてインタビューするよりは、歩いている生徒を捕まえる方が効率がいい。

　チーナは、日本語が全く分からないふりをすればいい。

　生徒からの言及は流石に避けられないが、まあそれに関しては耐えるしかない。悲しいことに慣れてるし。

　そう思いつつ、若干のため息交じりに教室の戸を開けるが……。

　あれ、ほとんど誰もいない。

　この時間いつもにぎわっているはずの教室には、数人のクラスメートしかいなかった。

「あ、おはよう伊織君」

　教室にいる数人の中には秋本がいて、花瓶の花を整えているところだった。

　家が花屋の秋本は、いつも進んで世話をしてくれている。

「おはよう秋本。なんだって今日はこんなに静かなんだ？」

「あ～、それね。今日は久しぶりに詩織ちゃんが登校してるんだって、みんな会いに行ってるよ」

「うそだろ？　あいつ今死ぬほど忙しいんじゃないのか？」

　秋本の口から発せられた衝撃発言に、俺は目を見開いた。

　売れっ子アイドルってのは、ほとんど学校には行かないイメージがある。

　それもデビューしたてで、世間をにぎわせているこの時期だ。

　たとえ一日だろうと、登校してる暇なんてあるはずない。

「私もびっくりしたよ～。あ、チーナちゃんおはよう」

「おはよう、ユキ。ひと、すくないね」

　ここでチーナ登場。一〇行戻る。

「へえ、しおりさんが……来てるんだ。でも、ヨリから注意がもれるから、いいんじゃないの？」

「おしい。もれるじゃなくてそれる、な。確かに、詩織本人がいるのにわざわざ俺にかまったりはしないか」

　なぜ詩織が休みを取れたのか、気になる点ではあるが、考えてもわからない。

　今は一旦、放っておこう。
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　昼休み。

　俺たち六人はいつもの理科室で昼食を摂る。

「まさかこのタイミングで登校してくるとはね」

「学校中大騒ぎだったな」

「その分俺は平和だったけどな」

「あ、二人とも今日はお弁当なんだね。アンジーさん帰ってきてるの？」

　俺たちの昼食の変化に気付いた秋本が尋ねてきた。

　総司や秋本は普段から自分で弁当を用意しているし、宮本や細井も親が作った弁当を持参している。

　しかし今日から、俺たちも弁当使いの仲間入りだ。

　アンジーというのは、チーナの里親であるアンジェリーナ・レイクのこと。

　普段は仕事で海外を飛び回っていることがほとんどなのだが、たまの休みには弁当を作ってくれたりもする。

「いや、今日のはチーナが作ってくれたものだよ」

「な、なんですと！」

「どうした宮本、そんなに驚いて」

　急に椅子から立ち上がった宮本。一体どうしたというのだ。

　お隣さん同士なんだから、弁当を作るくらいよくあること……とまでは流石に思わないが、俺たちの事情を加味すれば、そこまで驚くことではないだろう。

「な、なんでもないよ……。ところでいおりん」

「どうした？」

　椅子に座り直しながら、宮本があらたまって聞いてくる。一体なんだ？

「いおりんなら、お弁当……二つ食べれるよね？」

「え、俺何を試されてるの？」

「無理だよ、アカリ。三段弁当にしたから」

「そんなの軽いお花見だよ！」

　あ、ほんとだすっげえ。三段の弁当箱なんてよく売ってたな。

　さあ、気になる中身は……、

「これは、のり弁か」

　一般的なのり弁の中身を三段に分けるという、なかなかに先鋭的なのり弁。

「すげえ内容だな」

「個性的……だね」

「チーナこれ、最高かよ」

「「なんだと!?」」

　それをみた細井や秋本は微妙な反応をするが、俺は違う。

　この弁当は、素晴らしい。

「見てみろ細井。一般的なのり弁はおかずが余りがちな事を考慮して、三段中二段は飯に割り当てられている！　そして俺の好物である磯いそ辺べ揚あげが二本も！　すごくね？」

『味はどう？』

『文句なくうまいぞ。ありがとな』

『それはよかった』

　なんだか、宮本が「そんなばかな」とでも言いたげな視線を送ってきているが、まあいいか。

　そんなこんなで、ここ一週間で一番テンションの上がる昼食を過ごしていると、昼休みの中間を過ぎたあたりで、廊下が妙に騒がしくなってきた。

　特別教室が集まっているこのフロアは、休み時間でもかなり不人気で、集団が訪れることはほとんどない。

「やけに騒がしいな。何かあったのか？」

「鏡にシオンちゃんが会いに来てたりして」

「その発言、字面の三倍不快だからやめろ」

「何の配慮か知らねえけど定量的に例えんな！」

　定量的：物事を数値で表すこと。

　誰に配慮するわけでもないが、一応解説しておこう。

　そんなやり取りの間にも、喧けん騒そうはだんだんと大きくなっていく。

　これ、いつものパターンなのでは……、




　ガラララ！

「こんな所にいた……。伊織、ちょっといい？」




　……いらっしゃいませ。お出口はあちらになります。

　理科室の扉を開けて現れたのは、件くだんの詩織その人……と、廊下には付いてきた生徒たちがあふれている。

　詩織のアイドル性に鼻を伸ばすファンクラブの男子勢、詩織を様々な毒牙から守らんとする親衛隊の女子勢。毎度おなじみ詩織信者共だ。

　ただ、その規模感が大きくなっているのは気のせいだろうか。

「はあ……、なんだよシオンちゃん。特定の男子を訪ねるなんて、スキャンダルになるぞ」

　俺は皮肉たっぷりに返事をする。

「そういうのやめて。とにかく、ちょっと話があるの」

「いったいなんだって……わ～ったよ。場所をかえよう」

　俺に用があるという詩織に、もう少し嫌味でも言ってやろうかと思ったが、やめた。

　詩織信者の前で、わざわざ餌を撒まいてやるつもりもない。

「わかった。じゃあ隣の教室で話そう」

「ちょっと詩織。あいつと二人って心配だよ。私も立ち会う」

「大げさだよ美み波なみちゃん。大丈夫だから待ってて」

　二人きりにできない姉弟って……どこのオールフォー○ンだよ。

「伊織、またヤケを起こすんじゃねえぞ」

「善処します」
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「それで、話ってなんだ？」

　場所を移動して、隣の教室。

　その中心付近で、俺と詩織は向かい合っていた。

「昨日、お母さんから聞いたんだけど、親権喪失審判って、いったいどういうこと？」

　なるほど、そのことか。思ったより早かったな。

「なんだ、もう連絡行ってたのか」

　連絡とは、親権喪失審判のための事情聴取、その日程通知の事だ。

　まず俺と詩織側の事情聴取が行われ、次は親権者側の審問。その後家裁側が調査を行った上で、双方揃って最終的な審判が下される。

「連絡行ってたか、じゃないよ！　伊織あなた、自分が何してるかわかってるの？」

「おまえこそ、俺が今までどんな扱いを受けてきたか、理解してるんだろうな」

「それは、普段の自分の行いのせいでしょ？　悪いことをしたら怒られる。当然のことじゃない」

「息子の金を使い込むのがしつけだって言うのなら、そうなんだろうな」

　この口論がなんの意味もなさないことは、よくわかっている。

　録音しようが、最も早はや大した価値はない。

　それでも律儀に闘ってしまうのは、自己満足とプライドの問題だろうな。

「ねえ伊織、悪いことは言わないから、今すぐ申し立てを取り下げて。このまま行けば私の事務所が介入するから、万が一にも伊織に勝ち目はない。遅かれ早かれメディアにもばれる。つまり、ただただ親に反抗したっていうレッテルが貼られるだけなの。伊織が世間から悪く言われるだけなの！　ね？」

「それを伝えるための登校か。俺が申し立てを取り下げれば、穏便に済んで事務所側も助かるもんな」

「違うよ！　伊織を心配してるだけ！」

「本当に心配してくれていたら、そもそもこんなことにはならなかったんだけどな」

　詩織はおそらく、廊下で聞き耳を立てているであろう信者共にこの会話を聞かせようとしているのだろう。口調や態度が〝余よ所そ行き〟のままなのがその証拠だ。

　いくら隠そうとしても、サキが親権喪失審判を受けることは、必ずどこかからメディアにばれる。どうせばれるなら、自分の株を上げるために利用する腹なのだろう。

　だがそれは、自分や母が審判で勝利すると信じ込んでいるからできることだ。

　俺のバックに誰がついているのか、詩織たちは知らない。

　つまり今は、馬鹿な奴めとお互いに思っている状況だ。

「とにかく俺は、引き下がるつもりはみじんもない。金でもコネでも好きに使えばいい」

「わかった。私は家族がバラバラになるのは絶対に嫌だから、全力で戦うよ。伊織のためにも」

「はいはい。じゃあ話は終わりだ」

　そこで会話は終了し、俺は手をひらひらさせながら教室を出て、総司たちの元に帰った。

　すれ違った詩織信者たちからは、オーラが目に見えそうなほど強い非難の視線を浴びせられた。

　やはり廊下から聞き耳を立てていたらしい。

　そのことが詩織にばれないよう直接言ってくることはないが、本当なら一発殴ってやるとでも言わんばかりの表情。

　総司が学校に来いと言うのは、こういう顔を目に焼き付けておけ、ということなのだろう。
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「また軸がぶれてる！　ちゃんと意識して！　ほら、ワンツー、ワンツー」

　久しぶりに学校に登校した翌日。

　私たちはまたいつものように、東京都内のスタジオで、ダンスのコーチからレッスンを受けていた。

　体育館のような、ワックスの光るフローリングに、壁一面に張られた鏡。

　そんな一般的なスタジオの中で、ララバイ五人でステップを踏む。

「はい、それじゃ今日はここまで。みんな帰ってからできるだけ寝ておくこと！」

　曲に合わせて一通り動きを確認したところで、コーチから本日のレッスン終了の許可が出た。

「はー、つっかれた」

「コーチ今日も厳しすぎ」

「みんなお疲れ様。飲み物あるわよ」

　各々汗を拭きながら部屋の隅に座り込み、マネージャーの倉くら橋はしさんが用意してくれたスポドリを喉に流し込む。

　はあ、生き返る。

「いくら明日がＮステ本番だからって、コーチ気合い入れすぎじゃな～い？　本番に向けて衣装まで着ろって、鬼かー！」

　タオルで顔をパタパタしている、お団子ヘアの可愛い系の彼女は、沙耶。

　ララバイの天然キャラ担当だけど、それは演技だ。

「でも、今回の衣装も綺き麗れいじゃない？　和洋折衷って感じで、五人全員ちょっとずつ違ってて」

　そう言って、赤黒ベースに金の刺し繡しゅうが施された衣装を眺めている美人系は、清せい楚そ担当の香か織おり。

　長く伸ばした黒髪が今日も素敵だ。

「はあ、またいろんな人をお兄ちゃんって呼ばなきゃいけないの？　さすがに恥ずかしいって～」

　ポニーテールの頭を抱えている幼い系は、妹キャラ担当の奈な緒お美み。その童顔を認められて加入した彼女は、日々心を削って兄を増やしていく。彼女のアイデンティティのためにも、伊織のクラスの宮本さんには絶対に会わせられない。

「まあまあ。こういうグループには一人くらいネタ枠が必要なんだよ。そういう点では、奈緒美が一番輝いてるよ」

　優しく奈緒美を慰めるのは、（設定では）知的キャラ担当の真ま美み。厚化粧な彼女は、自分が真のネタ枠だということをまだ知らない。

　どうでもいいけどショートボブ。

「ところで詩織。昨日弟君とはどうだったの？」

　私たちが一通り息を整えたのを見計らってから、倉橋さんが私に声をかけてきた。

　倉橋さんは、いつもスーツをビシッと着こなし、茶色に染めた髪を後ろにひとつ結びにしている。

　二七歳という若さで私たちを任されているのは、私たちと歳としが近くて親しみやすいというだけでなく、見た目通り仕事ができるからだ。

「そうだったそうだった。いい体の伊織くん、ちゃんと折れてくれた？」

　この発言は沙耶。

　倉橋さんや沙耶の言う話とは、伊織に親権喪失申請を取り下げさせようと、昨日行った交渉の事だ。

　そのために、恐ろしいほど過密なスケジュールを押して、無理に登校してたりする。

　もちろんこの件は倉橋さんや上の人たちもグル。

　でないと、こんな時期に登校なんて不可能だ。

　つまり、この事務所の偉い人は、母さんが親権喪失の危機にあることを知っているのである。

「すみません。伊織は、取り下げてくれませんでした」

「そう。できれば審判自体起きないのがベストだったんだけど」

「すみません。デビュー早々うちの弟が」

　本当に申し訳ない気持ちでいっぱいだ。

　人気アイドルが家庭問題を抱えてるなんて噂、たとえ間違いだとしても爆弾でしかない。

　内々で処理できれば、それが一番穏便で平和的な解決だ。

　でも伊織が引き下がらなかった以上、事務所側としても今後の波風を少しでも抑えるために、公表せざるを得なくなる。

　きちんと対応している過程を、世間に示さなければいけないからだ。

「にしても、弟くんももう少し考えるべきよね。バイト代程度で、事務所二つの連携に勝てるわけないのに」

「家族の足引っ張って構ってほしいって感じ？　詩織やサキさんが凄すぎて挫折しちゃうのは分かるけど、その努力を自分磨きに使えって話よ」

　これは、香織と真美。

「そう、そうなの！　本職に交じって通訳なんてできるわけないのに……バイトでも、きっと迷惑かけてるんだよ。それに、体鍛えたら男らしいとでも思ってるのかな。真美みたいに不自然なんだよね」

「普通にいい体だったと思うけど……あれ？　今真美さんイジられた？」

「そのくせ自分の世界に引きこもって、たまたま仲良くしてくれる大人に甘えて遊んでばかり」

　私の口はここぞとばかりに、ため込んだ伊織への不満を吐き出し始めた。

「そもそも、お母さんが引退したのだってあいつのせい。別にあいつの意思じゃなくったって事実は事実だし、悪気がないからって罪が許されるわけじゃない。お母さんがまだ歌えていれば、お母さんがまだ踊れていれば、私の世界は、ううん、皆の世界はもっときれいで美しいものになったはずなのに！　なのにあいつは何にも知らない。知ろうともしない。向上心もない。ただ自分に都合の悪いことは見ずに、全部を他人のせいにする。だから絶対許せない！」

　確かに小さい頃は、お母さんに倣って伊織をいじめているに過ぎなかった。

　だがある日、偶然お母さんの現役時代の動画を見て、私の世界は変わったのだ。

　伊織への軽蔑の形もまた、その時に。

「大丈夫よ詩織。うちの事務所はララバイのおかげでここまで発展した。だからララバイを守るために全力を尽くすわ。聞いてる限りただの弟さんの暴走みたいだし、その程度の申し出に負けるなんて、万に一つもないわ」

「そうそう。だから詩織。私たちの前だからって乱暴な口調はだめよ」

「倉橋さん、あつげ……真美、ありがとう」

「え、今私の事なんて呼ぼうとした？」

　そうだ。

　私にはこの大事な仲間たちと、お母さんがついてるんだ。

　負けるはずがない。
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「……ですから、吉よし田だ松しょう陰いんの寺子屋で育った学生たちは、初代内閣総理大臣である伊い藤とう博ひろ文ぶみや、新選組の主要メンバーである……」

『……リ、ヨリ。ねえったら』

『お、おう、どうした』

　日本史の授業を受けている最中、机を近づけたチーナが話しかけてきた。

『今の内容教えて』

『今のって……ごめん、なんだっけ』

　いかん。聞いてなかった、

　チーナはほんの少し頰をむぅっとさせる。

『ほら、テラコヤとかシンセングミとか』

『ああ、それは……』

　日本語に慣れてきたとはいえ、チーナにとって日本史や古典は鬼門だ。

　故に、授業中は俺というライフラインに頼りっきりで、先生たちもそれは承知している。

　授業中に教室の隅からロシア語の会話が漏れ聞こえるのは、うちのクラスの風物詩になっていた。

『寺子屋ってのは私塾みたいなものだな』

『シンセングミ……は、新鮮なヤクザ？』

『組だけどヤクザってわけじゃない。あとそのシンセンじゃない』

　だからと言って、大声でぺちゃくちゃ話すわけではない。

　なるべく迷惑にならないよう、小声で肩をよせあって……ドルドルドル（心臓アイドリング中）。

「それでは、今日の授業はここまで」

「きりーつ、れーい」

「「「ありがとうございました」」」

　そんなこんなで、今日の授業は終了した。

　皆、やれやれと帰り支度や部活の準備を始める。

　俺も学生カバンと机の荷物を整理していると、チーナが心配そうに話しかけてきた。

『ヨリ、大丈夫？』

『大丈夫って、何が？』

『今日、ずっと上の空だったけど』

『うーん、いつも通りだろ』

　急に心配されて驚いたが、別に体調はすこぶるいいし、そんなにボーッとしていたとも思えないが……。

『そっか……ごめんヨリ。ちょっと待ってて』

　それを聞いたチーナは、そう言って教室を早足で出て行った。

　どうしたんだ？　ま、待ってみるか。

　そう思ってから五分と少し。

『お待たせ。じゃあ帰ろっか』

『帰るって、その恰かっ好こうどうした？』

　戻ってきたチーナはセーラー服ではなく、上下長袖の学校ジャージに着替えていた。

『今日はヨリのバイクに乗せてもらおうと思って。いいでしょ？』

『いいけど、なんだって急に？』

『そういう気分なんです！　ほら、ウィンドブレーカーも持ってきてるから、バッチリ！』

『ったく……わかったよ。じゃあ行くか』

　こうなった時のチーナは言っても聞かない。

　俺はやれやれと承諾した。

　そういえば、学校帰りにチーナとタンデムするのは初めてかもしれないな。

　そう考えると少し新鮮な気分だ。

　心なしか、チーナの歩幅も少し大きい気がする。

　なんだかんだ、バイクに乗るの好きなんだろうな。

　駐輪場に向かう途中、「親不孝者」だの「詩織がかわいそう」だのという声が聞こえたが、無視する。

　ここ数日で、サキが親権喪失申請をされたことは広く知れ渡っていた。

　もちろん詩織ファンの連中は、ここぞとばかりに俺を非難。

　その勢いは、過去最高かもしれないな。

『気にしちゃだめだよ』

『いいや気にするね。審判後にどんなほえ面かくのか』

『もう、清水くんみたいなこと言わないでよ』

　ロシア語であれば陰口をオープンで話せるって、爆アド。

　そんなこんなで駐輪場にたどり着き、バイクからジャケットなどを取り出し厚着する。

　準備が整ったところで、二人でバイクにまたがって走り出した。

　校門付近でマスコミが若干邪魔をしてきたが、乗っているのがサキの息子だとはわからないからだろうか、すぐに道を開けた。

　これが歩きや自転車だったらこうはいかないだろうな。

『ねえ、ヨリ』

『んあ？　どうした!?』

　大通りに出たあたりでチーナが話しかけてきた。

　寒いからそこまでスピードは出さないが、風を切っているので聞き取りにくい。

　俺は運転に支障がない程度に、耳をチーナの口元に近づける。

『あのね、海、見に行こう！』

『うみぃ!?　なんで？』

『いいから、いこう！』

　そう言って、俺の腰に回した手でポンポンしてくる。

『まあ、別にいいけど』

　帰り道を少し逸それたら浜辺に出られるところがある。

　ちょっと寄り道するくらいなら、バイトにも十分間に合うか。

　そう思い、いつもは直進する道を右に曲がって海岸線へ。

　適当な空き地にバイクを停めると、チーナに手を貸しつつ降車して歩き出した。

　うおっ、風が冷てぇな。

『見てヨリ！　夕焼けが綺麗だよ！』

　俺が肩をすぼめる中、チーナは夕陽を指さし、もっと近くで見ようと浜辺を走り出す。

　ロシアで海が見られるところは少ない。

　モスクワに住んでいたチーナも、夕陽と水平線をセットで見るのは珍しいだろう。

　確かに、感動するかもな。

『おーい、靴に砂入るぞ』

『ふぇっ！　もっと早く言ってよ！』

　興奮に任せて砂浜を駆けていたチーナは、案の定靴の中にお客さんを呼び込んでいた。

『まったく。ドジだなあ』

『もぅ……。ほら、砂出したいから肩貸して』

　俺が追いついたところで、チーナは左手を俺の肩に置いて、片方の靴を脱ぐ。

『大丈夫か？　少し屈かがもうか？』

『大丈夫。ちょうどいいから』

『そっか』

　ペシペシと砂を払うチーナ。

　そういえば……、

『なんで急に、海に行きたいって言い出したんだ？』

『それは、夕陽が見たくなったから』

『正直に言いなさい』

　どちらかと言うと、チーナは余裕を持って行動するタイプだ。

　普段の彼女なら、思いつきでバイト前に予定を入れたりしない。

　チーナも隠し通す気はないようで、靴を履き直しながら『ばれたか～』っとはにかみ、俺の肩から手を離した。

『ちょっと気分転換になるかな……っと思って』

『気分転換？』

『明日の事、ヨリずっと気にしてたんでしょ』

『……そういや、そうかも』

　明日。そう、明日は親権喪失審判の決定が下る日だ。

　確かに言われてみれば、今日ずっとその事ばかり考えていたような気がする。

『気づいてなかっただろうけど、授業中も先生から何回か指名されてたんだよ？』

『まじか!?』

『まあ、先生も察して次の人に回してたけどね』

　そこまで頭飛んでたのか。遠足前の小学生か!?

『悪いな、かっこ悪いとこ見せてしまって』

『もう、何言ってんの』

　優しく微ほほ笑えみながらチーナは両手を伸ばし、俺の頰を優しく包んできた。

　ひんやりと、しかし確かな温ぬくもりが、俺の顔をじんわりと緩めていく。

『ずっと、待ってたんだよね。ヨリの夢だったんだよね』

『夢って………ただの復讐だぞ』

『それだけじゃないよ。きっとヨリは、お父さんのためにも怒ってる』

『……そんなことない』

『そういうことにしとけばいいんだよ』

　そう言ってチーナは顔を寄せてきて、俺と頰を擦すり付つける。

『大丈夫。ヨリは自信を持ってていいんだよ。ヨリは、間違ったことは何もしてない』

　だから……と、チーナは続ける。

『だから、ちゃんと自由になって、帰ってきて』

『わかった……勝ってくる』
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　審判は子供側の事情聴取、親側の事情聴取、調査、両者揃っての事情聴取という流れで行われ、基本は当事者本人が出席する。

　だが今回俺たちは代理人として弁護士を立てているので、情報や証拠だけ預けて後は結果を待つだけだ。俺自身が審判の場に立つことはない。

　母側も同じく代理人を立てたらしく、今回は弁護士[image: ]弁護士という形になった。

　正しい表現か分からないが、代理戦争ってとこだろう。

　そして今まさに、母子両者間の最終審判の最中。

　俺は家庭裁判所の待合室の一つを借りて、その結果をそわそわと待っていた。

「にしても、まさか伊織が本当に弟になるかもしれないなんて、びっくりしたわ」

　待合室には俺の他にもう一人。

　金髪碧へき眼がんの若い女性、エマ・コックス。オリバーさんの娘だ。

　もともとドイツ人の彼女は現在二〇歳で、リリーという一四歳の妹共々幼い頃にオリバーさんに引き取られたそうだ。

　ゲルマン系の人たちは白人の中でも一際色素が少ない。初めて会った時にはびっくりしたな。

　リリーは今日は学校。オリバーさんとアイラさんは、親権喪失審判と同時に行われる特別養子縁組審判に出席するため、ここにはいない。

　そこで現在大学生のエマが、俺に付き添ってくれているのだ。

　俺の気が滅入らないようにと、定期的に話題を振ってくれている。

「まあリリーには前から兄さん兄さん呼ばれてたから、そこまで違和感ないかもな」

「あの子喜んでたわよ。伊織兄さんが、本当の兄さんになるって」

　エマやリリーとは、俺がオリバーさんと知り合った頃から交流がある。なんだかんだ長い付き合いだ。

「にしても、親権喪失審判が終わってすぐに養子縁組組めるものなのね」

「本来は無理だろ、アメリカ側の許可もいるし。でもオリバーさんがコネでなんとかしたらしい。ほんとどんな権力持ってんだよ……ってああくそ！　まだ結果出ないのか？」

　いくら会話に集中しようとも、焦る気持ちは募っていく。エマも落ち着いているように見えて、しきりに壁の時計を見ていた。

　別の待合室には、詩織やくそマミーもいるはずだ。あいつらは今、どんな気持ちで待っているんだろう。

　ちなみに、現在家裁の外にはメディアが大勢押し掛けている。

　総司やオリバーさんがそれとなく今日の情報を流したことで、元クイーンドールズのサキの大スキャンダルとして、ここ最近大いに世間を賑わせているのだ。





[image: ]





　今日の結果次第では、しばらくニュースはサキの虐待騒ぎや、シオンの家庭問題の件で持ちきりになるだろう。

　きっちり勝って、マスコミには盛大に祝福してもらうとしますか。

　そしてさらにしばらくすると、待ちに待った瞬間がやってきた。

　ついに待合室の扉が、ガチャリと音を立てて開いたのだ。

　俺もエマも、椅子を倒さんばかりの勢いで立ち上がり、その方向を向く。

　入ってきたのは、オリバー夫妻と弁護士の男性、そして裁判所の役員らしき人が一人の計四人。

「オリバーさん！　結果は、結果はどうなりましたか！」

　はやる気持ちを抑えきれず、すぐさま結果を催促する。

　オリバーさんの口が開くのが、とてつもなくスローに見えた。

　そしてその唇の端が……グイッと持ち上がり、ニカッと笑った。




「呼び方に気をつけろ伊織!!　今からは、パパだ!!」




「さすがにパパは無理」





◆






　勝った！　あの毒親に勝った！

　いや、今となっては元親か。

「良かったね伊織。すぐチーナちゃんたちに連絡してあげなよ」

　勝利のガッツポーズを掲げる俺の肩に手を置いて、エマが伝えてくる。

　そうだった。チーナやみんなにメッセージを送らねば。

　今は授業中、流石に通話は出来ないからな。

　そう思ってスマホを開いてメッセージを打っている間、オリバーさんが詳しい結果を話してくれた。

「とりあえず、大勝利だ伊織。鏡紗さ季きの親権は喪失、お前は晴れて私の息子だ。使い込まれたお前の金や、雄ゆう一いちの遺産の法定相続分も返って来る」

「あの人はこれから借金生活ですか？」

「残った遺産と購入した高級品を全部売り払えば、ギリギリ支払える額だそうだ。と言っても、これからは自分で働いて稼がないと生活できないだろうがな」

「世間に毒親と知られた後で、尚雇ってもらえればですけどね」

　ハッハッハッ！

　ハイテンションで笑い合いながら、打ち終えたメッセージをチーナ達に送る。

　真っ先にチーナからおめでとうと返ってきた後、総司以外からも続々と返信が返ってくる。まったく、授業中にスマホいじるなよな。

　総司は安定の既読無視。あいつ、学校サボって外のマスコミに混ざってたりしそうだな。

　そんなことを考えていると、少し離れたところから、半狂乱な女性の声が響き渡って来た。

　元母だ。

「どうしてよ!!　どうして私から詩織を奪うのよおおおお!!」

　外の廊下に、奴の叫声が轟とどろく。

　心地いい音じゃないか。ＳＡＮ値が回復する。

「さて伊織。向こうさん詩織と母も来ているようだし、最後に挨拶しておくか？」

「そっすね。行きましょう」

　俺とオリバーさん夫妻は、役員について離れた別の待合室へ。

　そこには、弁護士につかみかかる元母と、泣き崩れる詩織。そして見たことのないグラサンスキンヘッドの男と、若い女性がいた。詩織以外は、皆一様にスーツを着ている。

「返して！　私の家族を返してええ！」

「だ、大丈夫です。親権を失ったと言っても、法律上は親子ですから」

「俺はもう違うけどな」

　弁護士が元母をなだめているところに、俺は声をかける。

　親権喪失と言っても、法的に親子でなくなる訳ではない。それでも親は、自分の子供を取り上げられたような気持ちになるそうだ。

　そして特別養子は普通養子と違い、実親との法的親子関係は解消される。

　つまり俺はもう、このクソ野郎の子供ではなくなった。

　当然、父さんとの法的な繫がりもなくなるが、きっと許してくれるだろう。

「伊織。あんた、あんたねええ！」

　それを聞いた元母は俺の存在に気付き、ふらふらと近づいてきた。

　お、どうした一般ウーマン？

「あんたのせいで、あんたのせいで私は独りになったのよ!!」

　そう叫ぶと、右手を大きく振り上げて俺に叩きつけてきた。

　がっ！

　だがその手は、俺に当たる前に空中で静止した。

　オリバーさんが、腕を摑んで止めたのだ。

「うちの子に暴力を振るうとは、いい度胸じゃないか」

「離して!!　こいつは私が産んだんだから、どうしたっていいでしょ!!」

　もはや正気ではない。元母は髪を振り乱しながら、尚もヒステリックに叫び続ける。

「どうして、どうしてあんたは私から全てを奪うの!!　夢も詩織も、全部あんたのせいで!!」

　夢？　俺があんたの夢を奪ったってのか？　初耳だ。

　もしかしたらそれが、俺が虐げられていた理由かもしれない。

　まあそれは、後で審判の様子を聞けば分かるはずだ。

　とにかく今は、このクソ野郎を弄んでやろう。

「俺はずっと、あんたらから虐げられてきた。その一七年間の恨みを返しただけだ」

「私は何も間違った事はしてないわ！」

「じゃあ……俺を大切に思っていたか？」

「あなたが私を大切に思ってないのに、大切に思えるわけないでしょ!!」

「その言葉、そのまま返してやるよ！」

　さも当然だ、とでも言わんばかりの元母の言い様。親なら、子供がどれだけやんちゃをしても愛し続けるべきだろうにな。

　俺は唇を歪めて、元母にある事を問いかける。

「なあ、親権を取り戻す方法……知りたくないか？」

「……は？」

　予想外の俺の言葉に、目を丸くする元母。

　その瞳には、蜘く蛛もの糸を目の前に垂らされた地獄の罪人のように、希望が浮かんでいた。




　親権喪失。




　それは、子に対しての親権を永久に剝奪されるという審判。

　だがそれは、条件によっては覆ることがある。

「詩織を……返してもらえる……教えなさいよ……早く教えなさいよ!!」

「その為ために、何でも出来るか？」

「当たり前じゃない!!　子供の為なら、なんだってできるわよ!!」

　言ったな？

　俺は冷徹にほくそ笑むと、その条件を教えてやる。

「親権を取り戻す方法は単純だ。喪失の原因が解消されたと家裁に判断されれば、返って来る。つまり……」

　そして俺は、あえて優しく微笑んでみせる。

「俺を愛せばいいんだ。もはや自分の子ですらない俺をな」

「……は？」

「本当の事だ。調べてみればいいさ」

「そんな……」

　できないよな？　俺を大切に思うなんて。

　一度希望を持たされた元母は、更に深い絶望を浮かべ、その場に膝をつく。

　だが俺は、追い打ちをかける。

「なあ、何でもするって言ったよな？　なら、親としてちゃんと我が子を愛して見せろよ！　詩織だけじゃなく、俺の事もな！　やったな？　俺を愛せば詩織も愛せる。欲張りハッピーセットだ!!」

　そしてその煽りに対して、元母は遂ついに言ってはいけない言葉を口にした。

「そんなの……無理よ」

　やったな。

「だってよ詩織！　お前の大事な母さんは、お前より自分のプライドを優先したぞ！　お前を取り戻す為に、俺を受け入れる事すら出来ないんだとよ！」

「そん……なぁ……」

「──！　違うの詩織！　これは……」

　慌てて否定してももう遅い。

「信じてたのに、信じてたのにいい！」

「待って、詩織！」

　詩織は泣きながら部屋を飛び出し、スーツの女性が「詩織！」っと慌てて追いかけて行った。多分、あいつのマネージャーなのだろう。

　待ってろ詩織。お前の地獄はこれで終わらせないからな。

　続きは学校だ。

　俺が視線を元母に戻すと、詩織を追いかけ損ねたそいつは、力なく言葉を発した。




「ねえどうしてよ。私はあんたのお金しかとってないのに、どうしてそんなにも……」

「は？　金しかとってないだと？　ふざけるな。あんたは俺の全てを奪ってきたんだ。だからお前の全てを奪ってやったんだよ。まあ、最後は自分の意思で切り捨ててたけどな」

「そんなこと……」

「サキ、もうそのくらいにしよう」

　自覚のないクソ野郎が、力なく言葉を続けようとする。

　だがそれは、意外な人物に妨げられた。

　部屋にいたもう一人の人物。

　サングラスをかけた、スキンヘッドのいかつい男。

　高崎さん!?

　この時ようやく、元母の後ろに控えていた男が、いつぞやの酔っ払いであることに気が付いた。

　高崎さんが元母の両肩に手を置くと、元母はついに諦め、ガクッと頭を落とした。

　やり遂げた。

　もうこいつは、二度と俺に牙を向けられないだろう。泣き崩れるその姿から、俺はそれを確信した。

　俺は、勝ったのだ。

「元マネージャーって、あんただったんですね。高崎さん」

「ああ、俺も驚いてるよ。まさかたまたま飯食った相手が、サキの息子だったなんてなあ」

　シラフの高崎さんは、以前とは打って変わって非常に落ち着いた口調だった。

「恨んでいますか？　俺のせいで、事務所潰れるんでしょ？」

「いいや。もともとこれは、俺とサキがまいた種だ。俺は自分の仕事に生いき甲が斐いを持っていたけど、先に仕事を裏切ったのは俺だ。続けられないのは、自業自得さ」

「父にも、何か責任はあったんですか？」

　高崎さんと話すのは、これが最後かもしれない。

　だから俺は、あまり聞きたくはないが、父の事について尋ねた。

　しかしそれを聞いた高崎さんは、予想外に驚きの反応を示した。

「伊織くん。あの日記、読んでないのかい？」

「え、日記？　一体なんのことで……」

「ああすみません。そのことなんですけどね」

　高崎さんの意味不明な発言に狼ろう狽ばいしていたところ、後ろから割って入る声があった。

　俺の代理申請を務めてくれた、弁護士の男性だ。

「どうしたんすか？」

「君のお友達から、預かっていたんですよ。日記って、これの事ですよね？」

　そう言って弁護士さんは、小豆色のカバーの小さな本……一冊の日記を手渡してきた。

「これを読んでもし決意が揺らいだら、君のためにならないから、渡すのは審判の後にしてくれ……って、預かっていたんだ」

「はっはっは！　あの目つきの悪い坊主、とんだタヌキだったか！　はっはっは」

　おいおい、なんだってんだ。高崎さんも急に笑い出して……。

「はあ……。前に話しただろう？　卑ひ怯きょうな手を使ってしまったって。君の友達は見抜いていたわけだ」

　なるほど、総司の野郎が図ったってことだけは理解できた。後でしばく。

「これは、サキが引退する直前に書いていた日記だ。病院に捨ててあったのを俺が回収しておいた。これを読めば、大体の事情は分かるだろう。君の同情を誘おうと思ったんだが……いや、この方がよかったんだろうな」

「そいつが几き帳ちょう面めんに日記をつけるなんて思えないんですけど」

「こう見えて、昔はまめだったんだよ。君を産んでからは、随分と変わってしまったようだが」

　とりあえず日記は受け取っておき、再度高崎さんに視線を戻す。

「これ、たぶん公表しますけど、いいですね？」

「好きにしてくれていい。それじゃ、俺は最後の仕事に行くよ。伊織くん、本当にすまなかったね」

「はぁ……もういいっすよ。そいつ連れてってください」

　そう言って高崎さんは、元母を立ち上がらせると、そのまま部屋を出て裁判所の玄関の方へと歩き出した。無論、元母を連れて。

　最後の仕事……それは、マスコミへの対応。

　項うな垂だれた元母は、高崎さんにふらふらとついて行く。

　少し離れてついていくと、外には凄まじい人数のメディアが集まっていた。

　二人は連れ立って、その中へ歩み出る。

「あっ！　今本人が裁判所から出てこられました！」

「サキさん！　審判の結果をお聞かせください！」

「子どもへの虐待、その真偽はどうなんですか！」

　ニュースの生中継、新聞、週刊誌など様々な記者が怒ど濤とうのように押しかけ、フラッシュが焚たかれるのが見える。

　屋内にいても、凄い喧騒だ。

　これであいつは、社会的に終わりだろう。

　俺にしてきた事を、これから存分に悔いるがいいさ。

　そう思った時、俺はふと渡された日記を思い出した。

　まだ手に持ったままのそれを開くと、そこには確かにあいつの字で日々の出来事が綴つづられていた。

　パラパラと流し読みして内容を把握した俺は、日記をパタリと閉じて、また報道陣に目を向ける。

「どうだった、伊織」

　オリバーさんが日記の内容について聞いてきたので、俺は振り返って答えた。

「安心しました。やっぱりあいつは、正真正銘のクズです。これで心おきなく縁が切れます」





◆






一〇月三日：検査の結果、妊娠していることが分かった。それも二卵性の双子！　雄一との大事な子たちなのだから、必ず元気に産んであげないといけない。でもクイーンドールズは恋愛禁止。デビューする前から隠れて雄一と付き合ってきたけど、お腹が大きくなったらきっとバレてしまう。それでも、子どもとアーティスト、どちらも諦めたくない！　小さい頃から憧れ続けてここまで来たんだから、ここで諦めるもんですか！　この子たちは産むし、アーティストも続ける。大丈夫、私は全部手に入れてみせる！




一一月四日：ついにマネージャーの高崎さんにバレてしまった。高崎さんはとても怒っていたけど、脱退にならないように、なんとか上と掛け合ってみると言ってくれた。大丈夫だよ、私の双子ちゃんたち。ママたちできっと、説得してみせるから！




一一月一〇日：高崎さんが色々な方面に働きかけてくれたおかげで、ついに事務所側が折れてくれた！　ただし、自然分ぶん娩べんすることが条件だって。私たちのグループはセクシーなヘソ出しの衣装が人気の要因になっているから、帝王切開の痕あとなんて確実にファンにバレてしまう。だから、自然分娩できなかったら今度こそ辞めなきゃいけない。双子の自然出産は難しいって聞くけど、でも大丈夫。経過は順調だし、二人とも逆さか子ごにならなければ、条件はクリアできる。今決まっているお仕事が終わったら、病気ってことにして出産までサキはお休み。あとはこのまま上手く行くのを待つだけだ。




一月一日：雄一が双子ちゃんの名前を考えた。男の子は〝伊織〟、女の子は〝詩織〟。詩織は可愛いからいいけど、伊織って名前は男の子っぽくないし、もっとかっこいい名前の方がいいんじゃないかな？　そう言ったら、「この子は将来、俺に似て海外を飛び回るような子になる気がする。その時海外の人が発音し辛づらい名前だと、自分が日本で産まれたんだって、思い出せるだろ？　外国に住んだっていい。なんなら、本当に外国人になったっていい。でも、日本で産まれて、そこで育ったって確かめるものを、この子には残してあげたいんだ。それに、伊織……かっこいいじゃないか」そう言って、雄一は私のお腹をさすった。うん、そう聞くといい名前だって思えてきた。でもパパの言うことばっかり聞かなくたっていいんだよ？　そうだなあ。私は、雄一の仕事場の軍人さんみたいな、ムキムキで男らしい子に育って欲しいかな。そしたら女の子にモテモテだ。そして詩織はママみたいにアーティストになっちゃったりして。ふふ、スーパー兄妹になっちゃうわね。




一月一五日：まだ経過は順調。伊織も詩織もすくすくと大きくなっているし、逆子にもなっていない。事務所に内緒で付き合っちゃった悪いパパとママなのに、こんなにも応援してくれるんだね。私も二人のために、姿勢とか色々気をつけて頑張ろう。大きくなったら、ママは有名人なんだぞって自慢してね。




一月二〇日：私と雄一はついに籍を入れた。私も彼も両親を亡くしているから、誰に許可をもらう必要もない。元々そんな似た者同士だから、私たちは知り合ったんだ。この子たちには私たちが最後までもらえなかった愛情を、たくさんあげられたらいいな。それと、最近伊織がお腹の中でよく動くようになった。それに比べて詩織は随分大人しい。詩織大丈夫かな？　動いてくれた方が、元気だって安心できるんだけど。




三月一〇日：早めに入院することになった。急な陣痛とかで救急搬送されたらメディアにバレてしまうかもしれないと、高崎さんが手配してくれたのだ。最近伊織が元気過ぎて大変になってきてたから、正直ありがたかった。雄一も働かなきゃいけないから、一日中介護してもらうこともできないし。にしても、これがママの苦労なんだなあ。お腹の赤ちゃんに蹴られるって、こんなに痛いんだ。でも、二人のために頑張るぞ。




三月三〇日：経過はまだ順調。逆子にもなってない。でも痛い。凄く痛くなってきた。伊織が暴れている。もう、さすがにママも辛くなってきたよ伊織。ちょっとでいいから、詩織みたいに静かにしといてくれないかな？　ママも頑張るから。




四月五日：伊織が逆子になった。どうして？　今まで頑張ってきたのに！　いや、まだ大丈夫。たしか外回転術っていうのをやって貰えば、高い確率で逆子は治るって聞いた。すぐに先生に相談しよう。




四月六日：逆子治療は、受けられないと言われた。双子の場合、外回転はほぼ成功せずリスクしかないって。そんな……そんなのないわよ。今までこんなに耐えてきたのに！　……またお腹が痛くなってきた。伊織、少しはじっとしてなさいよ!!




四月八日：帝王切開が決まった。予定日は五月五日。皮肉にも、こどもの日だ。明日には高崎さんが来るらしい。




四月九日：私の夢は終わった。伊織のせいだ。




四月一二日：テレビで私の脱退がニュースになっていた。病気が悪化したと事務所は説明しているけど、いろんなコメンテーターが本当かと怪しんでいた。




四月一五日：痛い。妊娠後期になれば胎動は落ち着くって、どんな噓よ！　数十分置きに伊織が暴れて、その度に内臓が潰れるんじゃないかって思う。どうしてこんなにも、この子は私を恨むのだろう。詩織は私を想おもってくれているのに。




四月二五日：この子が恨めしく思えてきた。こんな子に、雄一がつけた素敵な名前はもったいない。出産まであと少し、新しい名前でも考えながら気を紛らわそう。




五月四日：予定通り、明日は出産日だ。新しい名前、優ゆう等なと劣れつ等とがいいな。うん、思ってたよりいい感じだから、雄一に黙って出生届これで出しちゃおうかしら。




五月五日：二人が産まれた。顔を見たらさらに伊織が憎らしく思える。こんなにも詩織は可愛いのに。決めた、私は詩織だけを愛そう。この子に、私の夢を継いでもらうんだ。





◆






　週が明けて一二月最初の月曜。

　俺は凱がい旋せんという名の登校を果たした。

　世間はもっぱらサキの虐待報道でもちきりだ。

　人気を博していたサキの謎の引退理由が、妊娠だった事。更に、その子供に対して虐待を行っていたこと。

　メディアやネットは、サキを批判する声で溢れていた。

　そして同じく、シオンの事もトップニュースに。

　彼女の世間からの印象は、弟と共に虐待を耐え抜いて勝った強い女の子……だ。

　基本的に家事審判の内容は開示されないため、詩織も虐待に協力していた事はバレていない。

　サキが親権を取り上げられた、と言う情報だけなら、確かに詩織も虐待を受けていたと考えるのが普通だろう。

　さらに、本人のイメージアップにも繫がる。

　詩織の事務所は、上手いことやったものだ。

　現にサキと違って、ずっと耐えてきて偉い、だとかこんな可愛い子が虐げられるなんて、などともてはやされている。

　別に俺が真実をバラしてやってもいいんだけど、このカードは別の切り方をしないとな……。

　そんな事を考えつつ、校門に群がっていたマスコミを突破して教室に辿り着いた時には、既に俺以外の五人は揃っていた。

　その五人とはもちろん、チーナ、魔王、細井、秋本、宮本だ。チーナにはメディアに捕まらないよう、バスを降りる際に別れて先に行ってもらっていたのだ。

　五人は固まって、俺の席の近くで雑談していた。

『やっときた。マスコミ大変だった？』

『そりゃあな。あいつら、モラルもへったくれもない』

「今伊織君の発言はお金になるからね」

「嫌な言い方するなよな、秋本」

　などとそれぞれ挨拶を交わしていると、他のクラスメート達も心配そうに声をかけてきた。

「お、鏡が来た！」

「鏡くん、大変だったね！」

「お前、少しは相談しろよな！」

　なんだかんだ詩織信者以外とは、クラスマッチ以降から良好な関係を築けている。

　俺を取り巻く環境は変わりつつある。

　そしてこれからも、変わって行くんだ。

　これから増えていく友達……大事にしないとな。

　そう感じた俺は、自分の机に座りながらクラスの味方組に明るく答える。

「すまんすまん。親との縁を切ろうだなんて、簡単に言いふらせる内容じゃないよぅって」




　し────ん。




　……すまんでした。慣れてないんです、大勢の前で明るく振る舞うとか。

「と、ところで、しおりんがまさかアイドルになるなんてビックリしたねー」

　気を利かせたみやもっさん。

　あせあせしながら脈絡のない話題で白けた空気を破ってくれる。

　正直へったくそな発言だったが、何故かほっこりしてしまうのはチャイルドシルエットのなせる技か。

　それをきっかけに、クラスは少し詩織の話でにわかに盛り上がり始める。

「ほんとだよな！　鏡、お前知らなかったのか？」

「いや、全然」

「姉弟だってのにつれないよなぁ。お前ら」

「いや、もう……」

「詩織ちゃんは詩織ちゃんで、アイドル業大変そうだよな」

「お母さんから虐待受けてたって、詩織ちゃんも同じなのか？」

「詩織はお母さんのこと悪く言ってた感じはなかったけど」

「…………」

　普段の詩織の様子を知っている奴らは、メディアの情報に疑いを持っているようだ。

　そりゃそうだ、いつも詩織はあいつを持ち上げてたからな。

　その時である、

「伊織!!!!」

　教室の入口から声が響いてきた。

　見ると、詩織が肩で息をしながら開いた扉に手を掛けている。

　廊下には詩織ファンクラブの男子、詩織親衛隊の女子がいつの間にか勢せい揃ぞろい。

　教室の外はぎゅうぎゅうだ。

　来ると思っていた。

　俺は心中でほくそ笑み、あえて気さくに言葉を返す。

「よお詩織、元気そうだな」

「元気なわけないでしょ!!」

　いつになく憤ふん怒ぬした様子で、教室に入ってくる詩織。

　その目には、化粧で隠しきれない濃い隈くまが出来ていた。

　審判以降眠れてないんだろうな。俺は快眠だったけど。

　そんな詩織に付き従うように、親衛隊やファンクラブも数人教室に入ってきた。

　恐らくリーダー格の奴らであろうそいつらは、俺の周りの人混みを押しのける。

　他のメンバーは廊下から見守っているようだ。

　学年の大半に監視されているとさえ思えるなか、詩織が俺の前に立ち、口を開いた。

「伊織あなた、お母さんになんてことをしたのよ」

「その母さんが、最後にお前を否定したんだぞ」

「あれは追い詰められ過ぎて、心にも無いことを言ってしまっただけよ。あんなに家族想いのいいお母さんだったのに、どうして伊織は傷つける事しかできないの？　どうしてあなたは家族を大切にできないの？」

　そんな詩織の言葉を聞きながら、俺は感じた。

　ああ、いつもの詩織だ。

　噓に真実を混ぜて俺を陥れようとする、気持ち悪いやり口だ。

　家族想い……ね。あいつが家族の一人である詩織を大事にしていた事に間違いはないし、俺が家族であるお前らを大切に思ってなかったのも事実だ。

「そうだぞ鏡！　詩織ちゃんがどれだけ悲しんで苦しんでるのかお前には分からないだろ！」

「鏡！　あんたは詩織にいつもいつも辛く当たってたけど、お母さんに対してもそうだったのね！　見損なったわ！」

「どうせ、ありもしない証拠をでっち上げて、お母さんや詩織を嵌はめたのよ！」

　詩織の言葉に呼応して、輪唱のように責め立ててくる詩織信者たち。

　相変わらずの妄信的な発言に怒りのボルテージが上がるのを感じつつも、それを抑えながら一応反論を試みる。

「あいつや詩織は、俺の事を家族なんて思っていやしなかったよ」

「そんなわけないでしょ！　血の繫がった姉弟や親子なんだから！」

「そりゃ血は繫がってるさ。でも家族と思ってるかは別問題だろ。現にあいつは俺の金を使い込んでたみたいだしな」

「そんなはずないじゃない。お母さんはいつもとっても優しかったわ！　なのに、なのにあなたは、その絆きずなを否定した！　お母さんを不幸にした！　どうしてそんなに酷ひどいことができるの！」

　さも心を痛めてますと言わんばかりに、目に涙を浮かべる詩織。

　だが分かる、その涙は噓だ。お前は俺を陥れるために演技をしている。

「そうよ！　詩織が家族を大事にしないはずないでしょ！」

「よっぽど周りが見えてないのね！」

「いつも酷かったが、今回ばかりは度が過ぎてるぞ！」

「度が過ぎてるのはそっちだろ！」

　詩織の策略にホイホイ乗ってくる妄信者共に、俺も声を荒らげてしまう。

　ああもう、頭にくる。よくもいけしゃあしゃあと、そんな事が言えるものだ。

　でもまあ、それも今日までだけどな。

　俺はこめかみに青筋が走るのを感じつつ、詩織に問いかけた。

「なあ詩織！　本当に母さんやお前は、俺の事を家族だと思っていたか？　本当に、俺は大切にされていたと思うか？」

「血が繫がってるんだもの。大切にしないなんてことない！」

「……そうか。おいみんな、たのむ！」

　詩織の言葉を確認した俺が声をかけると、教室の電気が消え、窓にカーテンがかけられた。

　チーナやみんなが、俺が囲まれている隙に動いていたのだ。

　急に部屋が暗くなったことで、教室内がにわかにザワつく。

　そんな中、教壇から大きな声が上がった。

「はいはい皆さんお静かに！　みんなに見てほしい物がある」

　その声の主は総司。みんなの注目が一気に集まる中、教卓に両手を置いて、あえて芝居がかった喋しゃべり方をしている。

「ちょっと清水くん、今私たちが話している所なんだけど」

「大丈夫大丈夫、関係ある話だ」

　詩織の苦情も何ど処こ吹く風。総司は全く気にせず、ある物を教卓に置いた。

　それは、スマホを繫げたポータブルプロジェクター。そこから、黒板にスマホの画面が浮かび上がる。

「さあみんな、よく聞いてくれよ」

　そして再生された映像と音声を見て、詩織の表情は絶望に染まった。

『私もママも、あんたを家族なんて思った事はないわ』

　いつかの林間学校での録画映像が、教室で流れる。

　総司の暗所対応したいいカメラは、暗闇でもバッチリ詩織と俺の様子を捉えていた。

　橘先生は、「マスコミに対応するので、朝のホームルームには遅れます。みんなで自習しててください」っとウインク付きで言っていたため、今いるのは生徒のみ。

　邪魔は入らない。

「え……なんで、どうして。あの時……」

「確かに、伊織はボイレコを切った。でも俺のカメラまでは言及されなかったからなぁ」

　詩織の疑問にたいして、総司は動画を一時停止し、とぼけたフリして答える。

　その間に俺も総司の横に並んで、共闘である事をアピールした。

「なあ詩織。さっきお前は、俺の事を家族だと思ってた……っな～んてほざいた気がしたんだが、俺の聞き間違いか？」

　俺は教卓に肘をついて、詩織に問いかける。

　やばい。ニヤニヤしそうだ。煽り趣味の総司の気持ちがわかる気がする。

「うそだろ……」

「ねぇ詩織、何かの間違いよね？　そうなのよね？」

　どよめき出す詩織信者たち。流石にこれ程の証拠を提示されては、いつもの妄信的発言も鳴りを潜め、僅かに詩織を疑う心が芽生え始める。

「……ね、ねえ伊織。これは……私たち家族の問題よね？　ここじゃ人がいっぱいだから、二人で話し合おう？　清水くんも、この前そう言ってたじゃない？　よそでやってくれって」

「おいおい詩織さんよ。自分だけこんなに味方引き連れてきといて、それはないだろ？」

「それは、みんなが心配してついてきてくれただけで……」

　詩織の苦肉の言い訳に対し、切れ味鋭い総司の返し。

　詩織は真っ青な顔のまま、震える唇で何とか打開しようと試みている。

「だとしても、家族の問題だから二人で話そうってのはおかしいよな？　だって、お前らはもう家族じゃないんだろ？」

「そ、それは言葉の綾あやで……そ、そう！　伊織を𠮟るために、心を鬼にして言ったんじゃない！　本心なわけないでしょ？」

　土壇場でいい案を思いついたとでも思ったのか、どうだっと言わんばかりに顔色と自信が少し戻る詩織。

「そ、そうだぞ鏡！　姉弟喧嘩の最中に言葉が過ぎる事だってある！」

「なのに家族じゃないなんて言って、鏡あんた最低ね！」

　はあぁ。分かってねえなぁこいつら。

　俺は総司を引き継いで、詩織への攻撃を始める。

「なあ。この際お前らがなんと言おうと、俺たちがもう家族じゃないってのは事実なんだ」

「どういう事だよ鏡！」

　乗っかってきた詩織信者たちに、ため息混じりにそう答えてやるが、そいつらはピンと来てないらしい。

　いいだろう、ハッキリ教えてやる。

「鏡鏡ってうるさいけどさ、俺はもう鏡じゃない。今はイオリ・コックス。もう詩織との法的家族関係は解消されてるんだよ。だから、今ここで姉貴ぶるのはやめろ」

　そう、俺はもうオリバーさんの息子で、詩織の弟じゃない。

　なんなら日本人でもない。

「でもだからと言って、これは私たち二人の問題に変わりはないじゃない！」

「いいや、さんざんお前が育て上げてきた誤解を解消するために、皆には居てもらう」

「ご、誤解ってなによ」

　だそうですよ総司さん。続きをお願いします。

　総司←ポチッとな。

『だから生活費すら仕送りしてくれないと？』

『そうよ。学費払ってもらえてるだけ感謝するのね』

「はい、ここで録音どん」

『そんな噓つかないの！　自分の子にお金を使うのは当然のことなんだから、仕送りしてない訳ないでしょ？　お母さんを悪く言うようなら、怒るよ？』

「…………」

　総司の流す映像や、俺のボイスレコーダーから流れる詩織の声。

　今まで詩織がこつこつ積み上げてきた印象操作を、俺もこつこつと保存してきたのだ。

　今までの言動全てが、今お前に返ってきてるんだよ。

「なあ詩織、これも心にも思ってないことか？　仕送りがないという事実は、心にもないってだけで発生する事象なのか？」

「それ……は……」

「他にも証拠は色々あるんだぞ？　なあお前ら、これを見てまだ詩織が正しいって思うのか？　まだ妄信的にそいつを崇あがめ奉るのか？」

　今度は、教室や廊下にはびこる信者たちに向かって問いかける。

　それを受けた信者たちは皆、苦く悶もんの表情を浮かべた。

　もう今までのように、頭ごなしに俺を否定することはしてこない。

　あと、一息だ。

「そうだよ！　これだけ証拠が揃ってるのに、まだいおりんを疑うの？」

「そうだ！　かがｍ……コックスは間違ってねえ！」

「伊織くんは皆に信じて貰えるように、ずっと頑張ってきたんだよ！」

　宮本や細井、秋本も、信者たちの心を揺さぶるように声を張り上げる。

「ヨリは……今までだって、ちゃんと……詩織さんの言葉……を、否定してた！　ヨリは悪い事はしてない！」

　そして、チーナも。

　必死に、必死に訴えかけてくれる。

　俺に友好的なクラスメートたちも、そうだそうだと声を上げ始めた。

「ねぇ……みんなは、私の味方だよね？　私の事、信じてくれるよね？」

　形勢は圧倒的に不利。それを悟って、信者たちに泣きつき始める詩織。

　そんな詩織を見て、親衛隊リーダー格の女子一名が、ついに口を開いた。




「ごめん詩織、もうあんたの事は信じられない」




「え……」




　ついに放たれた、詩織を否定する発言。

　そこから、堰せきを切ったように信者たちが息巻き始めた。

「俺もだ。詩織ちゃんの言ってた事、全部噓だったんだな」

「がっかりよ！」

「そんな……どうして。皆、いつも私の事信じてくれてたのに！」

　詩織の悲痛な声が響くが、もうこの場に、彼女の味方はいなかった。

　詩織を擁護する声は、ひとつも上がらなかった。

　聞こえるのは、ただ裏切られたと非難する言葉ばかり。

　詩織は……負けたのだ。

「ねえ鏡くん。いや、コックスの方がいい？」

　そんな喧騒の中、先程のリーダー格の女子が俺の前に歩み寄って来た。

「伊織でいい」

「じゃあ、伊織くん。今までのこと、本当にごめん。謝って許される事じゃないけど、これから少しずつでいいから、仲直り……出来ないかな？」

　胸の前に両手を組んで、微笑みかけてくる彼女。

　その言葉に、噓は感じられない。

　彼女の後ろの信者どもも、いつの間にか俺の事を温かい目で見ている。




　やっと、分かってくれたか。




　それに気づいた俺も、自然と微笑を浮かべ、答えた。

「出来るわけねえだろ」

「…………へ？」

　豆鉄砲を喰らったハトとはまさにこの顔なのだろう。

　親衛隊リーダーは目を・にして固まっている。

「当たり前だろ。お前らも同罪だからな？　謝って許されることじゃないって自分で言ったくせに、うそだ、みたいな顔してんじゃねぇ」

「…………」

　こいつら本当に頭の中お花畑だな。

　仲直り？　願い下げだ。悪いが俺は心が狭いんだよ。

「いいか。俺に悪いって思うんなら、これからできる限り俺には関わらないでくれ。今までの事を受けて、お前らと穏やかな心で日常会話なんてできない」

「でも……分かった」

　ショックそうな顔で引き下がるシオリーダー。

　しおらしい態度のシオリーダー。

　ここで食い下がっても意味がないと察したか、素直に元の場所に戻って行った。

「それと、詩織！」

「……なに？」

　呼びかけた詩織の目は、涙で赤く腫れている。

　だが最後にひとつ、お前には突きつけなければいけないことが残っている。




「この証拠、マスコミに流したらどうなると思う？」

「────！」




　それを聞いた途端、詩織の全身が強こわばった。

　髪の毛が恐怖で逆立ち、呼吸すら忘れてしまっているように見える。

「当然世間から叩かれて、アイドルなんて続けられないだろうな」

　答えられない詩織に代わり、総司が説明をする。

　そう。この動画や音声を流せば、サキ同様、詩織の社会的立場は地に落ちるだろう。

　当然、アイドルなど続けられるはずも無い。

「お願い伊織、それはやめて！　私が悪かったから、全部私が悪かったから!!」

「そうだ、全部お前が悪い。自業自得だ」

「お願い！　それだけは、それだけはやめて！」

　必死に懇願してくる詩織。そこにはもう、今まで俺を虐げてきた毒姉の様相はどこにも無い。

　実に哀れな姿だった。

　まあ、詩織とて俺の夢に手を出して来たことは今までなかった。

　俺の復讐理由としては、家族や、学校生活が妨げられた事だけ。その報復も、もう終わった。




「けどな、詩織。誰とは言わないが、お前は俺の大事な友達にも手を出した！　この事は許せない。だから詩織、今後少しでもおかしな真ま似ねをしてみろ。この証拠は容赦なくメディアに叩きつける！」

「…………」




　だからこのカードは、これ以上チーナ達に手を出させない為の抑止力として使う。

　落ちる所まで落ちてしまったら、こいつは何をしてくるか分からないし、逆に追い詰めすぎて、自殺なんて事になる可能性もある。

　それに、弱みを握られてビクビクしながら芸能生活を送ることはきっと、素直に叩かれるより長期的な苦痛に繫がるはずだ。

　いつ割られるかわからない薄氷の上で、お前は夢だけ追いかけてればいい。




「お前は、お前の本性を知っている人が沢山いる中で、アイドルとして悲劇のヒロインを演じ続ければいい。母親に虐待を受けて大変でしたって被害者ぶる姿を、みんなでテレビの向こうから笑ってやる！」




　こうして、俺の復讐は幕を閉じた。
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◆






　休日。




　俺は久しぶりに、父さんの墓参りに来ていた。

　墓石に水をかけ、汚れを落とす。

　一二月の寒さが身に染みる中、軽く墓石を掃除して、花を差し替え、手を合わせる。

　今日は、一連の出来事の報告に来たのだ。

「全部終わったよ父さん。俺はもう、基地指揮官の息子だ、凄いだろ？　あいつが俺を恨む理由も知った。父さん、意外とやんちゃしてたんだな。女見る目なさすぎだろ」

　思えば、父さんが離婚しなかった理由はサキの引退に責任を感じたからなのだろう。

　何があったか知らないけど、恋愛禁止の女と子供作るなんて、なかなかのワルだ。

「まあ、俺は優しくて完璧な父さんしか知らないから責める気持ちは起きないし、父さんが何考えてたかも分かんないんだけどな。でも、俺はあいつと家族でいることには耐えられなかったよ。許してくれよな」

　俺は今幸せだ。

　きっと、今まで取りこぼして来た幸せも全部取り返せる。

　だからもう、心配しないでくれ。

　そう語りかけ、最後に、また来るよ……っと言い残して俺は立ち上がった。

『もういいの？』

『ああ、十分だ。帰ろう』

　後ろには、冬着のチーナ。

　黒のタイツの上にデニムのショートパンツ、上はコートといった出いで立たちだ。

　墓参りに一緒に行きたいと言うので連れてきた。

　報告ついでに、父さんにチーナの顔を見せておこうと思ったのだ。

　サキなんて比べ物にならないくらいの美少女を父さんに見せびらかし、線香と数珠を入れたケースをバッグにしまうと、二人で帰路につく。

　基地まではそう遠くないので、散歩がてら今日は徒歩だ。

　二人並んで、綺麗に整備された堤防敷を川を眺めながら歩いていく。

『すっかり寒くなったな』

『こんなの、まだまだ全然だよ』

『モスクワと比べんな。うう、さむ』

　こんなに寒いなら、今年は奮発して電熱ウェア買っておくか。バイク乗ったら凍死しそうだ。

　そんな事を考えていると、不意に左手がキュッと何かに包まれた。

　チーナが俺の手を握ってきたのだ。

『どう？　これであったかいでしょ？』

　いたずらっぽく微笑むチーナに軽く心不全を起こしつつ、俺も思わず微笑が零こぼれる。

『別に、俺と同じくらいじゃねぇか』

『え～。私の方があったかいよ』

　不満そうに俺の手をブンブンと揺するチーナ。

　そして手を繫いだまま、俺たちはまた歩き出した。

　冷たい風が頰を撫でる堤防敷。二つ並んだ猫柄のペアブレスレット。

　どうしてだろう。俺の心は今、不思議なほど穏やかだ。

『そう言えばチーナ』

『なに？』

『チーナはさ、アメリカに住んでみたいとか、思うか？』

　だから俺は、前々から気になっていた事をチーナに尋ねることにした。

　何故か、今がその時だと感じた。

『どうしてそんな事を聞くの？』

『いや、別に理由はないけど。何となく気になって』

　漠然と浮かんだ問い。だが最近、この答えがどうも気になる。

　聞いたからといって、別に何がどうなるって訳でもないのに。

　そんな俺の様子に首を傾かしげつつも、チーナはすぐに答えを口にした。

『忘れてるかもだけど、私アメリカ人だよ？　むしろ日本に住んでる方が変じゃない？』

『そういやそうだな』

　穏やかな表情を浮かべつつ話すチーナに、何故か俺は凄くほっとする。

　チーナはアメリカに住んでもいいと言った。

　その返事を、俺は望んでいた気がする。

　なぜ？　理由はもう、分かっているような気がした。

『私たちってさ、不思議な似た者同士だよね』

『どうして？』

『もともと違う国に生まれたのに、親をなくして結局アメリカ人になっちゃったこと。こんな経歴の人そうそういないのにね』

『言われてみれば、確かにな』

　ロシアに生まれ、アメリカ人に引き取られ日本に住むチーナ。

　日本に生まれ、日本にいながらアメリカ人の子になって日本に住み続ける俺。

　チーナの言う通り、こんな二人組は滅多にいないだろうな。

『でも、俺はこれが幸せだって思うよ。もう永遠に、家族の温もりなんて感じられないと思ってたから。だからチーナ……』

　そして俺は、チーナの目をしっかりと見つめる。

『ありがとな。あの時、オリバーさんに伝えてくれて。俺の為に、俺の意思を否定してくれて』

『うん。どういたしまして』

　チーナのおかげで、俺は家族を捨てることが出来た。

　チーナのおかげで、俺は新しい家族が出来た。

　そしてチーナのおかげで、俺は夢を叶かなえることが出来る。

　思えば彼女に出会ってから、俺の人生は大きく変わったな。

　訓練以外の時間も毎日楽しいし、友人も増えた。

　俺の今は、チーナが居なくては成り立たないだろう。

　そこまで考えて、俺はついに、自分の気持ちに気づいた。

　いや、気づく事を許したの方が正しいだろう。

　詩織や元母の事をどうにかするまで、その気持ちを認める訳にはいかなかったから。

　だが全ての障害がなくなった今、もう自分を誤魔化す必要はない。




　俺は、チーナが好きだ。




　俺は繫いだ手を、そのまますっと自分のコートのポケットに入れる。

『よ、ヨリ!?　何してるのかな!!!?』

『何って、この方があったかいだろ？』

　突然の行動に赤面して驚くチーナに、いつものお返しだと精一杯いたずらっぽく笑いかけてみる。

　ばくばくばくばく！

　俺の心臓の音が伝わってないか心配だ。

　自分からこんな事するのって、されるのと同じくらい緊張するな……。

　でもいい。これからは、俺からガンガン攻めてやる！

　俺が告白するその日までに、絶対惚ほれさせてやる！

『覚悟しろよチーナ。俺、本気だすから』

『何の事か分からないけど……いいよ。受けてたつ』
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二章　文化祭







　俺は悩んでいた。猛烈に悩んでいた。

　まじで脳が擦り減ってシワがなくなるんじゃないかというほど悩んでいた。

　何に悩んでいるかって？　それは……、




　チーナにおはようドッキリを仕掛けるか否か……である。




　もちろんただおはようを言うだけではない。

　合い鍵を使ってチーナの部屋に突入し、「おはよう」と優しく揺り起こすのだ。

　時刻は六時二〇分、仕掛けるなら今。

　しかし俺はある理由から、行動に移すのを躊躇ためらっている。

　俺はチーナを惚ほれさせると決めた。

　だが無論、今まで女を落とそうとした経験はない。訓練で水に突き落とした事ならあるが、それでときめく女はいない気がする。

　要は惚れさせたくても、何をしたらいいか分からないのだ。

　そこで、とりあえず今までチーナにやられてドキッとした事をやり返してみようと思い至ったのだが……、




　俺のおはようドッキリって効果ある？




　そう、これこそが今俺が悩んでいる原因なのだ。

　朝の開眼一番に俺の顔を見た所で、その日一日ハッピーになれるだろうか？

　むしろ怒られるんじゃないか？

　寝起きの顔を見られることは、年頃の女子にとって屈辱なんじゃないか？

　でもだからといって、このまま何もしないのも違うだろう。

　くそぉ！　分かんねぇ！

「どうすればいいんだ……」

『ヨリー。お弁当のおかず、春巻きとコロッケどっちがいい？』

『両方でたのむ』

『どっちかにしてー』

　いったい何が正解なんだ……。春巻きか、コロッケか……。

　…………。

『なんでいるんやあああぁ！』

『少し前からいたよ？　ヨリが難しい顔してたから話しかけなかったけど』

『起きるの早すぎるだろ!?』

『何言ってるの。もう七時過ぎてるよ』

　え、うっそほんとだわ！

　どんだけ悩んでたんだ俺、ひくわああぁ。

　にしてもさすがは不意打ちーナ。

　俺がアホみたいに悩んでいる隙に、彼女は家の対面キッチンを占拠し、いそいそと何か作っていたようだ。

　制服エプロン姿……破壊力たけぇ。

『はぁ、朝の大事な時間をかなり無駄にしちまった……。ところで、何してるんだ？』

『お弁当つくるついでに朝ごはんも用意したいから、もうこっちで作っちゃおうかなって』

　ズキューン。伊い織おりはときめいた。

　通い妻かよ、負けた……。

『え、なんで泣いてるの？』

『チーナが弁当作ってるから』

『それって嬉うれし涙なみだ？　悲し涙？』

『ブレンド』





◆






　うちの学校は、文化祭の時期が比較的遅い。

　例年一一月の後半に開催されるのだが、今年は色々ないざこざのせいで更に遅れてしまった。

　うん、半分くらいは俺のせいだね。半分はね。

　そういう訳で延期となった文化祭は、今週の土日、明後日あさってから二日に亘わたって開催されることとなった。

　直前ということで作業は大詰め。

　放課後の今も、皆が教室に残って作業をしている。

「うちのクラスはお化け屋や敷しきか。無難だな」

「お前話し合いの日休んでたから、勝手に配役決めたぞ。文句言うなよ」

「分かってるって。甘んじて受け入れますよ」

　そんなこんなで本番のお化け役に回されたのだが、肝心の何のお化けかは聞かされていない。

　今日ついにその衣装が完成したということで、今からみんなで着てみようというところだ。

　既に何人かは試着しており、ろくろっ首やら河童かっぱやらが教室を練り歩いて驚かす練習をしている。

　女子は別室で着替えてから、こちらに来るそうだ。

　俺はどうせ変な役やらされるんだろうが、まあいいや。楽しそうだし。

「じゃ、かが……コックスはこれな」

「はいよ」

　配役監修の細ほそ井いから俺の衣装を受け取り、広げてみる。

　その衣装とは……、

「白装束？　やけに普通にだな。ノーマルな幽霊か？」

「まあ待てって、とりあえずそれ着てここに座ってみ」

「ん？　ああ」

　とりあえず言われるまま、制服の上に白装束を着て、示されたボロボロの椅子とテーブルにつく。

「それで、このサイコロ二つ持って」

「こうか？」

「そのサイコロじゃらじゃらさせながら、俺に続いて言ってみろ」

「分かった」

　じゃらじゃら、じゃらじゃら。

「足りない……足りない……」

「足りない……足りない……」

　じゃらじゃら、じゃらじゃら。

「足りない……技能値が！」

「…………妖怪一足りない!?　こんなの誰が分かるってんだ！」

「学校を騒がせスケジュールをくるわせた罰だ！　お前には本番盛大にスベって貰もらうぜ！」

　そういう事かよ……。

　確かにお化け屋敷って、必ずビミョーに怖くない休憩所的な幽霊いるけどさ。

「ちなみに、お前はクトゥルフ神話技能が一足りなくてロストした設定な」

「うっわ、悲し！」

　確かに、それは化けて出そうだ……。

「皆お待たせー！」

　そんなこんなしていると、着替え終わった女子お化け組が入って来た。

　先頭は秋あき本もと。俺と同じオーソドックスな白装束に身を包んでいる。

　彼女は当日看板を持って呼び込みをする係であり、実質お化け役ではない。

　他にも猫女だとか色々なお化けさん達がいる中、肝心のチーナは……、

「妖よう狐こか」

　狐きつねの妖怪の衣装を身にまとっていた。

　やばい。めちゃくちゃ似合っている。

　以前見たチーナキャットも可か愛わいかったが、こちらも和って感じでいい。

　真っ白フワフワなキツネ耳に尻尾。白ベースに薄紫の生地をあしらった和服。

　あれは確か、平安時代の衣服だった気がする。

　ただ俺の記憶と違い袴はかまの裾が膝までしかなく、意外と軽装だ。

『どーお、ヨリ？』

　チーナが慣れない下げ駄たでトトトっと感想を求めに来た。

　手が半分隠れる程の長さの袖を、少し煩わしそうにしている。

　なるほど、これが萌もえ袖か。

『こんな妖狐なら、憑つかれてもいいな』

『え……うん？』

　俺の正直な感想はチーナには理解出来なかったようで、頭に疑問符を浮かべている。

　相変わらずの小首傾かしげポーズは、小動物のようだ。
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　いや、今はキツネか。

「クリスちゃん、よく似合ってるな！」

「その服、狩かり衣ぎぬってやつでしょ？　和服も似合うんだね」

「あ、ありがとう」

　俺達の会話がひと段落したのを見計らって、他のクラスメート達も賛辞を送り始める。

　狐を囲みもてはやす異形の面々。実にシュールな光景だ。

「狩衣の中でも、これは水すい干かんと呼ばれるものだ。妖狐って言うからには、玉たま藻もの前まえを参考に十じゅう二に単ひとえがいいと思ったんだがな……」

　皆がチーナを愛めでていると、衣装担当らしき男子生徒が解説を始めた。

　意外だ。こういうのは女子が担当すると思ってた。

「じゃあ、どうして十二単にしなかったんだ？　水干の方が可愛いからか？」

「細井が、彼女の健康的な脚が見える衣装にしろと……」

「細井くゥん？　うちのチーナに何させるつもりかなァ？」

「いだだだ！　肩を握り潰そうとするなコックス！　膝から下しか出てないから普通だって！　十二単は予算が足りなかったんだよ」

「……なるほど」

　よもやチーナに劣情を向けたのかとお灸きゅうを据えかけたが、そういう事ならと許すことにした。

　実際可愛いし、あのくらいの露出なら制服とさして変わらない。

　まあ、変な気を起こすやつがいたらぶちのめすけどな。

　そんな風にしてしばらくワイワイと感想を投げ合う。

　よくよく考えたら、こんな風にクラスで談笑するのは初めてかもしれない。

　これが本来の青春の形、当たり前に過ごせるはずの時間。

　でも俺にはとっては特別で、尊い時間だ。

　詩し織おりに奪われてきたこの幸せ、これから全力で取り返しに行こう。

　しかしそんな中、俺は一人だけ不満そうにしている人物がいることに気づいた。

　宮みや本もとだ。

　クラスの輪から少し離れ、頰をリスのようにぷ～っとさせ膨れっ面。

　一体どうしたというのか。

「おい、どうした宮本？　お腹なかでも痛いのか？」

「なんで……なんで私が、座ざ敷しき童子わらしなのかなああぁ！」

　あ、ほんとだ。自然すぎて気づかなかった。

　叫ぶみやもっさんの衣装は、小袖と呼ばれる普段着用の着物。

　座敷童子の一般的なイメージと言えばこの服だろう。

　それを着こなしぷんぷんしてる宮本を見て、きれいなおべべ着せてもらったねぇ～っとなでなでしたくなる衝動にかられた。

　怒られそうだからやらんけど。

「座敷童子って子供のお化けだよね!?　童子って子供って意味だよね!?　英語だとロリだよねえ!?」

　ぷんすか不満をぶちまける宮本。

　しかし迫力が全く無く、逆に周囲がほっこりする不思議。

　これが子供……座敷童子の力か。

『ヨリ、ヨリ』

『ん、どうした？』

　宮本の様子を見て、俺に小声で耳打ちしてくるチーナ。

　至近距離のため彼女の髪が頰に触れてビクッとしつつ、耳を傾ける。

『可か哀わい想そうだから、慰めてあげてよ』

『え、なんで俺？』

『いいから。ヨリが一番効果あるんだよ』

『えぇ……』

　俺が適任ってどういうことやねんと心中でツッコむ。

　正直俺は気が利く方ではない。

　故にこんな時どんな言葉をかければ良いかなんて、分かるはずもない。

　とは言え放っておくのも確かに可哀想だ。

　ぬぅ、頑張ってみるか……。

「な、なぁ宮本」

「い、いおりん……！」

　俺が慰めてみようと声をかけると、みやもっさんが期待に満ちた目をキラキラさせ始めた。

　なんでそんな目をするんや。ハードル上がるだろ。

　う～む、なんて言えば……よし。

「ええっと、ロリータの元ネタの作者はロシア人だから、童子を英訳してもたぶんロリにならない、気がする。だから大丈夫だ！」

「いおりんのばかああぁ！」

「そりゃそうだよね!?　もうちょっと考える時間があればね!?」

『分かってたよ……。アカリに隠れてるだけで、私もそこそこ幼児体型だって……』

「ロシアに飛び火した!?　大丈夫だチーナ、そんな事で女の価値は下がらん!!」

「その言葉を私にもかけて欲しかったんですけど!!」





◆






　文化祭一日目の土曜日は、主にステージ演目。

　生徒全員が講堂に集まり、ステージ企画を選んだクラスや文化部の出し物を楽しむ。

　愉快だったのは、詩織のクラスの演目がダンスだった事だ。

　確かクラスの出し物を決めたのは詩織のデビュー発表直後だったはずで、その時の勢いに任せてそのような決定にしたのだろう。

　別に愚かな選択だとは思わないし、実際話題性としては大きな効果が見込める。

　だが失敗だったのは、振り付けから指導まで全て詩織が受け持ち、更に詩織だけソロで歌う場面を用意していたことだ。

　外部の人間には分からなかったろうが、事の次第を知っている人間が見ればすぐに気づく。

　学年の多くがアンチ詩織となった今、最近の練習はさぞ気まずかった事だろう。

　振り付けやらなにやら全て請け負った手前途中で投げ出すことも出来ないし、クラスメートも指示を聞かない訳にも行かない。

　しかし生理的に、和気あいあいと練習できる訳でもない。

　詩織だけ浮いて見えるのは、俺だけではなかったはず。準備段階も含めると、実に滑稽な結果だ。

　そして二日目の今日は、主に屋台やアクティビティと言った外部向けの出し物がメインとなる。

　俺たちのお化け屋敷ももちろん、この二日目に営業だ。

　しかし……、

『暇だな……』

『暇だねえ……』

　俺とチーナは二人して、ボロボロのテーブルを囲んで客を待ちぼうけしていた。

　午前中はそこそこ賑にぎわっていたのだが少し前から客足がほとんどなくなり、吞のん気きにも閑古鳥が鳴いている。お化け屋敷で。

　俺とチーナは順路のすぐ隣どうしに配置されたため、暇になった彼女が遊びに来てだべっているところだ。

『にしても、なんでこんなに客がこないんだ？』

『ミスコンが始まったからじゃない？　詩織さん出場するらしいから、外部のお客さんもみんな見に行ってるのかも』

『ああ、なるほど。道理で……』

　今人気絶頂のアイドルがミスコンに出るとなれば、何も知らない外部の人間にとってはメインイベントといっても過言ではないだろう。

　去年のミス堀高も詩織だったな。あれ、そういや……、

『なあ、確かミスコンって生徒しか投票出来ないんじゃなかったか？』

『うん。集計が大変になるからって、外部のお客さんは見学しか出来ないそうだよ』

『なるほどな……ふっ』

『あ、悪いこと考えてる顔だ』

　生徒しか投票出来ないとなると、多くの投票者は詩織の本性を知っていることになる。

　そうなると、詩織は一位を逃すかもしれない。

　当然優勝すると考えて見に来たオーディエンスに、詩織の敗北姿が晒さらされるわけだ。

　そう考え心中でニヤニヤしていると、目め敏ざとく気づいたチーナが俺の頰をツンツンして来た。

　やめろぃっと俺もチーナのキツネ耳をふさふさしつつ、ついでに頭を撫なでてみる。

　うわ、さらっさらだ。ていうか普通に触っちまったけど、よく考えたらセクハラなんじゃ……。

　そう思い焦ってチーナの顔色をうかがったところ、ふにゅ～っとくつろいでいた。

　なんか大丈夫そうだ。なら少しこのままで……っと欲張って撫でていたその時、




　数人のちびっこ集団から凝視されていることに、気づいた。




「えっと、これはその、ごほん……足りない……足りない……」

「お取り込み中すみませんでした!!」

「待ってくれ少年少女!!　話し合おう!!」

　ＳＡＮ値が……足りない。

　俺たちの様子を見て、カップルが勤務中にイチャイチャしてるとでも思ったのか、ちびっこ共は気を遣って順路の先へ。

　油断した！

　一般の小学生がミスコンなんて楽しめる訳が無い。

　そんな中ガラガラのお化け屋敷なんて見つけたら、遊びたくもなるだろう。

　見ると、チーナも赤面してプルプルしていた。

　うん、恥ずかしかったね。だからって俺の袖摑つかんでたら同じ事だぞ？

　とは言え、よくよく考えたら見られて困るという訳でも無いのだが、なんとなく過剰に焦ってしまった。

　むしろ俺は、その事の方が恥ずかしい。

　それを紛らわすように、俺たちはぎこちない会話を捻出する。

『ええっと……次の客、こないかな～』

『そ、そうだね……』

『『アハハｈａｈａ……』』

「「「ぎゃああああ!!」」」

　しかして、次の客は意外にも早くやって来た。順路の先から。

「助けて、助けて足りない兄ちゃん!!」

「さっきのちびっこたち。どうした、逆走したら危ないぞ」

　そう。不気味に装飾された順路の先から逆走して来たのは、さっきのちびっこ三人衆。

　薄暗くても分かるほど顔を真っ青にして、慌てて逃げ帰っている。

「この先の担当は、落おち武む者しゃ役の総そう司じか……。なあちびっこ、次のとこにいた悪魔が何かしたのか？」

「目が……やばかった」

「やべえ、あの落ち武者本物だったって」

「うえええん。怖かったよおお」

　ああ、うん。あいつ人相悪いからなあ……。

　てか俺のことも怖がれよ。なんだよ足りない兄ちゃんて……。

「えっと、大丈夫？　こけたり、してない？」

　そこへ落ち着いたチーナが近づいて来て、子供たちに優しく声をかけた。

「こ、こけてねぇよ……大丈夫だって」

「べ、別にちょっとびっくりしただけだし……」

「そっか。よかった」

　チーナの美貌は、少年すらもタジタジにさせた。

「にしても、暗いんだから走っちゃダメだろう？　逆走したら危ないぞ」

「「「ごめんなさい……」」」

　他に客がいなかったからいいようなものの、この暗闇で突飛な動きはとても危ない。

　その事を軽く注意するが、とても礼儀正しい子達のようなので、この位でいいだろう。

　多分に、子供嫌いな総司が本気出したのも悪い。

「よし、次の落ち武者は大笑いして通り抜ければ大丈夫だからな。気をつけて行けよ」

「兄ちゃんも、人目を気にした方がいいぜ！」

「……おう」

　そうして送り出そうとした時、三人の内唯一の女児が、おもむろにチーナに声をかけてきた。

「あ、待ってください。綺き麗れいなおねえさん、最後にいいですか？」

「え、私？　どう……したの？」

　お化け屋敷だというのに、こんなに和気あいあいとしていいのかと思わないでもないが、まあいいか。

「お姉さん、どこの国の人ですか？　すっごく綺麗ですね！　さっきも綺麗な髪の外国人さんを見たんだけど、お姉さんの妹ですか？」

　実に子供らしく、キラキラした視線をチーナに送る少女。

　見た感じ、外国人風の美に憧れているのだろうか。

「えっと、ありがとう。私はロシア出身、だよ」

　チーナは日本文化に合わせた謙虚な振る舞いを習得した。

「Мм……。ところで、私に妹はいないん、だけど、綺麗な髪の人って？」

　照れたチーナが分かりやすく話題を変えにかかる。

　確かにチーナは一人っ子だし、綺麗な髪というだけで妹かと聞くのはなかなかな飛躍だ。

　この辺りは在日米軍の家族も多く外国人など珍しくもない。

　しかしチーナと比肩出来るほどの美少女となるとそうはいないだろう。

　そう考えると、少し気になる話ではあった。

　チーナにライバルなんていてはならぬ。

「え、妹さんじゃないんですか？　すっごく綺麗な人だったのに……あ、そうあの人！」

　そこでなんと、少女が俺たちの後ろを指さしてきた。

　いやいやオリバーさんじゃあるまいし、噂うわさをすればなんて事そうそう起きるわけ無いだろう。

　そう思いつつも気になったので振り返り、その人物を確認する。

　するとそこには、確かに目を見張るような綺麗な銀髪をした少女がいた。

　そして彼女は、俺のよく知る人物だった。

「ごめんお嬢ちゃん。やっぱり妹だったわ」

「ですよね!?　私の目はごまかせ……」

「俺の」

「お兄さんの妹!?」

　彼女の名はリリー・コックス。

　ドイツ出身のエマの実の妹であり、オリバーさんの養子。

　そして数日前に、俺の義理の妹となった銀髪碧へき眼がんの少女である。

　白いロングワンピースに黒のジャケットという服装が、白人の中でも特に色素の薄い彼女の美しさを神秘的に際立たせている。

「遊びにきたよ、伊織兄さん！」

　と言っても彼女は、ドイツより日本にいた時間の方がよっぽど長いのだが。
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「二人とも、何か食べたい物あるか？」

「じゃあ、私たこ焼きで」

『私は、うどんがいいな』

「見た目の割に日本に生きてるよな、お前ら」

　俺はリリーとチーナという、外国人美少女二人を連れて出店を回っていく。

　あの後すぐに宮本や細井と交代し、俺とチーナは休憩時間をもらった。

　そこで遅めの昼食を、リリーを交えて三人で摂とる事にしたところだ。

『改めてチーナ、彼女はリリー。俺の妹だ』

　人ひと気けのない場所を見つけてテーブルに腰をかけつつ、リリーをチーナに紹介する。

　なんだかんだ二人は初対面。

　リリーも自己紹介する流れだと感じ取ったのか、自らチーナに挨拶をした。

「初めましてクリスティーナさん。私はリリー・コックス。ドイツ出身です。兄さんから聞いてた通り、すっごく可愛いですね！」

「クリスティーナ・クルニコワ……だよ。えっと、リリーちゃんこそ、凄すごく綺麗だね」

　お互い名刺交換のように褒め合う二人。

　ただ二人とも、規格外の美少女なのは間違いない。

　せっかく人気がないところを見つけたのに、それでも凄い視線だ。

　遠くからでも目立つリリーの銀髪。それによって目に留まる美少女二人。

　凄すさまじい嫉妬のオーラを感じる。

　まあ傍はたから見れば両手に花な訳だし、仕方ないだろう。

「ところでリリー、こんなとこで遊んでていいのか？　高校受験もうすぐだろ？」

「一日くらいだいじょーぶ。それに、受験会場の下見は大事でしょ？」

「そういや、うちの高校受けるんだっけか」

「うん！　制服も可愛いしね～」

　ニコニコと上機嫌に話すリリー。

　クール寄りのチーナと違い、リリーはかなり明るい性格だ。

　エマとセットの時は結構騒がしかったりする。

　今も彼女はとても楽しそうに、チーナに話を振った。

「ところでチーナ先輩？」

「せんぱぃ……あ、先輩か。どうしたの？」

　聞きなれない単語の意味をなんとか思い出すチーナ。偉いぞ。

　しかし続くリリーの言葉を聞いて、俺は心臓が止まった。

「兄さんとは、今どうなんですか？」

　にっこにこで尋ねるリリー。

　その様子は、完全に日本人中学生のそれだった。

　そのあまりにもいきなりな質問に、チーナも俺もビクッとして、一瞬フリーズしてしまう。

「どうなんですか」と言う曖昧であり直接的な問い。

　事実として俺たちは付き合っていない。

　しかしこの質問は、そんな表面的な事を聞いているものでない事は、俺でも分かる。

　お互いのことを、どう思っているのか。

　その答えは、正直今俺が一番知りたい事でもあった。

「どう……かぁ」

　尋ねられたチーナは、ふーむと考え込む素振りを見せる。

　どう、なんだ……。

　生唾を飲み込みつつ、その答えを待つ俺。

　しかしチーナは、問うてきたリリーではなく何な故ぜか俺に視線を向けると、とぼけたようないたずらっぽい笑みを浮かべ、こう言い放った。




「ヨリは、どう思う？」

「えっ!!　ずっりぃ!!」




　本音砲、ファイヤ。

　セイセイセイ！

　聞かれたのはチーナなのに、どうして俺に振るんでぃ！　ずるいだろ！

　そんな予想外の切り返しに俺の頭がショートしているのを見て、リリーがやれやれと言った様子で、

「なるほど、だいたい分かりました」

　っとこぼした。

　エスパーでもないリリーに、今ので何が分かったというのか。

　眉唾甚だしいと思わないでもないが、彼女の顔を見ると本当に理解していそうに見える不思議。

　そしてリリーは呆あきれたような諦めたような笑みを浮かべつつ、何故かドイツ語で俺に話しかけてきた。

『相変わらずなんだね、兄さんは』

『え、何がだ？』

　反射的に俺もドイツ語で返す。

　思えばこの言語、久しぶりに話す気がする。

　リリーが小さい頃、コミュニケーションを取りたくて必死に勉強したっけな。

　若干感傷に浸りつつ、そのままドイツ語でリリーとの会話を続けた。

『朴念仁でヘタレなところ。ま、兄さんには初めての恋なんだから仕方ないか』

『え、なんでそれ知って……』

『ずっと兄さん見てきたから分かるんです～』

　俺がチーナの事が好きなのをなぜか理解し、イーっと舌を出してくるリリー。

　その表情には、安心と、喜びと、少しだけ諦めのような色が見えた気がした。

『まあ、仕方ない……か。応援してるから頑張りなよ、兄さん』

『お、おう……』

『ヨリ、何話してるの？』

『言語のカオスを投入するなチーナ。括かっ弧こにだって種類というものがだな……』

『『括弧って何？』』

「ややこしいんじゃああぁ！」
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　昼食を摂った後もう少し時間に余裕があったので、リリーの提案でミスコンの結果発表を見に行くことにした。

　正直人の集まるところには行きたくないのだが、リリーに押し切られてしまった形だ。

　まだまだ〝サキ〟の虐待問題は世間のホットトピック。マスコミが文化祭に潜入している可能性は高い。

　故に、俺もその標的であり続けているわけだ。

　チーナとリリーを連れてるだけでも目立つってのに……。

　俺は心中穏やかでないまましっかりとマスクを装着し、二人と共にグラウンドに設けられた特設ステージにたどり着いた。

「あちゃ～。もう結果発表終わってたか」

　しかし、肝心の投票の集計結果は発表された直後の様で、現在ステージ後方の大きな画面にその結果が表示されていた。

　総投票数　二九八票

　一位：　伏ふし見み　愛あい菜な　六四票

　二位：　鏡かがみ　詩織　三三票

　三位：　天てん野の　めぐみ　二六票

　結果はこのようになっており、四位以下は諸もろ々もろの配慮の為ためか公表されていない。

　詩織が二位か、結構頑張りやがったな。

　他学年の奴やつらには例の件を知らない奴もいるし、こんなもんか？

　予想外に健闘した詩織に俺は少し不満を持つ。

　しかし周りで同様に結果を見ていた外部の人間は、違う方向で納得行かない様子だった。

「おい、シオンちゃんが二位ってどういう事だ！」

「この学校の男子は、目見えてねぇんじゃねえのか」

「総票数の割に上位の票が少ないし、裏で不正してるんだろ」

　騒いでいるのは主に他校の男子生徒のようだ。

　成人男性も多い。

　詩織の本性を知らないファンにとっては、受け入れ難がたい結果だろう。

「でも、確かに票数がおかしいな……」

　うちの文化祭のミスコンはエントリー制なので、当然エントリーしている人間の間で票を取り合うことになる。

　しかし見る限り、エントリーしているのは精々二〇人程度。

　それならトップ三人にもう少し票が入っていないと、確かに総投票数と合わない気がする。

　だがリリーにはその原因が分かったようで、俺たち二人に向かって自信満々に説明してきた。

「エントリーしてない人に票を入れた人が、沢山いたんだよ。文化祭のミスコンなんかではよくある事らしいよ」

「エントリーしてない生徒……なるほど、チーナか！」

　リリーの名推理を聞いて、俺は完璧な回答にたどり着いた。

　そりゃそうだ。

　学校で一番の美少女を決めるのがミスコンだというのなら、エントリーしていないからと言ってチーナに票が入ってしまうのは必然。

　むしろ少ないくらいだ。

　当のチーナは俺の隣で赤面している。

「まあ、実際チーナがエントリーしてたら圧勝だっただろうし、当然の結果だな」

「そうだね。チーナ先輩なら優勝は間違い無いね！」

「もう、二人とも……」

　さらに顔を真っ赤にしながらも、そう言われて嬉うれしいのか口がもじもじ曲がっているチーナ。

　リリー程の美少女に褒められたのだ。それは確かに嬉しいだろう。

　だが何故かチーナは人混みに隠れながら、キュッと俺の手を軽く握ってきた。

『え、どうしたチーナ？』

『ミスターコンもあれば、ヨリが一位なのにね』

『いやいやねぇだろ。あったとしてもボディビル選手権じゃねえか？』





◆






「それじゃ、伊織兄さん、チーナ先輩またね！」

「一人で大丈夫か？　言っちゃなんだが、ナンパとか絶対されるぞ。うちの学校民度低いから」

「ほう。兄さんは私がナンパされるほどかわいいと思ってくれてるわけだね」

「そんな気持ちじゃほんとに襲われるぞ？」

　かわいいかどうかで言えば、リリーにはもはや神々しさすら感じる。あ、かわいいかどうかで言ってなかった。まあいいか。

　そしてその容姿は、チーナ以上に目立つ。

　だって銀髪なんだもの。

　それに、文化祭テンションでナンパのハードルもかなり下がっているはず。

　正直かなり心配だ。

「大丈夫。もう帰るだけだし、エマが車で迎えに来てくれるから」

「じゃあくれぐれも気をつけろよ。無事に帰ったら連絡しろよ」

「兄さんこそ。メディアがたくさん校内に入ってるみたいだから、気を付けてね。それじゃ！」

「ま、またね」

　なるべく釘くぎを刺しておき、俺とチーナはリリーを見送った。

『それじゃ、私たちはもう少し回ろっか』

『そうだな。せっかくいろいろ出店あるし』

　チーナと二人で出店巡りか。

　これは、チャンスかもしれない。

　漫画とかでよくあるのは、「文化祭のお化け屋敷なんて大したことないでしょ～」からのつり橋効果！

　これを機にチーナとの距離を一気につめて、

「お化け屋敷うちのクラスじゃねえか馬鹿野郎!!」

『え、なに!?　どうしたの？』

　うちの文化祭は、基本出店の被かぶりは禁止。

　誰だ、倍率の高いお化け屋敷を無駄に勝ち取ってきた輩やからは！

『ヨリ、そんなにお化け屋敷行きたかったの？』

『違う、チーナと一緒に行くから意味が……ってなんでもないぞ』

　あぶねえ！　うっかり変なこと口走るとこだった！

『そ、そっか。じゃあ今度遊園地にでも……』

『それより、どこに行く……って、すまん何か言いかけたか？』

『なんでもないですよ～。それじゃ、金魚すくいやってみたい。ヨリのおごりで』

『チーナ、なんか怒ってないか？』

　まあ金魚すくいもカップルなら定番か。

　俺たちは中庭の一角に移動し、一年がやっている金魚すくいのコーナーへ。

　長方形のビニールプールに水が張られ、その中で赤と黒のデメキンがそよそよと泳いでいる。

『あ、かわいい』

『金魚は初めてか？』

『うん。クリオネと同じくらいかわいい』

『売値も同じくらいだしな』

　参照：どうぶつ○森。

　男女二人ずつが店番についており、客はちょうどいないようだ。

　俺は二人分の代金を取り出して、暇そうにうなだれている店番の男子一人に声をかけた。

「二人分、一回ずついいか？」

「はい、いらっしゃいま……く、クルニコワ先輩！」

「おい、俺をすっ飛ばしてチーナに反応すな。悲しいだろ」

　チーナは既に、学年を問わず校内で認知されている。

　そりゃこんだけ美少女なら当然だろう。

「す、すいません。二人分っすね。どうぞ」

　謝りながらポイとお椀わんを二セット用意してくれる後輩君。

　一年の間で、チーナは相当高たか嶺ねの花扱いされているのだろうか、チーナに渡す時だけめっちゃ手が震えている。

「ありがとう」

「いえっ！　全然です！」

「さんきゅ」

「どもっす」

　この差よ。まあいいけど。

　やれやれと膝を曲げ、金魚と対たい峙じする。おっと、いけない、

『チーナ。しゃがむときスカート気をつけろよ』

『あ、うん』

「あっ……」

　あっじゃねえよ後輩くん。期待した目で視線を下に向けるな。その聖域は貴様には踏み入れさせん！

『ヨリは、金魚すくい得意なの？』

『得意ってほどじゃないが、デメキン程度に遅れは取らないぞ。いいか？　こうやってポイの根本をしっかり持って……』

　バキッ！（ポイ落命）

「先輩……交換、しませんからね？」

「いや、少し張り切っちゃったというか、むしろこれは俺の力に耐えられなかったポイが悪いというか」

「だめです」

　ケチいぃ！

『ヨリ見てー、赤黒のカップルとれた』

　俺の立場！

「い、今袋に入れますね先輩！」

「ありがとう」

　おなじみのビニールの巾着にデメキン二匹を入れてもらい、嬉しそうなチーナ。

『でもチーナそれ、飼うつもりか？』

『大丈夫、アンジーには許可もらってるから。ヨリ、赤い方名前つけて』

『じゃあジキルで』

『黒い方ハイドになるからだめ』

　事前に許可まで取ってあるとは。どうやら、前から金魚すくいに興味があったらしい。

　意外と魚好きなのか？

『じゃ、ちゃんと世話するんだぞ』

『もちろん』

　そこで、会話の様子をうかがっていた後輩男子が、おずおずと割り込んできた。

「あの、先輩」

「なんだ」

「お二人は、付き合ってるんすか？」

　どいつもこいつも、核心を攻めてきやがって。

　チーナに彼氏がいるのかどうか、一年の間ではかなりトピックになっているはずだ。

　実際、今チーナに彼氏はいない。今は、まだ。

　だがそれを素直に言えば、有象無象がアタックしてくる可能性がある。

　それは阻止しなければいけない。

「どうなんすか、先輩」

「俺、たちは……」

　くそ、なんて言ったらいいんだ。黙ってるのもよくない。くそ、ここは口のうまいやつを、インストール！

「まだ付き合ってない。まだ、な。挑戦したいならかかって来いよ。ああそういや、こないだ何人か退学になってたなあ」

「……まじ、すか」

　清し水みず総司がインストールされました。

　完全に降ろす奴間違えたよね。

　しかも総司の言動を完全にトレースしてる自分が怖い。

　ってそうじゃない！　これ、ほぼほぼ告白じゃないか！

　チーナ、チーナは!?

『ルビーとサファ……青くないし、クロ……は安直かなあ』

　まだ名前考えてた。セーフ！




『……びっくりした』

『ん？　チーナ、今何か言ったか？』

『な、なんでもない。なんでもない……から』

『そうか』





三章　二人で







　文化祭も終わって、一二月も残り半分を切った。

　高校での今年の行事は特に残っておらず、後はもう冬休みを楽しむだけ。

　そしてこの時期、高校生のホットトピックと言えばもちろんこれである。

「なあ、クリスマスどうする？」

「デートに決まってるだろ！」

「まず彼女作らねぇとな」

　そう。カップルの祭典、クリスマスだ。

　長期休暇を目前にして、耳にするのはこのような会話ばかり。

　実際にうちのクラスでも、これを機に付き合い始めた奴やつらが何人かいるらしい。

　こう考えると、夏と冬にカップルが増えるというのは事実なのだろう。

　そして今は掃除時間。

　俺の担当は理科実験室で、細ほそ井いと藤ふじ田たの計三人で取り組んでいる。

　ちなみに藤田とは、林間学校で同じ班だった黒髪メガネの女子だ。

　それぞれの役割を全うしつつ、いつものように細井主導で雑談が交わされる。

「藤田はやっぱり、クリスマスは彼氏とデートすんの？」

「そうね。せっかくの特別な日だし、特に用事もないしね」

「いいよなぁ。藤田ってクールに見えてしっかり青春してるよなぁ」

　ゴシップ大好きな細井が持ち出す話題は、もちろんクリスマスについて。

　そしてその矛先は、俺にも向けられた。

「そんで、かがコックスは？」

「流りゅう暢ちょうに言い直せるくらいならいい加減覚えろよ」

　藤田の返答が予想通りでつまらなかったのか、妙に期待に満ちた目を向けてくる細井。

　全く、人の恋路をなんだと思ってるんだこいつは。

「なんで教えなきゃならん」

「いいじゃねえか今更だろ。チーナちゃんと過ごすのか？　もしかして、文化祭の時一緒だった銀髪美少女？」

「だからあれは妹だって……たく。クリスマスは義父オリバーさんの家でパーティするから、それに参加するつもりだ」

「さすがアメリカン。ホームパーティってマジでやるんだな。で、イブは？」

「二四日は……チーナを誘おうと思ってる」

「「え、まだ誘ってなかったの!?」」

「藤田まで!?」

　うそだろ。クリスマスまで一週間以上あるのに、世間の方々はもう約束取り付けてるってのか？

　はっや！

　俺の驚きょう愕がくの表情を見た藤田がはぁっとため息をつきつつ、忠告でもするような様子で話を進めてきた。

「ぼさっとしてると、クリスティーナちゃん他の人と約束しちゃうかもしれないわよ。この間だって、後輩の男の子に誘われてるとこ見ちゃったし」

「まじ……か」

「まあ断ったみたいだけどね」

　一瞬頭が真っ白になるが、チーナが断ったと聞いてひとまず安心する。

　そうか、そんなにも事態は切迫していたんだな。

「そうだぞコックス。二年の奴らはお前が怖くて手出さないけど、先輩や後輩は時々チーナちゃんに声掛けてるからな。部活の勧誘にかこつけたり、ストレートに告白したやつもいるらしいぞ」

「告白だと！　俺そんなとこ見てねぇぞ！」

「あなたがいない時を狙ってるからよ」

　まじかよ……っと俺は自分の情弱さを悲観する。

　確かに、いつもチーナのそばにいるから大丈夫だと俺は油断していたのかもしれない。




　よし決めた。今日中にチーナを誘おう。
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　そしてバイトが終わって、夜。

　いつものようにチーナと二人で、俺の部屋で夕食を食べる。

　今日は俺の作ったハンバーグ。

　別に話し合った訳ではないが、なんとなくバイトが早く終わった方が夕食を作るシステムになっている。

『今日のバイトはどうだった？』

『んー、別に重要な会議って訳でもなかったし、気楽だったな。チーナは？』

『聞いて驚け！　ちょっとだけ事務の受付を任されました！』

『へぇ。やるじゃん』

　食事をしながら交わす、他愛のない世間話。

　俺の口くち真ま似ねをしつつ、嬉うれしそうにブイサインを掲げるチーナが今日も可か愛わいい。

　さあ、クリスマスの話を出すなら、イレギュラーの入らない今がベストだ。

　やべえ、緊張してきた……。

　正直なところ、割と自信はあったりする。

　今までの事を考えると、チーナが俺に好意を持ってくれている可能性は、あると思う。

　だがそんな勘違いから告白して撃沈……なんて話もよくあるらしい。




　そう、実際にあるらしい。大事な事だから二回言ったぞ。




　そしてそんな高度な判断が、恋愛初心者の俺に出来るはずもない。

　だからこそ一度遊びに誘うことで、色々見えてくるはずだ。

　自然にだ、自然に行くぞ～。

　俺は雑談の流れを崩さないように、チーナに予定を取り付けるべく話を切り出した。

『あの……さ、チーナ』

『どうしたの、改まって？』

『…………』

　俺の言葉を聞いて小首を傾かしげるチーナ。

　うん、つっかえた。極めて不自然になった。

　まあいい、こう言った事に慣れていないのはもはや仕方ない。

　ドンマイ俺！

　俺は自分を慰めつつ心中で深呼吸すると、気を取り直して次の言葉を紡いだ。

　気後れしてしまわないよう、一息に言い切ろう！

『二四日どこか二人で遊びに行かないか！』

『いいよ。どこに行く？』

『もちろん忙しいなら……ん？　今なんて？』

　予想外の即答に、うっかり聞き逃してしまう俺。

　仕方ないじゃないか……明確なデートに誘うなんて初めてなんだ。

　心の余裕がねえんだよ！

『もぅ……いいよって言ったの。クリスマス、二人で遊びに行こ？』

『え……いいのか!?』

『そっちが誘ったのに何言ってるの』

『いや、そうだな。すまん』

　緊張した……ホッとした……嬉しい……よっしゃああ！

　返事を聞くまでめちゃくちゃ不安だった事もあり、すんなりＯＫをもらって有頂天になった俺は、心中でガッツポーズを掲げる。




　そのせいで、滅多に見られないチーナのにやけ顔を見損ねてしまった。
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　翌日夜の、オリバー宅。

　養子になって新しく用意された俺の部屋。

　週に一度くらいしか利用しないため生活感のないこの部屋に、エマとリリーを含め三人が集まっていた。

「それじゃ、伊い織おりのクリスマスデート作戦会議を始めたいと思います！」

「Ｊヤａー！」

「お、おう……」

　その目的はというと、クリスマスイブのチーナとのデートに向けて、エマとリリーが色々指南してくれると言ってきたのだ。

「妙にテンション高いな、リリー」

「私も、二人の事応援するって決めたからね。さて伊織くん、とりあえず君は今どんなプランを考えていますか？」

　演技がかった態度のリリーが、現時点での俺のデートプランを尋ねてきた。

「やっぱり、それ聞くのか」

「細かい事が気になってしまうのが、僕の悪い癖」

　ｗｉｔｈティーカップ。

　とは言え、二人の女性に相談に乗ってもらえるというのは、俺にとって願ってもない事だ。

　恋愛初心者、デート経験なし。

　少なからず不安はあるので、ここは甘えておくのがいいのかもしれない。

　ちなみに、いつもの女子メンバーは当てにしていない。

　秋あき本もとはスポーツジムにしろとか言いそうだし、宮みや本もとは……トイ○らス。

「とりあえず考えてるプラン言ってみなさい。大丈夫、笑ったりしないから」

「笑うフラグどうも」

　エマにも急せかされ、俺は考えていた予定を口にする。

「二四日は土曜日で全日デートできるから、とりあえず日中は水族館、夜は……どこかイルミネーションでも見に行こうかなと」

「「まとも……だと……」」

「笑われるよりショックな反応やめろ」

　ベッドに並んで腰かける姉妹は、俺のプランを聞いて謎の衝撃を受けていた。

　そんなに俺の感性を疑っていたのだろうか。失礼な。

「兄さんの事だから、てっきり体動かす系だと思ったよ」

　そう言いつつ、クマのぬいぐるみをパフパフするリリー。

　そして気を取り直したエマが、俺に理由を聞いてきた。

「ところで、なんで水族館なの？」

「ロシアって、水族館少ないだろ？　あの広さで二桁もないんじゃなかったっけな。だからチーナも行ったことないだろうし、楽しめるんじゃないかと」

「なるほどね、でも人多いんじゃない？」

「人が多いのはどこも同じだろ。一応電車で二時間くらいの田舎の水族館にしようと思ってるから、少しはマシなんじゃないか。人数制限あって、そのチケットも取ってるし」

「準備がいい！　デートに誘うのは遅かったのに！」

「褒めてからの裏拳！」

　そうですよ！　誘う前からチケット取ってましたよ！

　断られたら総そう司じと秋本に押し付けようとしてましたよ！

「なによ～。私と遊ぶ時は兄さんな～んにも決めて来ないのに」

「大抵エマと三人だろ。それに、いつもお前が行き先決めてくるじゃねえか」

　逆にいうと、今までリリーやエマが行き先を決めてくれたおかげで、デートスポットも考えやすかったのかもしれない。

　そこは感謝だな。

「て言うか、他にも服装とかアドバイスないのかよ。自分で言うのもあれだが、ファッションには疎いぞ」

「兄さんはシンプルなの着てれば大抵似合うから、大丈夫だよ。別に特別飾らなくても」

「なるほど……」

　つまりいつも通りでいいと、なるほど。

　なら、あと聞いとくことは……

「……あれ、会議終わってよくね？」

「な～に言ってるの伊織。あるでしょ？　一番大事な事が」

「そうだよ兄さん。忘れてるとは言わせないよ」

　あとは本番勝負だなと、話し合いを終えようとした俺を、二人がニヤニヤしながら止めてきた。

　一体何を話しておこうというのか。

　しかしてそれは、確かに非常に大切な内容だった。




「「チーナちゃん先輩にどう告白するの？」」

「うっ……」

　それを聞いて、俺は緊張で思わず固まってしまう。

「まさか兄さん、この期に及んで告白しないとか言わないよね？」

「さすがに、伊織もチーナちゃんの気持ちに気づいてるんでしょ？」

「ていうか、イルミネーションを予定に入れてる時点でそういうつもりだったんでしょ？」

　矢継ぎ早に捲まくし立たててくるコックス姉妹。

　ヒートアップしたらうるさいんだよな、こいつら。

　だが俺も漢おとこ。今回のデートにＯＫをもらった時点で、覚悟はできている。

「それはまあ、もちろん告白はするつもりだ。イルミネーションの前で。でも……」

「「でも？」」

　そう、俺は今回のデートでチーナに告白するつもりだ。

　勝算が高いとも思っている。

　だが、しかし……、

「告白文句までお前らに相談するのは普通に嫌なんだが？」

　その件はさすがに、ほっといてもらえませんかね……。

　だがリリーさんは、そんなことは許してくれなかった。

「甘い！　甘いよ兄さん！」

「え、何が？」

「兄さんはいざという時必ず中途半端に失敗するから、練習しとかないと嚙かんだりするよ！　初めてのチークキスをミスったみたいに！」

「なんで知ってんの!?」

　何な故ぜかリリーが無駄に楽しんでいる気はするが、確かに俺は本番に弱いかもしれない。

　告白の文句だって、本番のノリで行こうと考えていたのだが、それも間違っているのかもしれない。

　そう考えると……、

「まあ、一理ある……のか？」

「そうだよ兄さん！　だから、私をチーナ先輩と思って練習しよう！」

「だが断る」

「恥ずかしいなら、チーナをリリーに入れ替えてもいいんだよ？　さあ兄さん！　私をチーナ先輩と思って告白してみて！」

「く……」

　嫌だ。嫌に決まっている。

　当然だろう？　義理とは言え妹や姉の前で告白の練習なんて……。

　しかも妙にリリーがニヤついてるし。

　面白がってるのか、何か期待してるのか分からんが、やめて欲しい。

　だがリリーの言う通りぶっつけで本番に臨んだところで、失敗するのは過去の事例からも有り得る話。

　どうするか……。

　究極のジレンマに頭がショートしそうになっていたその時、ピコーンと妙案が閃ひらめいた。

　なるほど、この手があったか！　ジレンマ敗れたり！

「分かった。いくぞ……」

　そして俺は一呼吸置いてから、チーナへの告白の言葉を紡いだ。

『好きだチーナ。俺と付き合ってくれ』




　ロシア語で。




　はっはー！　どうだリリー理解できまい！

　チーナに告白する練習なのだから、当然本番に即したロシア語がベスト！　文句は言わせん！

　勝ったな！

『私も、ヨリーの事が大好きです』

　だがそのリリーは、ニヤニヤ顔で言葉を返してきた。




　ロシア語で。




「え……あれ？　リリーってロシア語話せる……のか？」

「ふっふっふ。マルチリンガルが兄さんだけだと思ったら大間違いだよ。小さい頃から兄さんの真似して語学の勉強してたからね」

　なるほどつまり、リリーはバッチリ俺の告白文句を理解していたと。

　…………かあぁ。

「うそだろ！　まじか！　俺のアイデンティティ無くなるじゃん！　多言語マスター俺一人じゃないじゃんてか恥ずか死ぬうううああぁ！」

「まあまあ兄さん。どうせこの話のタイトルなんて一巻の時点で味無くなったガムみたいなものなんだし、気にしなくていいんじゃない？」

「やめろ！　薄々気付いてた事を言語化するな！」

「ということで次巻からは『日本語が話せるようになったロシア出身アメリカ人美少女は、沢山の多言語マスターに頼る必要は無い』に変更だよ！」

【重大告知】タイトル変更のお知らせ

　ついでに主人公はチーナに替わります。さいなら……。

「まあまあ伊織。タイトルが序盤しか活いきてない話なんていくらでもあるんだし、降板しなくったって大丈夫よ。摑つかみさえ良ければ誰も気にしないって」

「エマさん。さすがにメタいんでやめてください」

「ごめんね兄さん。主人公辞めないで」

【報告】主人公続行してみた

　はあ、こいつら俺で遊び過ぎだろう。漢の純情なんだと思ってやがんだ。

「てか、告白練習するつもりが変な方向に発展しすぎだろ。話を戻すぞ」

「あれあれ、兄さんそんなに告白練習したかったんだ。しょうがないなー」

「……」

　最近のＪＣこえぇ。

「だあぁもうこうなったらやけだ！　やってやるよお！」

「その意気だよ兄さん！　じゃあ次はチーナの部分をリリーに変えてやってみようか！」

「リリー、さり気なく自分の欲望満たそうとするのやめなさい」
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　そして迎えたクリスマスイブの夜。いわゆる聖夜。

　夜景に煌きらめくもみの木のイルミネーションの前。

　そんな幻想的な景色の中で、俺とチーナは並んで立っていた。

　緊張した様子で、そしてどこか期待した様子でチーナが口を開く。

『綺き麗れいだね、ヨリ』

『ああ、えっと。チーナの……ほうが……きれいだよ』

『………あ、うん』

　会話がぎこちないのは、これからの展開をお互い薄々気づいているからか、それとも……。

　とにかく俺は、勇気を振り絞って目の前の少女の名前を呼ぶ。

『えっと、チーナ』

『……なに？』

　伝えるんだ、俺の気持ちを。

　今までのなあなあな関係をぶち壊し、正式に恋人となるために。

『えっとチーナ、その……聞いてください、告白』

『なんか歌い出しそう』

『うるさい』

　俺が必死に言葉を紡いでいるというのに、彼女は面白そうに茶化してくる。

　そのせいで一番大事な事を伝えられない。

　いや、流されてる俺が悪い！

　ここは漢として、ガツンと行くんだ！

　俺は彼女の肩に両手を置き、目と目を合わせて一息に、思いの丈を叫んだ。

『聞いてくれ！　ずっと、ずっと好きだったんだリリー！　……間違えたチーナああぁ！』

「リリーへの告白頂きましたぁ！」

「伊織……本番は間違えちゃダメよ？」

　ちなみに今のは練習である。迫真過ぎて気付かなかったかもしれないが、練習である。

　もみの木？　そんなんねぇよ。目の前にはリリーが持ってきた巨大クマさんしかねえよ。

　心なしかクマさんからも痛い視線を向けられている気がする。

「いやー楽しいね兄さん。もう一回やる？」

「やればやるほど本番が不安になってくるんだが……てかアドバイスとかねえのかよ」

「ロシア女子のときめく言葉とか知らないけど？」

「解散！」
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　ついに、明日か……。今度こそ明日か。

　クリスマスイブのイブ。一二月二三日。

　チーナとのデートを明日に控えた金曜日の夕方。

　俺はそわそわと時間を過ごしていた。

　スケジュールは何回も確認したし、今更できることもない。

　だからといって、落ち着いてなどいられない。

　俺にとって、初めての告白なのだから……。

　よし、こんな落ち着かない時は体を動かすに限る。浜辺でも走ってこよう。

　そう思い、支度をしようと立ち上がった時だった、

　ガチャッ。

『ヨリー、こんばんは』

　突如扉が開いて、チーナが入ってきた。

　突然の来訪は別に珍しくも何ともないが、少し荷物が多い……か？

『どうしたんだ？』

『ヨリ、停電した。泊めて？』

　うん、泊まるなら荷物多いわな。

　って、いやいやいや。

『そんなばかな。俺の部屋は無事なんだから、ブレーカー落ちただけだって。上げてやろうか？』

『そんなヨリに、これをプレゼント』

『なんだ、この黒いツマミ……ブレーカあああぁ！』

　手渡されたのは、ブレーカーの亡骸なきがらの一部。

　チーナの部屋のブレーカーがブレイクされた。

『何でこんなことに？』

『ブレーカーが急に落ちたから、椅子使って上げようと思ったんだけど、バランス崩しちゃって』

『けがはないか？』

『それは大丈夫』

『ならよかったけど……』

　まあ事情はわかりました。わかりましたけれども……、

『だからって、いくら何でも泊まるのはまずいだろ』

『でも、この時期さすがに電気使えないと寒いし……。明日出かけてる間に直してもらえるらしいから、お願い！』

　一二月のこの時期、確かに暖房無しでは少し厳しいだろう。

　うちの将兵用住宅はオール電化だから、お湯すら出ない。

　他に頼れそうなところもない。

『はあ、仕方ない……のか』

『やった！』

　結局、なし崩し的に許可してしまった。

　どうやら、俺はチーナに弱いらしい。

『じゃあ夕飯つくるね。何がいい？』

『……あんま食欲ないな』

『ヨリが食欲ないって、明日星でも降るんじゃ……』

『雨や槍やりはどうした』

　……ま、俺がしっかりすればいい話か。




　その後、軽く食事を摂とって交代でシャワーを浴びる。

　俺が先に済ませ、今はチーナが使っているところだ。

　正直、ドキドキする。壁を一枚隔てた……いや二枚、三枚か。あ、普段と変わんねえわ。

　とにかく、近くで彼女がシャワーを使っていると想像すると、緊張しないわけがない。

　だが紳士として、彼女の信頼を裏切るようなことはしない。

　お風呂場にクモが出て、「助けて！」と呼ばれない限りは……。

　フラグセット完了。いつでも来い！

『ヨリ！　ちょっといい!?』

　実行フラグ確認。大義名分砲、ファイヤ！

『どうした!?　すぐにいくぞ！』

　ガタッ！　※立ち上がる音

　ゴッ！　※足の小指が落命する音

　のおおおうドンドコドンドコ！　※哀れな男の叫び＆床をのたうつ音

『え、ちょっとヨリ、大丈夫!?』

　俺の叫び声が聞こえたのか、チーナが慌てて駆け寄ってくる気配がした。

　なんだ、もう風呂から上がって着替えも終わってたのか。

　まったく、俺は何をしてるんだ……。

『小指打ったの？　大丈夫？』

『ああ、少し天罰が下った……だ……け……』

　心配そうに声をかけてくれる彼女を安心させようと、何とか膝をついて顔を上げる。

　そこには、チーナが同じく膝をついて俺を見つめていた。

　そして、着ている薄ピンクのＴシャツの裾から、白い……しろい……、трусикиがちらりとのぞいていた。

『ちょっ、おまっ、その……』

『え？　どうしたの？』

　もはや小指の痛みなんてどこかに行った。

　多分小指ごと吹っ飛んだ。

　今俺の頭は、チラリズムの固有結界に完全にとらわれている。

　当の術者は、そんなこと露ほども気付かずに。

『どうしたの？　足打った？』

『いや、そんなことよりその……それ……』

『それって……っ！』

　理性を総動員して、恐る恐るチーナの下を指さす。

　そして状況を理解した彼女は、顔を真っ赤にしながらあわててシャツの裾を引き伸ばした。

『そ、そういえば、部屋着の下を忘れたから、持ってきてもらおうと、思って……』

『わ、わかった、わかった。とりあえず俺は、えっと……顔洗ってくるから。その間に着とけよ』

『うん、わかった……あ、ヨリあぶない』

　ゴッ！　※二回目

　ドンドコドンドコドンドコ。
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　出かけた小指が帰ってきて、俺もリビングに帰ってきた。

　一緒の部屋で過ごすことは多々あれど、あんなラッキーす……アクシデントは初めてだ。

　今もチーナは濡ぬれた髪にタオルを押し付けているが、その姿が妙に艶っぽく見える。

　少し水気を含んだだけでこの変化。女の子というのは、かくも恐ろしい。

『えっと……見た？』

　髪を拭き終えたチーナが、おずおずと尋ねてきた。

　まだ頰が少し紅潮しているのは、風呂上がりのせいか、先ほどの事を思い出しているからか。

『拝謁しました。すみませんでした』
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『え、いや、別に謝ってもらうようなことじゃ……』

『なら、感謝を』

『うん……うん？』

　ほら言うじゃん。「ここはごめんじゃなくてありがとうだよ？」みたいな。

　うん、違うのはわかってるけどさ。

『テレビでもつけるか』

『そ、そうだね』

　気まずさに耐えられなくなった俺は、助けを求めてテレビのリモコンに手を伸ばした。

　すると、流れてきたのはニュース番組。




「元クイーンドールズ所属、鏡かがみサキさんの親権喪失から約三週間。実の娘さんでいらっしゃるララバイのシオンさんが、先日芸能活動に復帰しました。コメンテーターの皆さんにお話をお伺いしたいと思います」

「あの優しかったサキちゃんが、まさかそんなことを……。かなしいねえ」

「シオンちゃんはきっと、家族のつながりを守りたかったんだと思います。ＳＮＳでも、家族は一緒にいるべきだと訴えていましたから」

「弟さんも心を鬼にして、シオンのために審判を起こしたのでしょうね。父親を亡くして半年しか経たっていない中で、その決断ができたのは、自分一人のためとは思えない」

「なるほど。シオンさんと伊織さん、意見は違えどお互い家族のために行動していたわけですね。しかしそんな二人も、現在は別々の後見人に引き取られ、伊織さんの方はアメリカ人ご夫婦の養子になったという情報も上がっていますが、真偽は定かではありません。さて続いての話題は、パンダに選挙権を与えようという法案がひけつ……」




「ちゃんちゃらおかしいな」

『え、ちゃんちゃ……どういう意味？』

『死語だから覚えなくていいよ』

　ニュースキャスターと芸能人コメンテーターが実のない会話をしているのを聞いていると、いつの間にか気まずさはなくなり、普段通りの会話に戻っていた。

　報道系番組は、未いまだにこの話題をしゃぶっている。

『なんだかテレビもこんなのばっかりだね。いつまで続くんだろ』

『スキャンダルネタはおいしいからな。味がなくなるまでしゃぶりつくされるさ』

『そのぶん、シオンの評価は上がっちゃうんだね』

『「＃シオンちゃんぐう聖」がまたトレンド入りだ。なぜか俺の株も不本意な上がり方してるけどな』

　審判前はあんなに叩たたいてきたくせに、審判で勝った途端に手のひらドリル。

　総司はその態度の変化を動画にまとめてアップして楽しんでいた。

『それじゃ、そろそろ寝よっか。明日眠くなったら困るから……ね』

『オリバーさんちで寝落ちした奴の言葉は重いな』

『そ、それは忘れて！』

　時刻は二三時前。寝るには少し早い気もするが、チーナの言う通り明日はとても大事な日だ。

　しっかり寝ておこう。

『じゃあリビングに布団敷くから、チーナはそこで寝てくれ』

『え、ええっと、フトンは、ちょっと抵抗があるかな……』

　ああ、なるほど。

　確かに、ジャパニーズオフトゥンは独特な文化。特に土足文化圏に住んでいたら、床の上で寝るなんて未知の世界だろう。

『じゃあ悪いけど、俺のベッドで寝てくれ。俺はこっちで布団で寝るから』

『あ、いやあちょっとその、慣れない家だとひとりで寝るのが怖いというか……』

『何回かここで寝落ちしたことあるし、毎日一人で寝てるだろ』

『いやなんかその！　電気直るか不安だなーとか、明日ちゃんと晴れるかなーとか』

　あ、文化関係なさそう。

『さすがに、男女が同じ部屋で寝るのはまずいだろう』

『暖房二部屋つけて寝るのはもったいないよ。それにヨリなら、いろいろ……大丈夫だし』

『いろいろって？』

『いいから。ほら、もう寝るよ』

　そうやって俺の背中を押すチーナの顔が、心なしか赤い気がする。

　しかたない。これ以上押し通すのもチーナを困らせてしまうだろうし、諦めよう。

　俺がしっかりすればいい話だ。しっかり……未来の俺、任せた。

『わかったよ。じゃあさっさと寝よう』

『う、うん……』

　そんなこんなで、寝室に移動した俺たち。

　そこまで部屋は広くないため、布団はベッドの足にくっつく配置になった。

　俺が布団を敷く姿を、ベッドの上にちょこんと座って眺めるチーナ。

　敷き終わった布団の上で胡坐あぐらをかき、軽くスマホをいじっていると、

『やっぱり、低くて不思議な感じするね』

　チーナがベッドの縁に手をついて、興味深そうにのぞき込んできた。

　ちょうど俺の目線の高さにチーナのシャツの襟がきて、少し際どい所に目が行きそうになってしまう。

　いかん！　このままではさっきの二の舞になる！

『ちょっと横になってみるか？』

『うん』

　ナイスだ俺。これで視線がずれる。

　のそのそ、ぽすっ。

　ベッドから降りて、チーナが俺の膝元で横になる。

　仰向けになった彼女は天井に向かって手を伸ばし、ポツリと感想を漏らした。

『なんか、いろんな物が倒れてきたり、落ちてきたりしそうでちょっと怖いね』

『そうか？』

『うん。普段見てるものが、何倍にも大きくなったみたい……そだ！』

　天井を見上げていたチーナが急にこちらに視線を移し、にっといたずらっぽい笑みをうかべた。

『ヨリも寝てみれば、わかるよ』

『何を言って……のわっ！』

　ぼすっ。

　次の瞬間、後ろから肩をつかんで引き倒された。

　驚いて閉じてしまった目を開くと、白色の照明がまぶしくてまた閉じそうになる。

　それをこらえて目を慣らすと、確かにデスクやチェストが普段より存在感を放っている……気がした。

『どう？』

『……気のせいだな』

『え～、うそ～』

　なんとなく面白そうなので気のせいに一票を投じると、突然チーナの顔が視界に映り込んできた。

　ぐるりと反転して、肘をついて身を起こしたようだ。

　顔が凄すごく近い。近い……のだが、逆光であまり見えない。

　むしろ……、

『チーナ、今度は胸が見えそう』

『……』

　重力に負けたシャツの襟が、かなり際どい所までセキュリティを開放している。

　それに気づいたチーナは、無言で体の角度を少し変えた。

『……エッチ』

『忠告しただけ紳士だろ。見えてないし』

『それはそうだけど～』

　よく考えたらこの状況、ほぼほぼ添い寝じゃないか。

　泊まりになった瞬間にこのハプニング頻度。

　正直俺の思考は既に疲弊しており、とりあえず投げやりに理性の言うことに従う形になる。

『もう疲れたから寝よう。チーナもベッドに戻れ』

『は～い』

　素直に従って、ベッドの縁に手をかけるチーナ。

　その背中を見つめつつ……、

『あ、ちょっと待った』

　一度呼び止める。

『え、なに？』

『聞き忘れてたんだけどさ』

　それを受けて振り返るチーナに、俺はぼそりと問いかけた。

『停電……してないだろ』

『な、ななななんのことかな!?』

　うん、チーナがシャワー浴びてるときに、気づいちゃったんだよね。

　パンツ騒動ですっかり忘れてたけど。

『だってチーナが持ってきたブレーカーのツマミ、俺ん家のと全然違うから』

『ううばれたああ！』

　相当恥ずかしいのだろう、わああんとベッドに顔を埋うずめるチーナ。

　いくらチーナでも、これはいたずら心の範はん疇ちゅうでは収まらなかったのだろう。

『なんでこんな噓うそついたんだよ？』

『言っても怒らない？』

『九分九厘』

『その一厘が怖いんだけど……』

　観念したようにチーナはベッドに座り直し、気まずそうに重い口を開いた。




『一人で明日のこと考えたらその、なんだかそわそわしちゃって……。眠れそうに、なかったから』




　なるほど。それはつまりあれだな。楽しみすぎて……ってやつか？

　ふーん、可愛いじゃん。




『許す』
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　てなわけで迎えた二四日土曜日。

　これから学校は、二週間程度の冬休みに入る。

　そんな日の朝七時。

　少し前に、チーナは支度のために自分の部屋に帰り、ひとりになった俺はめちゃくちゃそわそわしていた。

　そりゃそうだ、一世一代の告白を控えているのだから。

　だからといって、今ここでうだうだしてても時間の無駄。

　そう思った俺は、いつもより時間をかけて服を選び、髪をセットする。

　悩んだ末、黒シャツの上に黒のライダースジャケット、下はスキニージーンズ、あとはスヌードでも巻いて行くか。

　それと忘れてはいけないドッグタグとブレスレット。

　髪は適当に上げておけばいいとして……。




　やることなくなった。




　そうなると、またも心に移りゆくよしなしごとに一喜一憂する事になる俺。

　チーナはどんな服でくるんだろうか。

　人が多すぎて雰囲気ぶち壊しにならないだろうか。

　告白の時、間違えてリリーって言ってしまったらどうしよう（練習の時言わされた）。

　…………間違えてリリーって言ったらどうしよう!!

　だめだああぁ！

　はぁ～い合格でぇ～っすってニヤニヤしたリリーの顔を思い出すううう！

　今日は九時にここを出る予定なのだが、まだ七時半。

　朝食どうすっか……。

　などと半ば混乱しながら、椅子に座って考える人像を体現していた時だった。

　ガチャ、

『ヨリー、お待たせ』

　ようやくチーナがやって来た。

『早かったな』

『とか言って、暇してたでしょ。朝ごはん食べよ』

　そう言って視線を上げると、そこには冬コーデに身を包んだチーナがいた。

　立ち上がってチークキスを交わしてから、改めてチーナを見やる。

『えっとその……服、似合ってるぞ』

『いつもと同じだよ。でもありがと。ヨリは相変わらずアメリカンだね』

『流は行やりとかわかんねぇからな』

　今日のチーナは、ベージュのダッフルコートにデニムのパンツという格好だ。

　ポケットに手を入れている姿がクールで良く似合う。

　朝食を用意するため、二人でキッチンに移動したところで、俺は不意にどうでもいい事が気になった。

『そういやチーナは、ロシア帽あんま被かぶらないよな。なんで？』

『ん～。日本はそんなに寒くないし、あんまり被ってる人見かけないからかな』

　ちなみにロシア帽とは、ウシャンカとも呼ばれる毛皮製の防寒用帽子だ。

　分かりやすく言えば……イ○ヤが被ってるあれである。

　ロシアでは一般的な帽子なのに、まだチーナが被ってる所を見たことがないので、少し不思議に思っていたのだ。

　そんな俺の質問を受けて、手を洗っていたチーナが不意に小悪魔的に微ほほ笑えんできた。

『ご所望なら、次は被ってこようか？』

『う……考えとく』

　お望みの格好をしてあげるよ、と聞こえてしまう魅惑的な発言。

　出発前からドキリとさせられたのは、秘密である。
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　そんなこんなで朝食を済ませ、予定通りに出発。

　バスや電車を乗り継いで、隣町の少し田舎の水族館を目指す。

　田舎の水族館と言っても、周りが多少田舎なだけであって、施設自体はそこそこ大きい。

　さらにクリスマスイブだけは入館制限を設けており、予あらかじめチケットを購入しておかなければ入れない。

　普段より入館料自体は少し高くなるが、それでも粋な計らいだ。

『さて、今日はどこにエスコートしてくれるの？』

　最後の乗り換えを終えた電車の中。

　肩を寄せあって椅子に座り、到着をまっている間に、チーナが俺に尋ねてきた。

　今日までデートプランは秘密にしておいたのだ。

　だがそろそろ話してもいい頃合いだろう。

　到着直前に、ワクワクするチーナも見たいしな。

『ふっふっふ、多分チーナが行ったことないところだ。どこだと思う？』

『水族館？』

『……なぜ分かった』

　速攻で当てられた。

『ま、まあいいや。一箇所当てられたところでどうということは……』

『その次は、イルミネーション？』

『…………帰る』

『拗すねないで！　大丈夫、普通に水族館楽しみだから！』

　肘掛けにもたれかかって膨れる俺を、チーナが肩を揺すりながら宥なだめてくる。

　くそう、ここまで俺の心が読まれるとは。

　もしかして、チーナに一生サプライズを成功出来ないんじゃなかろうか。

　そんな中、電車が目的の駅についたので、降りる。

　快適な車内から一転した外の寒気に触れて、俺は思わず肩をすくめた。

『さ～む』

『だらしないなあ。ほら、早く行こ？』

　寒い中でも元気なロシアっ子。

　彼女にグイグイ手を引かれながら、俺たちは歩き出した。

　と言っても、目的の水族館はすぐそこに見えている。

　流線型の特殊な形状の建物のおかげで、見逃すことはまず無いだろう。

　時刻は一一時前。

　昼食を挟みつつ水族館を回っていれば、ちょうどよく夕方くらいか。

　水族館にたどり着いた俺たちが入口を入ってすぐに、ゲートで受付のお姉さんが声をかけてきた。

「ようこそいらっしゃいました！　綺麗な彼女さんですね！　チケットはお持ちですか？」

「あ、あります」

　家で悶もん々もんとしている間に、無限回やった忘れ物確認。ぬかりはない。

「はい、たしかに。それでは本日、当たればアシカショーでアシカにおやつをあげられるクジを開催しています！　チャレンジされますか？」

　すると、カップル向けの特別イベントなのか、そのままイベントの誘いを受けた。

　どうやら、クジで当たるとアシカの餌やり体験をさせて貰もらえるらしい。

　そういや、昔もイルカの触れ合い体験とかやってたな。懐かしい。

『どうする、やってみるか？』

『アシカ……やってみたい！　ヨリ、当てて』

『任せとけ』

　よしよし、ここは男としていい所を見せてやらな！

　ってかチーナ、アシカが何か知ってるのか。意外だ。

「やります」

「はーい。では先の赤い棒がでたら当たりです！」

　そう言って、透明な棒が五～六本入れてある筒状の容器を差し出すお姉さん。

　どれにしようか……これだ！

「せいっ！」

「ハズレでーす！」
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　入場ゲートにて、クジをしっかりと外した俺たちは、そのまま館内へ。

　外の光が段々と届かなくなり、水族館特有の薄暗さに変わっていく。

　昔はこの暗くなっていく感覚が苦手で、毎回尻込みしてたっけな。懐かしい。

　順路に沿って、暫しばらく水槽のない廊下を歩く。

　その壁にも、客のワクワク感を高めるためか魚の絵などが描かれていた。

　いくら入館制限がかかっているとはいえ、周りには沢山のカップルが連れ立って歩いている。

　なるほど。これがクリスマスデートってやつなんだな。

　そしてそんな中でも、チーナの容姿は一際目立つようだ。

　逢あい引びき中の男達たちが、チラチラと嫉妬や羨望の眼まな差ざしを向けてくるのが分かる。

『まったく……よその女見てんじゃねぇよ。チーナ、ナンパには気をつけろよ』

『え、今日はカップルしかいないから大丈夫なんじゃないの？』

『彼女ですら実地で探す、現地調達のプロがいるかもしれないだろ？』

『それどこのスネーク？』

　半分冗談を交えつつ注意しておき、ふふっと笑い合いながら通路を進んで行くと、ようやく開けた部屋にでた。

　その部屋の中心には、上から見下ろせる腰くらいの高さの広い水槽があり、さらに壁に沿って沢山の水槽がならんでいる。

「サンゴ礁エリア」、とマップに書いてあった通り、どの水槽にもサンゴ礁とそれに因ちなんだ生き物が飼育されているようだ。

　どうやらこの水族館では、エリア毎ごとにテーマが決まっているらしい。

『わぁ！　きれい！』

『おま……きれいだな』

　小さく歓声を上げるチーナに、お前の方が綺麗だよと言いかけて……やめる。

　うん。まだここで言わなくてもいいか。

　本番はイルミネーションだしな。

　壁沿いに設置された小さな水槽は、暖色の明かりでほのかに照らされ、幻想的な水の風景が閉じ込めてあるようだ。

　そして同じく、神秘的なまでに美しいチーナが、その風景に顔を寄せ温かな表情を見せる。

　美しい水槽とチーナをセットで見ると、まるで美術品だ。

　そのまま暫くサンゴ礁エリアを見て回った後、俺は一旦今後の予定を話し合おうと思いチーナに声をかける。

『ところで、さっき言ってたアシカショー、一四時かららしいけど、どうする？』

『それは外せないでしょ』

『そうか。じゃあその後のイルカショーとかも見るか？』

『うーん……それはその時考えよう』

　アシカは外せないのに、イルカは保留なのか。

　チーナの受け答えに妙な違和感を覚えたが、まあいい。今はせっかくのデートを楽しもう。

『ん、そうだな。じゃあ昼飯まで見て回りますか……っとその前に』

　言いつつ、俺はすっと手を伸ばして、チーナの右手を握った。

　えっと一瞬驚くチーナ。

　まあ、俺の方からこんな事するのも珍しいから当然か。

　でも今日は特別な日。

　俺は周りを見渡しながら、チーナに不敵な笑みを浮かべる。

『ここじゃ、こうしてない方が不自然だからな』

『そっか……そうだよね。今日はそういう日だもんね』

『お、おう』

　そういう日……恋人の日。

　俺たちも周りから見たら、カップルに見えているのだろうか。

　見えているといいな。

　そのまま別のエリアを順に回っていく。

　普段見ることの無い海中世界に感動し、生き物を愛めでる。

『見てヨリ！　クマノミだ』

『ほんとだな。おーい、ちゃんと隠れてないと撃たれるぞちびっ子』

『サメ……シロワニだ！　シャー』

『はははっ。にらめっこは完敗だな』

　うんうん。普通に楽しんでくれてるようで何よりだ。

　サメとガラス越しに威嚇対決をするチーナが可愛い。

　可愛い……、




『チーナお前、水族館初めてじゃないな？』

『……なんのことかな？』




　ふむ、そっかそっか。なら良かった……、

『って騙だまされるか！　どう見ても初めて来た感じじゃないし、普通に詳しいじゃねえか』

『やめれ、ほっぺはなしれ』

　白々しく噓をつくチーナの頰を、むんずと両手で挟んでこちらを向かせる。もちろん痛くない程度にだ。

　さっきからリアクションが初見のそれじゃないし、魚にも妙に詳しい。

　さすがにこれを、人生初水族館だと言われて納得はできない。

『まったく、その程度の噓が見破れないとでも思ったのか？　なんで初めての振りしてたんだ』

『だって、せっかくヨリが考えて連れて来てくれたから……』

　申し訳なさと恥ずかしさで少し顔を赤らめるチーナ。

　まあ俺を思ってくれての噓だし、責めるつもりはないけどな。

『そんな気遣いしなくっても、普通に楽しんでくれたら俺は満足だから、変な隠し事すんなよ』

『うん……わかった。ちゃんと楽しいから、大丈夫だよ』

　やれやれと苦笑いしつつ、チーナの頭にぽんと手を置き、軽く撫なでる。

　水槽のサメが、惚のろ気けか？　シャー！　っと威嚇してくるなか、チーナも口端くちのはを上げて微笑んだ。

『そろそろ、昼飯にするか』

『そうだね』





◆






　時刻は一二時半。

　館内のレストランの、ペンギンエリアが一望できる窓際の席。

　そこで今俺たちは……試されていた。

　テーブルの真ん中に置かれたオレンジジュース、そこから二股に伸びる不自然なストローに。

『うーむ……うーむ』

『何をそんなに悩むの？』

『いやこれさ、普通に店側の意図通りに使ったら負けな気がして』

『だからって無理に大喜利しなくても……』

　そう、カップルイベントの魔の手はレストランにも伸びていた。

　こちらサービスになります～っというスタッフさんのニヤニヤ顔が、リリーのそれとダブって少し腹立たしい。

『まあせっかくなんだし、ほら、飲もう？』

『べ、別に日和ってねぇからな』

　そう、照れてなんていない。

　たかがカップル用ストローなど、毎日頰を擦り寄せてる俺たちにとってなんてことはなちっかぁ！　顔ちっかぁ！

　いかんこれ、チークキスと違って顔が正面に見える分めちゃくちゃ近く感じる！

　チーナに急かされるまま、勢いでストローに口を付けると、同じくストローをくわえるチーナの唇がゼロ距離で視界に映った。

　その妙な色っぽさから、一口飲んだだけで俺は直すぐに顔を離して横を向いてしまった。

　結局なんのジュースだったんだ？

　リンゴジュース？　あ、オレンジ色だわ。

『これ……結構恥ずかしいね……』

　見ると、チーナも顔を上げて赤面していた。




　沈黙。




　まずい、このままじゃ変な空気になる！　スタッフさんがニヤニヤ見てる気がする！

　ここは俺の大喜利で、場を和ませよう。

『ええっと、このストローって、ＮＯＲゲートに似てるよな』

『入出力違うけどね』





◆






　休まらない昼食休憩を終えて少しした後、例のアシカショーの時間が近づいて来たので、俺たちはステージのある野外プールへ。

　ある程度周りが囲まれてるとは言え、この季節で外は寒い。

　俺はスヌードを直しながらチーナの手をとって、空いている観客席を探す。

　その入口に、「アシカへの餌やり当選者はこちら」と書かれたプラカードを持ったスタッフが立っていた。

『アシカショーの途中で、当選者が餌やりする時間があるのか』

『他のお客さんが見てる中でアシカと戯れるのって、ちょっと恥ずかしいかもね』

　動物を愛でるのは嫌いじゃないが、衆人環視の中ではきっといたたまれないだろう。

　だからと言ってやりたくなかったわけではないが、まあクジに外れたのは仕方ない。

　そう自分を慰めつつ、空いてる席を見つけて俺たちは腰を下ろす。

　ギリギリに来てしまったためか、ステージからは少し遠い席になってしまった。

　そして、席を埋めている観客のほとんどはやはりカップル。

　寒さにかこつけて身を寄せ合い、談笑しながらショーの開始を待っている。

　なるほど、その手があるわけか……。

『チーナ、寒くないか？』

『……いや、大丈夫だよ？』

　ですよね。さすが寒冷地対応女子。

　この程度で温ぬくもりを求めたりなんて……、

『でも、暖かいに越したことはないよね』

　そう言ってチーナは俺に身を寄せ、肩に頭を凭もたせかけて来た。

　ジャケット越しにほんのりと伝わる温もり。頰をくすぐる細い髪。

　その愛いとしい感覚を逃がさないように、俺は恐る恐る腕を上げ、チーナの肩を抱き寄せてみる。

　そのまま黙ってお互いの存在を嚙かみ締しめていると、ステージの脇から何人かのスタッフが現れ、ショーの開始を宣言した。

「みなさ～ん、こ～んに～ちは～」





◆






　ショー自体は、至って普通のアシカショーであった。

　鼻でボールを投げあったり、逆立ちしたりと実に芸達者だ。

　そして特に盛り上がるのが、今日という日にピッタリのあの芸だ。

「皆さん見てください！　アシカのバンガとラルタがチューをしています！　ラブラブですね～」

　そう、アシカ同士のキッス。

　クリスマスイブの今日、観客のほとんどはカップル。

　当然甘い歓声が響き渡る。

　観客席を見渡すと、影響を受けてこっそりキスをし始めるカップルもいた。

『『いやいや、それはないでしょ』』

　いくらなんでもバカップル過ぎる行動に、思わず呟つぶやくと、隣のチーナが全く同様のツッコミを漏らした。

　綺麗に重なる二人の囁ささやき。

『ハモったな』

『ハモったね』

　それが急におかしくなり、はははっと二人で笑い合う。

　楽しい。いつも一緒にいるからか、チーナとは自然体で笑い合うことができる。

　この時間を、これから増やしていきたい。

　彼女の笑顔を見ながらそんな感傷に浸っていた、その時だった。

「それでは今から、抽選で選ばれたお客様に、アシカたちのご飯のお手伝いをして頂きたいと思います！　お熱いカップル三組に来ていただきました！　それではどうぞ！」

　スタッフのお姉さんがそう言うと、ステージ袖から三組のカップル、計六人がぞろぞろとステージ上に現れた。

　皆防水の作業着のような服を上から装備し、スタッフ数人が濡れた足元で転ばないようにと付き添っている。

　遠くからでよく見えないが、高校生くらいのカップルが二組と、二〇代くらいのカップルが一組と言ったところか。

　そして六人が一列に並んだところで、スタッフがハンドマイクを持ってきて、

「それでは皆さん、順番にお名前だけお聞きしてもよろしいですか？」

　っと、端の一人にマイクを手渡した。

　受け取ったのは女子高生らしき女の子。

『自己紹介までするんだね』

『だな。まあべつに名前くらい、聞かれても大丈夫だと……』

「隣町から来ました、あきもとゆきです！」




　…………ん？




『ねえヨリ。今あの人、アキモトユキって……』

『きっとアキ・モトユキさんだ。ああ見えて男性だったんだな。となりの彼女さんからはアキくんって呼ばれてるに違いな……』

「清し水みずそーじです」

　Ｓｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏじいいいいいいいぃ!!!!

　なんと一組目のカップルは、総司と秋本だった。

　最悪だ！　よりにもよってデートスポットが被ってしまった！

　秋本はいいにしても、その隣の悪魔大元帥に見つかったらどんないじられ方をするか分かったもんじゃない。

　それに、目立つのが嫌いな総司はこんなステージに立たされてストレスを感じているはずだ。

　恐らく秋本に無理やり引っ張られたのだろう。

　そのせいで不機嫌な状態の総司に見つかったら……まず助からない。

　そんな不安を抱いたのは俺だけではなかった。

『ヨリ……逃げよう』

　さすがに顔を青くしたチーナが、撤退の選択肢を提示してきた。

『いいのか？　この後すぐイルカショーだぞ。それに館内にいる限り、多少距離を取ったところで鉢合わせる可能性が……』

『イルカショーは……うん、勿もっ体たいないけど諦めよう。それに鉢合わせる事は多分無いと思うよ。ユキって色んなものに興味持ってすぐ動けなくなるタイプだから。ほら今だって』

　そう言ってチーナが指さすままステージの秋本を見やる。

　そこで彼女は、渡されたアシカの餌である小魚を手に持ってはしゃいでいた。

　その会話をスタッフのマイクが辛かろうじて拾っており、観客席でもその内容がギリギリ聞き取れる。

「わ～総司くん！　ほらほらアジだよ！　今日の夕飯はアジフライにしよっか？」

「……ありだな」

　クリスマスイブにアジフライは無いだろ……っというツッコミが出てこないバカップル。

　確かに、秋本なら各水槽でいちいち時間を使いそうだ。

　これなら案外、逆走さえしなければ見つかることなく水族館デートを続けられるかもしれない。

『そうだな。もったいないけど今のうちに離れるか』

　そうして俺たちは、終盤に差し掛かったアシカショーを途中で抜け出して、そそくさと屋内の展示エリアに戻った。

　だがそこで、更に予想外の出来事が発生してしまう。

　その発端は、あるカップルの男性が、不意に呟いた一言。
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「あれ？　あそこにいるのって、ニュースで映ってたシオンの弟じゃね？」

　その瞬間、室内の客の視線が一斉に集まった。

「ほんとだ！　シオンと一緒に悪いお母さんと闘ってたっていう……」

「隣の女の子……彼女か？　めちゃ可愛いゴフッ！」

　中にはチーナに目が行って、彼女から制裁を受けている男もちらほら。

　油断した。

　先日の親権喪失騒動の際、俺も少しだけメディアに顔を出したのだが、まさかここまで認知されているとは……。

　そう言えば、俺は読んでいないが週刊誌などにも載せられていたらしい。宮本談。

　あの後随分マスコミに張り付かれたんだよな……。

　嫌な思い出だ。

「なあ。あんたシオンちゃんの弟だよな」

　そんな中、複数いるカップルのうちの一組がこちらに歩み寄ってきた。

　話しかけてきたのは、いかにも軽薄そうな男。隣には彼女らしき女性。

　年齢は、二人とも俺より少し上くらいだろうか。

「いやー、俺の連れがシオンちゃんのファンでさ～」

「……さいですか」

　わざとらしく頭を搔かきながら、たはーって感じで話しかけてくる男。

　聞いてねえよ。せっかくのデートを邪魔すんな。

　だがその男、どうやら思っていた以上に面倒くさい奴だった。

「それでいろいろ話とかしたいし、今からダブルデートなんてどう？」

　チラチラとチーナに視線をやりながら。

　久々にやばい奴が出てきた気がするな……。

　こいつ、彼女がいるくせにチーナにも手を出そうと言うのか。

　とんでもないゲスだ。極めてるな。

　もちろんゲス男の隣にいる彼女らしき女性は不満顔。

　ただその鬱憤を、チーナに対する嫉妬の視線に乗せている辺り同情の気持ちも薄れるが……。

「今日は二人で遊びに来たんで、生あい憎にくです。そもそも……」

　兎とにも角かくにも、こんな無意味な誘いさっさと断るに限る。

　いつまでも足止めを食らっていると総司達が来てしまうし、周りのカップルもざわざわし始めた。

「そもそも、何のニュース見たか知らないですけど、俺は鏡でもなければシオンの弟でもないんですが？」

「……え？　いやいやそんなわけ……」

　俺の予想外の返答を聞いて慌てるゲス男。

　無理もない。事実メディアに映っていたのは俺なんだから。

「俺の姓は鏡じゃないですよ。なんなら免許証でも見せましょうか？」

「ま、まじか……」

「だから、俺と関わってもシオンとお近付きにはなれませんよ」

「……」

　今の俺の姓はコックスだし、養子に入った時点で戸籍上詩し織おりとの姉弟関係は無くなった。

　秘技、噓はついてません戦法。詩織の十お八は番こである。あいつの真ま似ね事ごととは不本意だが、仕方ない。

　俺の言葉を信じたゲス男は、勘違いによる恥辱で若干赤面している。

「なんだ、人違いか」

「なんか似てる気がしたけどね」

　俺たちの会話を聞いて、周りのカップル達はまた自分たちの時間に戻って行った。

　みんなうまいこと勘違いしてくれたらしい。

　まあメディアに映ったと言っても半月以上前だし、詩織はともかく、弟の顔なんて誰も興味は無く、朧おぼろ気げにしか覚えていなかったのだろう。

　逆に、最初に俺に気付いた奴はよく覚えてたものだ。

「ま……まあ人違いだったにしても何かの縁だし、一緒に遊ぼうぜ」

　しかしそのゲス男は、尚なおも食い下がってきた。

　醜態を晒さらされて尚この気力。なかなかやりおる。

　でもそれは、人の神経を逆さか撫なでする行為でしかない。

　せっかく今日はチーナとのデートなんだ。

　水を差してくんじゃねぇ。

「俺は今日こいつと二人でデートしてるんで……変な気起こさないでくれませんかね？」

　チーナの肩に手を置きつつ、酷薄な眼差しでゲス男を睨にらみつける。

　俺は自分で思っているより頭にきているのかもしれない。

　俺の様子を見て、目の前のカップルがたじろいだように感じた。

「それじゃ」

　その隙に、俺はチーナの手を引いてさっさとその場を去る。

　いくつかのエリアを素通りし、ひとまず先程のカップルや総司たちと遭遇しない所まで。

『ひとまず、この辺りでいいか』

　そして無心で歩いてきた後、偶然たどり着いた水槽。

　それを見たチーナが……

『あ、イルカ……』

　ポツリと、言葉を漏らした。

　俺たちが立ち止まったのは、一面を覆い尽くす巨大なイルカの水槽。

　床から天井まで広がる水色の世界を、数頭のイルカが優雅に泳いでいる姿は、美に疎い俺にも幻想的に見えた。

　そういや結局イルカショーも見れなかったし、せっかく水族館に来たのに、イルカを見て帰らないというのも勿体ない。

　少しここでゆっくりしていくか。

　その旨を伝えようと、俺は振り返ってチーナに話しかける。

『なあチーナ。ここで少し休憩して……』

　だが、俺はその言葉を最後まで紡ぐことが出来なかった。




　優雅に泳ぐイルカを見つめる彼女の瞳から、一筋の涙が流れ落ちたから。




『え……どう、したんだ』

　突然の事に、俺は言い淀んでしまう。

　いや、突然という訳でもなかった。

　思い返せば、水族館に来てからのチーナは、妙にイルカを見るのを避けていたような節があった。

　別にイルカは怖い生き物でもなんでもないし、チーナも怯おびえている様子ではない。

　彼女にとって水族館は初めてという訳でもない。

　ならどうして……、




　そうか、初めてじゃないからだ。




『思い出すのか？　ご両親を』

　俺はある解答に辿たどり着つき、そしてそれをチーナに尋ねた。

　少々不ぶ躾しつけかもしれないが、ここで聞かないのも不誠実な気がする。

『ごめん……ごめんね……せっかく今日は、ヨリと二人で遊びに来てるのに……』

　そして俺の考えを肯定するように、チーナは涙を拭いながら謝ってきた。

　俺とのデートで、他の人の事を思い出して涙が出た事を申し訳なく思っているのだろう。

『お父さんがね……イルカが好きだったの』

　そのまま、チーナはポツリポツリと家族の話を紡ぎ始めた。

　なんだかんだ、彼女自身の口から両親の話を聞くのは初めてかもしれない。

　俺は黙ってチーナの言葉に耳を傾ける。

『それで、小さい頃から近くの水族館によく連れて行って貰ってたんだ。その度に、イルカは賢くて、優しくて、美しい生き物なんだよ……って……。チーナみたいだな、って……』

　そこまで話して、また俯うつむいてしまうチーナ。

　無理もない。

　言っても、親を失ってまだ半年程度しか経っていないのだ。寂しくて当然だ。

　むしろ今まで弱音も吐かずに頑張っていたと思う。

　言語も通じない外国の地で。

　少しの間の後、チーナは顔を上げ、無理やり口端を上げて明るく振る舞う。

『ごめんね、ヨリ。もう、大丈夫だから。そろそろ次に……』




『チーナ、好きだ』




　何故か言葉が、口をついて出てしまった。

『え……』

　俺の言葉を聞いて、完全に固まってしまうチーナ。

　エメラルドグリーンの目を見開いて、必死に言葉を探しているのが分かる。

『ヨリ……今なんて……』

『好きだって言ったんだよ。別に今さら驚くことでもないだろ』

　勘のいいチーナは、俺の気持ちなんてとっくに気付いているはずだ。

　何なら、俺より早く気付いててもおかしくないくらいだ。

　だがチーナの驚きは、俺が思っていたものとは違っていたらしい。

『そうじゃなくて、今なんだな……って』

『それは……うんまぁ、俺もイルミネーションの前でって思ってたけどさ』

　キョトンと小首を傾げるチーナに、俺は居心地悪そうに答える。

　そして一瞬の間があった後、

『ふふっ』

　急にチーナがクスクスと笑いだした。

　その瞳からはもう、涙の影は微み塵じんも見られない。

『なにがおかしいんだよ。俺は真剣なんだぞ？』

『ごめんごめん。その……泣いてる女の子に告白なんて、ヨリも卑ひ怯きょうな事するんだなって』

『え……あ！　いや違うんだ!!　そんな事考えてないから!!』

　やばい！　言われてみれば確かにそうだ！

　チーナにそう言われ慌てて否定するも、客観的に見れば、確かになかなかゲスい事をやってのけた気がする。

　俺の恋愛経験のＮＡＳＡは宇宙にまで達してしまったらしい。

　ああああぁしまった！　予定に無いことするからああぁ！

　しかしそんな俺を見たチーナは、ついにあははっと笑いだした。

『ごめんね、慌ててるヨリがおかしくて……。でも大丈夫、わかってるよ。ヨリがそんな高度な技使えるわけないもんね。励まそうと思って言ってくれたんでしょ？』

『いやまぁ、それはそうなんだけど……』

　呼吸を整えつつ、誤解していない事を伝えてくれる。

　だがいざ口に出されると、それも少し違う気がしてきた。

　そこまで綺麗な理由ではない気がする。

　なぜこのタイミングだと、思ったのだろうか。




　ああ、そうか。そういうことか。




『どうしたのヨリ？　違うの？』

　チーナはすっかりいつものいたずらっぽさを取り戻したようで、手を自分の後ろに回し、俺の顔を覗のぞき込こむように尋ねてきた。

『言っても怒らないか？』

『いろいろとフラグな気はするけど、大丈夫だから言ってみてよ』

　まあこうなったチーナから逃げられるものでもない……か。

　ええいままよ！

　俺は明後日あさっての方角を見ながら、ごにょごにょと答えた。

『せっかく一緒に来たのに、亡くなったお父さんを思い出す辛つらい場所にされるのが許せなくて、塗り替えてやろうと思いました次第です』

　……のだと思う。

　対するチーナの反応は、

『そっかそっか。せっかくのデートをお父さん（別の男）に台無しにされて怒ってたんだね。ごめんねヨリ』

『いや確かに男ではあるけども……』

　逆に慰められるような口調。

　俺がめんどくさい奴みたいじゃねぇか。

　こっちは覚悟決めて告白してるってのに、ままならないな……。

『ったく。もう元気になったんなら、いい加減返事をくれよ。泳がせるな』

『そうだね。それでは……』

　コホン、っとチーナはわざとらしく咳せき払ばらいして、姿勢を正し俺の目を見て口を開く。




「私も大好きだよ、ヨリ」




　その言葉は、とても流暢な日本語で紡がれた。

　心の底からの言葉だと、そう確信できるほど、真まっ直すぐな。

『え、ヨリ……？』

　だがすぐに、チーナの言葉は驚きと共にロシア語に戻った。

　俺が、思わずチーナを抱きしめてしまったからだ。

　ずっとこうしたかった。

　彼女の華きゃ奢しゃな背中に腕を回し、細く綺麗な髪に頰を埋める。

　コートを超えて、温もりが伝わってくる。

　喜び、安あん堵ど、幸福、様々な感情が一気に湧き上がり、そのまま動けなくなってしまう。

　そんな俺の背中に、チーナも手を回してきた。




　やっと、やっとだ。

　奪われてきた人生から、これからは……。





◆






『それで、話ってなんなの？　改まっちゃって』

　年も変わろうかという、一二月三〇日。

　超絶久しぶりに帰ってきたアンジー……、アンジェリーナ・レイクと、テーブルをはさんで対面していた。

　アンジーはチーナの里親。

　身寄りを失ったチーナをロシアから連れ帰った米軍人。つまりチーナの保護者だ。

　……となれば、報告しなければならないことがある。

　だが昔から親しくしてもらっていたアンジーに対して、こんな改まった報告は逆に緊張する。

　隣に座るチーナも、背筋を伸ばしまくって冷や汗をかいていた。

『アンジー、報告することがある』

　大丈夫だチーナ。男として、絶対ノーとは言わせない。

『な、なんでしょうか？』





[image: ]





　なぜかアンジーも緊張している。なんの話が飛んでくるのか、ある程度予想しているのだろうか。

　望むところだ！

『えっと、俺たち……付き合うことになりました！』

『まだそこおお!?』

『ちゃんと大切にするし、絶対浮気もしなまだそこってどゆこと！』

　あっれ？　共通理解できてなかったの？

『ねえアンジー。アンジーは、何を予想してたの？』

『いや、こんなに改まってるんだから、てっきり婚約かと……』

『こ、婚約!?　高校生で!?』

『だから緊張してたのよ。さすがに早すぎるから相談しないとって思ってたんだけど、なんだまだその段階だったのかあ』

　びっくりした～っと胸をなでおろすアンジー。

　その様子を見て、俺とチーナは顔を見合わせてきょとんとする。

『ええっと、それは、付き合うことは認めてくれるってことでいいのか？』

『もちろんじゃない。もう、伊織は律儀ね～』

『アンジー……ありがとう！』

『お礼なんていいのよチーナ』

　……よかったああああ！

　今度は俺たちが胸をなでおろし、手を取り合って喜びを振り回す。

　そんな俺たちの様子を見て、アンジーはふっと微笑んだ。

『そもそもねチーナ、私が二人の関係を阻むなんてありえないのよ？』

『え、どうして？』

『それはね……』

　落ち着きを取り戻したアンジーがゆっくりと語りだす。

　優しい、本当に、我が子に語りかけるような声音で。

『伊織のお父さんがなくなってからすぐのときにね、私伊織に相談したの。私の養子にならないかって。断られちゃったけど』

『うん。ヨリからきいたよ』

『そう……。だからね、私にとって、伊織はチーナと同じくらい、自分の子同然に思ってる。だから、二人が一緒になるのに、なんの不安も心配もないの』

『アンジー……』

　……いいこと言ってるのに、すごい家庭内恋愛感。

『とにかく、私は二人が付き合うのは大賛成。別に報告だってよかったのに……』

『そうか、ありがとうアンジー。そういえば、今の話で思い出したんだけど』

『なに伊織？　もう何聞いても驚かないけど』

『俺オリバーさんの養子になりました』

『大佐のおおおおお!?』

　うんうん、猛烈に驚いてるね。

　オリバーさんにマーマイトを差し入れたこと、全力で後悔せい！

『もう、年末に重たい話はやめ！　伊織、チーナ、今年はおせち作るから、二人で材料買ってきて！』

『はあ!?　この時期のバイクは死ねるぞ!?』

『大丈夫だよヨリ。二人で乗れば、あったかいから』




『ったくわかったよ。行くか、二人で』





あとがき







　皆様お久しぶりです。アサヒです。




　この度は、『日本語が話せないロシア人美少女転入生が頼れるのは、多言語マスターの俺１人』第二巻をお手に取って頂き、誠にありがとうございます。

　二巻では、伊織を取り巻く環境が大きく変わりました。ヒロインと結ばれたのもそうですが、主人公が親の親権喪失を目論み、さらには国籍が変わるなんて、なかなかにいかつい話ではないでしょうか。

　え、法律上無理？　そんなのあり得ないって？

　まあ、フィクションなのでご容赦ください……。

　情報源のほとんどがグ○グル先生な私には、これが限界でした……。




　さて、もともとこの物語は、某小説投稿サイトに投稿していたのが始まりでした。

　一巻ではウェブ版からの大きな変更はありませんでしたが、二巻では大幅に加筆修正しております。

　ウェブ版だとかなり巻いちゃったんですよね……いろいろと焦ってしまって。

　だから書きたかったシーンとかも結構とばしちゃってたんです。審判前なんて特に。

　ですから、書籍化に当たってその辺りしっかり書き直せて良かったなと、感謝しております。

　それと忘れてはいけない、チーナの貴重なサービスシーン。

　ぶっちゃけあのシーンは私の欲望です。

　ワンチャン挿絵描いていただけないかな～っと思い加筆したのですが……飴あめ玉だまコン先生、ありがとうございます。




　今巻の表紙にも登場している新キャラのリリーのお話も少し。

　やはり多言語マスターと銘打っているわけですから、チーナ以外の外国人美少女も登場させたくなってしまうもので。じゃあ次はどこの国出身にしようと考えたとき、某バーサーカーの主人であるイ○ヤが思い浮かびまして、ドイツ人にしました。

　はい、そろそろこんな声が聞こえてきそうです。

「アサヒって、もしかしてロリコンか？」

　否定はしません。むしろフェイバリッ。ただし、イ○ヤはこんな名言を口にしています。

「日本人はみんなロリコンなのよ」

　はい、彼女の言葉は法なので、みんな仲良くロリコンです。諦めてください。

　まぁ冗談はさておき。

　私の中で、リリーは悪魔大元帥総司に次ぐ策士という位置づけです。

　ただし総司と違って、面白さのためには自分が矢面に立つのも厭いません。自分の容姿が武器（爆弾）になるのを理解しているからですね。

　暗躍の総司とボンバーマンリリー。

　今後この二人が、どのように伊織＆チーナを振り回すのか、楽しみですね。




　そして宣伝ですが、マンガアプリ「マガポケ」にて、逢あい上うえおかき様によるコミカライズが連載中です。是非に。




　それでは、謝辞を。

　編集の庄しょう司じ様。作家として赤子同然な私に、いつも丁寧に対応してくださり本当にありがとうございます。ゲラなども、めちゃくちゃ分かりやすく丁寧に用意してくださり、本当に頭が上がりません。今後とも宜しくお願いいたします。

　イラストレーターの飴玉コン様。今巻も最高のイラストをありがとうございます。表紙のチーナ＆リリー……てえてぇです。白くて小さくてキラキラしてて、本当にリリー可愛いですやばいです。ありがとうございます。

　そして最後に、この本を手に取ってくださった読者様一人ひとりに、全力の感謝を。




　叶うなら、次巻でお会いできることを願って。





アサヒ　







『日本語が話せないロシア人美少女転入生が頼れるのは、多言語マスターの俺１人２』

電子版特典書き下ろしショートストーリー





　俺は小さい頃から、大人からの印象がよくなかった。

　父親は実家を勘当されたと有名だったし、俺も人相が悪かったせいだろう。

　だが、親父が勘当されたのは実家の寺を継ぎたくなかっただけ。俺の人相も生まれつきでどうしようもない。

　明らかに不当な評価。

　そんな理不尽に、幼かった頃の俺は年相応に閉口していた。

　そして小学四年の頃、ある転機が訪れる。

　行きつけの駄菓子屋の店先のベンチに座り、たばこ型の菓子をそれっぽく咥えて遊んでいた時の事。

「清水お前！　何をやっとるかぁ！」

　日頃から俺をマークしていた生徒指導に、たまたまその姿を見られた。

「え!?」

　その日は日曜日。つまり、休日に駄菓子を買って食っていただけ。

　何も悪い事をしていない俺は、ただただ唐突に怒鳴りつけられ驚きの表情を浮かべた。

　体格のいい強面の男性教師は、肩を上げてザクザクと俺の前まで歩みを進める。

　その姿がとても怖かったことは、よく覚えている。

　そして、とにかく何か言わなければと急いで口を開いた。

「何って、俺はただ……」

「うるさい！　言い訳は聞かん！」

　聞こえた怒号。直後、バシッという音と共に俺の顔がひん曲がる。

　一瞬遅れて、顔の右半分に強い痛みを感じた。

　叩かれたと理解したのはその更に一瞬後。

　その衝撃に、俺は加えていたタバコ菓子と手に持っていた箱を地面に落とした。

「お前はそういう奴だと前々から思ってたんだ！　来い！　休日だが、教師として指導してやる！」

　そう言って、たばこ菓子を踏みつけながら俺の襟首を摑み、引きずるように連れていく生徒指導。

　その時俺は、ようやくこの状況を理解した。誤解が生まれていると。

　しかし弁解の機会を与えられることはなく、夕方まで生徒指導室で怒鳴られ続け、ようやく解放された時も、

「いいか、このことは職員会議で取り上げるからな。明日は親にも来てもらう。もう連絡してあるからお前も参加するんだ。しっかり反省させるから覚悟しておくんだぞ」

　そう吐かれ、帰された。

　重い足を引きずり家に帰ると、怖い顔をした親父。

「総司、来い」

「父さん。俺は……」

「いいから。来い」

　親父は有無を言わさぬ口調で和室へ連れていくと、俺と対面で腰を据えた。

　この様子だと、どうせ父さんも分かってはくれないだろう。頭ごなしに説教するだけ……、

「なぁ、総司」

「はい」




「復讐、したくないか？」




「……は？」

「たしか、明日は図工で紙粘土を使うんだったな。ちょうどいい。総司、お前が悔しいと思うなら、あの教師……」

　そう言って、父は酷薄に唇を釣り上げた。




「叩き潰してやろうじゃないか」





◆






　翌日の放課後になってすぐの時間、俺は職員室前の廊下を歩いていた。

　外に出るためには一度職員室前を通る必要があるため、このタイミングのこの場所は、いつも児童のたまり場になってやかましい。

「お前ら！　無駄に喋ってないでさっさと帰れ！　邪魔になってるのが分からんのか！」

　そして職員室の扉の前には、昨日の生徒指導が立っていた。

　今からうちの親を交えての面談があるから、俺が逃げないようここで張っていたのだろう。

　案の定俺を見つけるや否や、

「清水！　何勝手に帰ろうとしてるんだ！　放課後面談をするから職員室に来いと言っただろうが！」

　そう怒鳴りつけてきた。

　いや、だから来てるじゃないか。

　なんで素通りして逃げると決めつけるんだ？

　そんな怒りをぐっとこらえ、俺は胸を張って歩みを進める。

　そう、ポロシャツの胸ポケットに入ったものを強調するように。

「おい清水。お前、そのポケットに入れているものはなんだ」

　そして生徒指導は、それに気づいた。

　ポケットからのぞく、手のひらサイズの小さな白い箱に。

「お前、昨日の今日で……大人を舐めるのも大概にしろ!!」

「うっ！」

　生徒指導は顔を真っ赤に怒らせると、突然俺の胸倉を摑み壁にたたきつけた。

　ドンッと鈍い音が響き、肺から空気が抜ける。

　痛い。

　その痛みの中でも、何の騒ぎかと数人の教師が出てきたのがかろうじて分かった。

「子供だから容赦されると思ったんだろう！　ごめんなさいと言葉だけ謝れば、何でも許されると高をくくっているんだろう！　残念だが俺は甘くないぞ！　こんなものを遊びで使いやがって！」

　生徒指導は興奮してまくしたてると、俺の胸ポケットから白い箱をむしり取り、ぐしゃりと握りつぶした。




　そしてそれは、ぼろぼろと崩れ落ちた。




「ん、なに!?」

　明らかにたばこの箱とは違う感触。生徒指導は思わず自分の手を見開く。

「なんだ、これは？」

　それもそのはず。

　俺のポケットに入っていたのは、図工の時間に紙粘土で作ったデジカメだったのだから。

　本来液晶がある部分には、「パパ大好き」と絵の具で書いてある。

　俺はパパへのプレゼントを、嬉々として持ち歩いていただけ。

　生徒指導はその健気な思いを片手で砕き、無実の児童に暴力をふるったのだ。

　他の児童や、教師が見守る中で。




　よし、ここだ。




「そんな……ひどい……うあぁ」

　俺はたまらずと言った様子で、泣き顔を浮かべる。

「せっかく……作ったのに……」

「いや……くっ……泣くな！　元はと言えば、お前が普段からたばこを吸っているせいだろうが！」

　バシッ！

　再度の平手打ち。

「痛い！」と叫び声をあげ、俺はついに泣き出した。

　その時である。

「うちの息子が、何ですって？」

　廊下の奥から、一組の男女が現れた。

　声をかけてきたのはそのうちの一人、俺の親父である。

「ああ、清水君のご両親ですね。いや、息子さんの素行不良を説教していたんですよ。昨日お伝えした通り、普段からたばこを吸っているみたいでしてねぇ」

「本当ですか」

「ええ、ええ本当ですとも。困りますよ。どんな家庭で育ったのやら。ただでさえお宅は、悪い噂が絶えませんから……ねぇ？」

　そう言って、じろりと親父をにらみつける生徒指導。

「昨日だって、私はこの目で息子さんの喫煙を目撃したんですよ？」

「あ～、そのことなんスけどね」

　そこで不意に、親父の隣に立つ女性が口を挟んだ。

　親父と比べて随分若い、二〇代半ば程の長身の女性だ。

「それ、先生さんの勘違いじゃないっスかねぇ」

「何を言ってるんです奥さん。私は実際に見たと……」

「やめてくださいよこの悪人顔の嫁なんて。自分は、近くの駄菓子屋の店主っスよ」

「え……はあ」

　首に手を当てだるそうに否定する女性。

　そう、彼女は俺の母親ではない。ただの駄菓子屋店主だ。

　ただし、親父と顔見知りではあるが。

「私がお呼びしたのは、清水君のご両親です。部外者はお引き取りください」

「まーまー聞いてくださいよ先生。小学生くらいの子供って、つい出来心で万引きとかしちゃうもんでしょ？　うちも被害出てて、対策に監視カメラを何個か設置したんス。そんで昨日の夜、録画をチェックしてたら……」

　話しながら女性は、尻ポケットから一枚のディスクが入ったケースを取り出した。

「映ってたんス。たばこのお菓子買ってくれたお得意さんが、店先で急にボコられて連れてかれるとこ」

　そう言って駄菓子屋の女性は、「コピー」とでかでかと書かれたケースを、生徒指導に差し出す。

「物騒っスよねー。こーゆーのって、警察に見せた方がいいんスか？」

　この時の生徒指導の表情は、今でも忘れられない。





◆






　夕方。

　予定されていた俺の三者面談は、生徒指導への査問会議へと形を変え、黒判定が下されたところで今日のところは解散となった。

「さ～終わった終わった。帰るぞ総司」

「終わった終わったじゃねえよ！　毎度あんたの道楽に付き合わせやがって！　こっちにも仕事があんだよ！」

　校門を出たところで、駄菓子屋の店主は親父の脛をげしげしと蹴っていた。

　毎回思うが、この二人は一体どんな関係なんだろうか。

「道楽とは失礼な。息子の危機を救おうと俺は闘ったんだぞ？」

「その大事な息子に悪い遊び教えてんじゃねえ！　いいかそー坊。父ちゃんの言うこと真に受けんじゃねえぞ」

「え、ああ……んん」

「おいおい、総司は俺の血を引いてるんだ。才能はあるだろう。ってことで総司、どうだった？　傑作だったろう、野次馬とあの教師の反応は」

　そう尋ねる親父に、俺は自分でも驚くほど歪んだ笑みを浮かべた。




「ああ、最高だった」




　この日。一人の少年が愉悦を知った。
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